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新田遺跡発掘調査報告書

伊手川河川改良事業関連遺跡発掘調査



序

本県には旧石器時代の遺跡を初めとする数多くの埋蔵文化財包蔵地が各地

にあり、平成13年度の岩手県教育委員会のまとめでは12,000箇所を超えてお

ります。先人の残したこれらの埋蔵文化財を保護し、保存していくことは私

たち県民に課せられた重大な責務であります。

一方、本調査の原因となりました河川改良事業を例にあげるまでもなく、

現代社会を豊かにし、快適な生活をおくるための環境整備もまた県民の切実

な願いであります。埋蔵文化財の保護・保存と地域開発という、相容れない

要素を持つ事業の調和のとれた施策が今日的課題となっております。

財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以来、埋蔵

文化財保護の立場に立って、県教育委員会の指導と調整のもと、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡について発掘調査を行い、その記録を残す措

置をとってまいりました。

本報告書は、伊手川河川改良事業に関連して平成13年度に発掘調査を実施

した新田遺跡の調査結果をまとめたものであります。

新田遺跡は、江刺市にあり、今回の調査により、縄文時代前期後半の集落

跡が発見されました。県内ではこれまで発見されることが少なかった大木3

～5式土器が比較的まとまっており、大形の土偶も出土しております。これ

まで調査のメスが入ることが少なかった地域でもあり、貴重な成果と思われ

ます。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する

理解の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、 これまで発掘調査及び報告書作成に御援助・御協力

を賜りました水沢地方振興局土木部、江刺市教育委員会をはじめとする関係

各位に衷心より感謝申し上げます。

平成14年9月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長合田武
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本報告書は、岩手県江刺市伊手字御堂33番地4ほかに所在する新田遺跡の発掘調査の結果を収録したも

のである。

今回の調査は､伊手川河川改良事業に伴う事前の発掘調査である｡調査は､岩手県教育委員会事務局生涯

学習文化課と水沢地方振興局土木部の協議を経て､(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが担

当した。

岩手県遺跡台帳に登録される遺跡番号はNEO9-1252、遺跡略号はSD-01である。

発掘調査面積は、 1,660㎡である。

発掘調査期間は平成13年4月19日～9月3日、整理期間は平成13年11月1日～平成14年3月29日、平成

14年5月1日～6月28日である。

野外調査および室内整理は、金子昭彦、坂部恵造が担当した。

本報告書の執筆は、第I章を水沢地方振興局土木部、それ以外を金子が担当した。

遺物の分析・鑑定は次の方々に依頼した。

石質：花崗岩研究会（代表矢内圭三）

報告書作成に当たり、次の方々に御協力・御指導いただいた（五十音順・敬称略)。

稲野裕介（北上市立埋蔵文化財センター)､熊谷常正（盛岡大学)､小林圭一((財）山形県埋蔵文化財セン

ター)､小林克（秋田県埋蔵文化財センター)､齋藤邦雄（岩手県教育委員会)､酒井宗孝（花巻市教育委

員会)､中村良幸（大迫町教育委員会）

調査成果はこれまでに現地説明会資料や調査略報に発表してきたが、本書の内容が優先するものである。

本遺跡の調査で得られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターが保管している。

遺構等の平面位置は、平面直角座標第x系を利用している（座標値は第Ⅲ章参照)。

土層の色調は、 『新版標準土色帖』(農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1990)を参考にした。

凡例は、以下の通りである。また、脚注、参考文献はそれぞれの章、節の後に一括している。その他、

第Ⅲ章を参照していただきたい。

1
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工．調査に至る経過

新田遺跡は、一級河川伊手川筋伊手地区河川局部改良事業の実施に伴い、その事業区域内に存することか

ら、発掘調査を実施することになったものである。

本事業は、江刺市伊手地区において、高水時の田畑等への冠水を防ぐため、昭和63年度に着手されたもの

である。現在の工事区間では、伊手西部地区土地改良総合整備事業及び国道397号道路改良事業が同時に施

工されており、三事業一体となって地区の社会基盤を整備し、より良い生活環境の確保を目指している。

Ⅱ、立地と環境

1 ．位置・地形・調査範囲(第,図~第3図）
新田遺跡は、岩手県内陸南部の江刺市に所在し、住田町に近い北上山中にある（第1図)｡JR東北新幹線

水沢江刺駅の西北西約9km、江刺市立江刺南中学校そばの国道397号沿いに位置し（第2図)､北緯39｡10'25"、

東経141｡17'07"付近にある。

遺跡は、なだらかな丘陵状を呈する北上山地南部にある。北上山地から北上川に向かって伊手川が西に流

れ、遺跡は、その伊手川に北面する河岸段丘上にあり、 この段丘はそのまま南側の丘陵地に続くため、伊手

川に向かって舌状に張り出す丘陵尾根状を呈している。地形の改変も受けているのだろうが極めて平坦で古

くから宅地として利用されていたようである。遺跡の北側は比高差約10mの崖になっているが、東西は比較

的なだらかに傾斜する。遺跡の東側は、川に向かって低平な傾斜地が続き比較的広い水田面として利用され

ている。ところが、遺跡の部分では南北の山が川に迫っているため、大雨の時にはこの水田に水があふれて

しまう。そこで今回の河川改修ということになったようである。

今回の調査範囲は、遺跡北端で舌状尾根先端に当たる。河川改修後に川に沿って延びる道路部分に相当す

るようで、幅15m前後の細長い範囲である（第3図)｡調査範囲の北側も工事範囲だが、急傾斜地であり遺跡

の範囲から外れるとの判断からか、調査範囲からは除外され、調査開始時には既に河川改修工事により削ら

れて断崖になっていた。調査範囲の北西隅も、試掘調査結果も併せての判断で同様に除外されていたが、遺

物包含層が残っていたため調査開始後に追加になった（約200㎡)｡現況は、中央が畑地、他は荒地である。

2．基本層序と検出・出土状況
（1 ）基本層序

基本層序は六層に分けられ、六層以下は確認していない。Ⅳ層以下は、本遺跡が河岸段丘に立地している

ために地点によって地山が変異していることが大きく関係し、必ずしもこの順序に堆積しているわけではな

い。今回の調査区は、遺物包含層が残る北西部分を除き大きく地形の改変を受けており、特に東半部～南西

部は表土下20cmで地山という状態である。地形の改変は近世以降に行われたようで、詳細は第Ⅳ章冒頭参照。
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第2図遺跡位置図（●印)(1 :50,000人首・陸中大原）
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I層表土。層厚20～100cm。地形の改変を受けており地点によって大きく異なる。 23B～Cグリッド付近

（第5図)は削平された後、士が寄せられたため100cm前後の厚さがある。

Ⅱ層黒褐色土(10YR3/1)シルト層厚0～30cm・腐植土で脆い。元の表土と思われるが、遺物包含層部

分にしか残っていない。

Ⅲ層黒褐色土(10YR3/2)シルト層厚0～80cm・遺物包含層で、詳細は第Ⅳ章参照（Ⅲa～c層、 NH

Ⅱ～Ⅳ層に相当)。

Ⅳ層黄褐色土(10YR4/6)シルト層厚0～数cm・東部崖上の一部に見られる地山。

V層褐色士(10YR4/4)砂～砂質シルト層厚約60cm。今回の調査範囲の基本的な地山で遺構検出面。

砂礫層であるが、地点により大きく異なり、調査区東部の崖周辺では拳大の礫を多量に含み、崖下の

東端ではほぼ砂層（グライ化している部分もある)｡それ以外の地点では小礫を比較的多く含む。

Ⅵ層にぶい黄褐色土(10YR4/3)砂層厚不明。酸化した粗い砂を基本とし拳大の礫を多く含む。

（2）遺構の検出・遺物の出土状況

今回の調査区のほとんどは削平されていたため、遺構の検出は比較的容易であった。ただし、遺構の重複

が著しく、溝跡以外はほぼ同じ覆土であったため検出面で新旧関係を捉えられたものはない。遺物包含層中

で遺構の検出はできなかったが、少なくとも地山面まで掘りこんだ遺構はなく、包含層中にはもともと遺構

がなかった可能性が高い。上述の地山のため、東崖上付近の土坑では壁～底がわかりづらいものがあった。

今回の出土土器は、平安時代の土師器片が2点出土した他は、縄文時代前期のみで、それも後葉に著しく

集中し特異な出土状況と言える。前期後葉の土器は、遺構内、遺物包含層内から出土している。土坑に若干

まとまりがあるものがあるが、時期が近いせいか地点差・層位差はあまり認められなかったようである。そ

の他の出土遺物のうち時期推定が可能な土偶は、土器と同じと考えて良さそうである。

3． これまでの調査と周辺の遺跡(第,表､第4図）
（1 ）これまでの調査

本遺跡は、 これまで調査されたことがなく、今回の調査に先立って行われた岩手県教育委員会事務局生涯

学習文化課による試掘調査が始めてのようである。遺跡自体も、今回の調査原因となった事業に伴う事前の

分布調査で新規に発見されたようである。分布調査は県教育委員会が行ったが、遺跡名は市の教育委員会が

県の依頼で付けたものである。そこで、なぜ字名が「御堂」なのに新田遺跡なのか、県教育委員会を通じて

照会してもらったが、不明とのことであった。

（2）周辺の遺跡（第1表、第4図）

岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が作成している県の遺跡台帳・地図は、平成13 (2001)年にCD

ロム化されたが、その際混乱があったのか江刺市内の遺跡は現在閲覧できる状態にない。また、本遺跡の周

辺は北上山中ということで近年の開発が及ばなかったため発掘調査例がほとんどない。したがって、周辺の

遺跡はよくわからない状態にある。

今回の調査で発見された遺構・遺物は、平安時代の土師器片が2片出土した以外は、いずれも縄文時代前

期、それも後葉がほとんどを占める。岩手県南部の縄文時代前期後半には大木3～6式土器が分布するが、

この時期の遺跡は県内では調査例が少なく、その実態はよくわかっていない。しかし、江刺市を含むいわゆ
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る胆江地区（金ヶ崎町、水沢市、胆沢町、前沢町、衣川村）の場合は、伊藤鉄夫、陽夫両氏の詳細な分布調

査によって、ある程度知ることができ、その成果も公表されている（文献1， 2)｡特に、金ヶ崎町、胆沢町

の場合は非常に多くの遺跡が押さえられている。さらに、金ヶ崎町の北に隣接する北上市は、開発が多く、

また開発に伴う事前調査を古くから行っていたこともあって、該期の調査例も多い。そこで、 この地域を中

心に大木3～6式期の遺跡を見ていくことにする。極めて広い範囲で、周辺の遺跡という主旨からは外れる

かも知れないが、実態が掴めていないこの時期の遺跡分布を把握することは十分意義あることと考える。

作成の元になったのは、当センターの図書室にあった文献である。古い市町村（特に胆沢町）の報告書は

見ることができなかったので、落としがあるかも知れない。県内の該期の遺跡を概観すると、 6式から顕著

に増え画期になっていると思われるので、第4図では、 3～5式を含む遺跡を●、 6式以降のみの遺跡を▲

と、分けて示した。土器片が5式か6式か迷った場合には6式と判断した。表に示した以外に、千厩町奥玉

町下から完形に近い大木6式土器が出士している（文献81)。しかし、出土地点が特定できず県の遺跡台帳に

も登録されていないので、今回は扱わなかった。

この結果を見ると、該期の遺跡は、地形の変化点、それも段丘縁に立地することが多く （文献82:p､ 13)、

和賀川、胆沢川流域では特に顕著で線状に連続してみられる。これらの遺跡では礫石錘が顕著に出土する。

比較的高い所に立地することが多いが、低位段丘にも見られる（78, 79)｡同時期の遺跡が近接して群をなし、

それが点在分布することが多いようである。●と▲の遺跡に顕著な違いは見出せなかった。
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(26）北上市教育委員会1998『唐戸崎遺跡』(北上市埋蔵文化財調査報告第35集）

(27)(財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1990『物見崎遺跡・監物館跡発掘調査報告書』(第157集）

(28）北上市教育委員会1985 「高畑遺跡発掘調査報告｣『北上市立博物館研究報告』 5

(29）北上市教育委員会1995『横町遺跡発掘調査概報』(北上市埋蔵文化財調査報告第21集）

(30)(財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1996『横町遺跡発掘調査報告書』(第236集）
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No 遺跡名 所在地 遺跡の性格・遺構・遺物 調杳の有無 備 考 文献

1 新田 江刺市 5a～6式期集落跡･士坑･前初～7b式土器､土偶 報告遺跡

2 大中田 江刺市 6～7a式土器？､決状耳飾 セ今年度調査中

3 (地の神） 江刺市 6～7式土器片？ 地ﾉ神遺跡とは位置ずれる 1

4 (醍醐） 江刺市 6～7a式土器片 調査では出土せず 下醍醐遺跡に相当 2

5 (上醍醐） 江刺市 6～8a式士器片 醍醐寺跡に相当 1

6 野里 江刺市 6～7b式土器片 1

7 (阿茶山I) 江刺市 3式土器片？ 県遺跡台帳相当遺跡なし 1

8 (元町） 江刺市 6～8a式土器片 県遺跡台帳相当遺跡なし 1

9 守林寺 江刺市 5～6式？土器片 1

10 (釜渕） 江刺市 ｢5,6式？」 県遺跡台帳相当遺跡なし 3

11 (大塚） 江刺市 ｢5,6式」 県遺跡台帳相当遺跡なし 3

12 (合ノ沢） 江刺市 5a式？土器片 県遺跡台帳相当遺跡なし 3

13 根岸 江刺市 6式土器片 2， 3

14 宝性寺跡 江刺市 5～7式期集落跡･ロングハウス､墓塘､捨て場･瑛状耳飾､ヒスイ装飾 セ今年度調査中 4

15 (落合） 江刺市 6式土器片 県遺跡台帳相当遺跡なし 1

16 新田Ⅱ 遠野市 2-拭難､ﾛﾝﾊｳｽ20財，蝋貯敵､直鯏?，蹴珊45点､ｶﾂｵｼﾙ翻品 確認調査継続中 5

17 落合 住田町 6式土器片 6

18 館 住田町 3～5式期集落跡･ロングハウス セ今年度調査中 4

19 赤畑 住田町 5a～5b式土器片 6

20 小松Ⅱ 住田町 6～8b式土器(6極少） セH12年(200011i) 図幅外､東約4km 7

21 白木野I 湯田町 土器埋設遺構(円筒下層d式と6式との折衷)･6～7a式土器 セH4年(3,00011i) 図幅外､西約2km 8

22 塚野I 湯田町 l～3式土器片？ セH4年(7,755ni) 9

23 清水ヶ野 湯田町 6式期難跡・ﾛﾝﾊｳｽ･5a~7a式土器燕剛石製品､州耳飾礫石錘338点 tHll年(1,20011i) 10

24 耳取I 湯田町 5～6式期集落跡･住居4？･5a～6式土器 ｾH5,6年(34,300ni) ll 12

25 峠山牧場I 湯田町 円筒下層d式埋設土器･礫石錘39(所属時期不明） ｾH5,6年(43,000ni) 14

峠山牧場I 湯田町 5~7a式?環状集蕗･ロングﾊｳｽ,墓?･4土器､岩偶､燕尾垪状耳飾､礫石錘566 ｾH8年(6,120ni) セH6年確認調査 13, 15

26 人当Ⅲ 北上市 6式土器片 16

27 人当I 北上市 6？式土器片 セH3年(400㎡） 17

28 蟹沢館 北上市 2a?-5式鱸牒緬･ﾛﾝﾊｳｽ雌居､貯蔵穴､繩?･岩偶､羅形､ｶﾂｵｼ形､鮴耳胤鮖織571点 市S63~H2年(?) 約3,000,i？･調査時は町 18

29 新平 北上市 6～7a式集落跡？･フラスコ状土坑・4？～7a式土器､礫石錘7 tS59年(1,57211i) 調査は他にS41年等3回 19， 20

30 鳩岡崎 北上市 6~8b?式期集蕗･ﾛﾝﾊｳｽ､フラスコ状土坑多・5b式土器､土偶､斑状耳飾 県S48~51年(?) 約5,000㎡？ 21

鳩岡崎上の台 北上市 6式土器片 村S57年(235㎡） 中期ほとんど･調査時は村 22

鳩岡崎上の台 北上市 5a～8b式期集落跡･ロングハウス､フラスコ状土坑多･礫石錘65点 tZH5,6年(3,96911i) 県調査より古い時期主 23

31 唐戸崎 北上市 5～8a式土器(前期極少)､礫石錘 ｾH9年(2,64111i) 市の繩噸|こ'揃朏士なし 24～26

32 物見崎 北上市 6式？竪穴住居跡･6式土器､礫石錘 ｾH1年(1,945㎡） 27

33 高畑 北上市 6～7a式期集落跡･住居､フラスコ･5b式土器､瑛状耳飾､石剣､礫石錘 市S46年(トレンチ） 28

34 神行田 北上市 6～8b式土器(6極少） 24

35 横町 北上市 5～7a？式集落跡･ロングハウス riH4-6年(24,0001i) 29

横町 北上市 士坑3？･6～7a式器 ｾH6年(1,980㎡） 30

36 館Ⅳ 北上市 6式士器片 ｾH1~3年(8,95211i) 31

37 館Ⅱ 北上市 6？式土器片 セH12年(400㎡） 32

38 樺山 北上市 6～8b？式期集落･6式住居･土偶､決状耳飾 市S42,43年他 市H1年(?)､H4,5年蹴繩 33～38

39 石曽根 北上市 5～7b式土器(前期少)､礫石錘50(所属時期不明） tH1,2年(3,15011i) 39

40 法量野I 北上市 6～7a式土器片 tZH2,3年(9,99011i) 40

41 煤孫 北上市 6~7a式期集蕗跡･竪穴住居､フラスコ･鋤多､5式土器,土偶多､眺状耳飾､石剣､男根状石､礫石蕊2,393点 ｾH2,3年(15,56011i) 41

42 梅ノ木台地Ⅱ 北上市 6式土器 セH3年(3,89011i) 42

43 梅ノ木台地I 北上市 5a～7b式土器 ･tH1,2年(9,000ni) 県S50(2,000ni)でも5式淵 43， 44

44 岩崎城西 北上市 6式土器片 tH1年(5,55011i) 45

45 岩崎台地 北上市 6式期住居､士坑？ ｾS63-H2r(15,M7i) 46

岩崎台地 北上市 6式土器片 S63-H3年(46,2671i) センター調査 47

46 鹿島館 北上市 6式土器？ 市調査 今回報告書未見 48

47 丸子館 北上市 6式土器 市S47年(不詳） 滝ノ沢遺跡？ 49， 50

48 滝ノ沢 北上市 5~7b式集落(5,7b土器極少)？･遺物多､土偶､班状耳飾､礫石錘2,600以上 市S52~H1,9年(?) 7,500m"?報鵠W制？ 51～54

49 (成沢） 北上市 6式土器片 下伽Iと三+AWI"0W 2

50 成沢Ⅱ 北上市 5式？住居2？･土器小片 市H9年(2,000ni) 55

51 (大谷地） 北上市 4？、5a～6式土器片 上大谷地遺跡の北西 2

52 千貫石I 金ヶ崎町 6～8a式土器片 1



－9－

NO 遺跡名 所在地 遺跡の性格・遺構・遺物 調査の有無 備 考 文献

53 千貫石Ⅱ 金ヶ崎町 2b～3式土器片 町S48年(1,31411i) 56

54 千貫石Ⅲ 金ヶ崎町 1,4,7a式土器･映状耳飾 町S48年(1,90811i) 56

55 (吉田沢西） 金ヶ崎町 5a～6式土器片､土偶 吉田沢遺跡の西 1

56 (和光北下） 金ヶ崎町 6式土器片 和光6区遺跡の北 1

57 和光6区 金ヶ崎町 6～7a式集落跡･住居2ほか･5a～b式土器､土偶､決状耳飾､礫石錘5 セS59年(1,50011i) 57,1

58 (光6区西） 金ヶ崎町 3？､6式土器片 和光6区遺跡の範囲内 1

59 (天ヶ森牧場） 金ヶ崎町 2a～3式土器片 天ヶ森遺跡に相当 1

60 (稲沢） 金ヶ崎町 6～7a式土器 少しずれるが稲沢遺跡？ 1,2

61 (駒ｹ岳峨D-l) 金ヶ崎町 6～7式土器片 潤沢奥遺跡に相当？？ 1

62 (駒ｹ岳雌R3-2) 金ヶ崎町 l～3式土器片 県遺跡台曠に相当遺跡なし 1

63 (細野中の股） 金ヶ崎町 6式土器片 細野北遺跡のそば 1

64 (綱ﾆﾉ師繩） 金ヶ崎町 6式土器片 県遺跡台帳に相当遺跡なし 1

65 (|珊野小報西） 金ヶ崎町 5a～7式土器片 烏ノ海西遺跡に相当？ 1

66 烏ノ海 金ヶ崎町 4～6式土器片 1

67 烏ノ海東 金ヶ崎町 6～中期前半土器片 1

68 (妖鵬驍伽） 金ヶ崎町 3？式土器片 県遺跡台帳に相当遺跡なし 1

69 (女夫坂松長根） 金ヶ崎町 3？式土器片 脳鋤､古い鋤台撤ある？ 1

70 (野崎） 金ヶ崎町 6式土器片 ’し朔る棚崎剛に相当？ 2

71 上原 金ヶ崎町 6式土器片 町H5年（？） 58

72 平林後 金ヶ崎町 5b～6式土器片 1

73 (笹森東） 金ヶ崎町 l～3式土器片 笹森遺跡に相当 1

74 (不動沢） 金ヶ崎町 l～3式土器片 不動沢遺跡に相当 1

75 滑利 金ヶ崎町 5～7a式土器片 1,2

76 中荒巻 金ヶ崎町 6～7b式土器片 県S47,48,50年(3,000Ⅱi） 文献lには5a式土器片掲載 59,1

77 (中荒巻東） 金ヶ崎町 4？､6～7a式土器 荒巻遺跡に相当 1

78 沢田 水沢市 5a,6？式土器片 1ZH5,6年(1,3201i) 60

79 佐野原 水沢市 6式期竪穴住居跡･5a式土器？ ｾH9,10年(2,347ni) 61

80 梨畑 水沢市 4？、5a～中期前半土器片 2

81 (大鐘） 水沢市 3？､4？、5a～6式土器片 県遺跡台帳に相当遺跡なし 2

82 (谷地） 水沢市 5～中期前半土器片 下長田遺跡に相当 1

83 中島 水沢市 2b～8a？式土器 市S38年(ﾄﾚﾝﾁ） 土偶表採 62,1,2

84 浅野 胆沢町 6式期？住居2.5a？～7a式土器(5極少） 町S60年(約600ni?) 土偶､瑛状耳飾表採 1，2，64

85 片子沢 胆沢町 ｢4式前後土器片」 64

86 糀谷田 胆沢町 ｢4式前後土器｣片 64

87 尼坂 胆沢町 4or5a式土器片 町H5年(793㎡） 前3”調査で|拙土せず？ 65

88 石行 胆沢町 4or5a式土器片 町H7年(550㎡） 66

89 宮沢原成沢 沢町 4式土器 1

90 (宮沢原D) 胆沢町 6式土器片 宮沢原遺跡の範囲内 64

91 (宮沢原E) 沢町 4？､6式土器片､5a式輪積土器 宮沢原遺跡の範囲内 1

92 萱刈窪 沢町 5～6式土器片､映状耳飾､石剣 1，64

93 大清水 沢町 6式土器片 tHl2年(9,12011i) 67

94 大清水上 沢町 5a～6式期集落跡･ロングハウス､住居･土偶､決状耳飾､礫石錘 町S58,59年(7,600ni) ｾの調査範囲に含まれる 68

大清水上 沢町 試期ﾛﾝﾊｳｽによる馴難‘難?=土玉130点出土･6式土器ｲﾁヅｸ形土製品 セH12年～継続 艫24,000伽うち13,630" 4,69,70

95 下尿前Ⅳ 胆沢町 6式土器片 ｾH8年(8,00011i) 71

96 尿前Ⅱ 沢町 6式土器 ｾHll年(7,500ni) 72

97 (上萩森北東下） 沢町 6～9式土器片 県遺跡台帳に相当遺跡なし 1

98 (萩森） 沢町 6～7？式土器片 萩森北遺跡に相当 1

99 恩俗長根 沢町 5b式土器片 64

100 (小山大畑） 胆沢町 6～7式土器片 大畑遺跡とは離れている 2

101 合ノ沢B 前沢町 5a､6式土器片 73

102 田高Ⅱ 前沢町 5b～7a式土器(6式主)､岩偶､映状耳飾 町H8年(4,50011i) 74

103 上木 前沢町 遺物包含層､フラスコ状土坑？･6式土器､土偶 町H11年（？） 報告書未刊？ 75

104 照井館 前沢町 l～3式土器片 1

105 古戸 衣川村 6式土器片 76

106 本巻 衣川村 5a～6式土器片 セH10年(510㎡） 77

107 庄司合 一関市 6式期配石遺構？・5a～6式土器 市S34,46年 一次調査の結果未見 78

108 石蔵 一関市 ｢6式土器」 図幅外､南約1km 79

1O9 龍願寺 大東町 6～7a式士器片 町H1O年(136ni) 80
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(48）北上市教育委員会1975『鹿島館遺跡調査報告書I』(北上市文化財調査報告第14集)<今回未見＞

(49）北上市教育委員会1973『北上市丸子館調査報告書』(北上市文化財調査報告第12集）

(50)岩手県立博物館1982『岩手の土器』

(51)北上市教育委員会1983『滝ノ沢遺跡(1977～1982年度調査)』(北上市文化財調査報告第33集）

(52）北上市教育委員会1990『滝ノ沢遺跡Ⅱ (1989年度調査)』(北上市文化財調査報告第60集）

(53）北上市教育委員会1991 『滝ノ沢遺跡Ⅲ(1984･86．87．88．90年度調査)』(北上市文化財調査報告第63集）
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Ⅲ、調査・整理の方法と経過

1 ．調査の目的と結果の概要
県教育委員会の試掘調査では縄文時代中～後期の遺跡とのことであったが、試掘トレンチを入れた結果、

縄文時代前期後葉の遺物包含層が検出され、大木5式土器も出土した。この時期の調査例は少なく土器型式

の内容もはっきりしない部分がある。そこで、調査ではできるだけ層位的に遺物を取り上げて共伴関係を掴

もうと考えた。遺構内では、 この方針をほぼ実施できたが、重複している遺構が多かったため共伴関係は明

確でない部分もある。遺物包含層では、既に調査予定期間を大幅に過ぎていて担当調査員が監督できなかっ

たこと、 さらに時期が比較的限られているためか包含層が単層に近く上下層は疎らに出土するに過ぎないと

いう状態であったため、十分な成果を上げていない。

2．野外調査
初めに調査経過について、次に報告書を読む際心に留めておいていただきたい点について述べる。

（1 ）作業経過

調査面積は1,660㎡（当初予定1,460㎡）で、野外調査は平成13年4月19日(木)～9月3日（月）まで行われ

た（当初予定は6月30日まで)。

4月19日器材搬入。 4月23～27日調査範囲に試掘トレンチを入れ、委託者に調査範囲西側の藪を取り除い

てもらった。 4月26日～5月1日に、試掘トレンチの結果に基づいてパワーショベルで表土を除去した。そ

の間作業員は調査区東端の切株を除去している。

表土を剥いだ結果、遺物包含層が、当初の調査範囲を超えて西側に続き、 さらに調査区中央では北端の崖

際まで続いていることがわかった。県教育委員会の調整の結果、調査範囲が西側に拡張された(200㎡)。5

月下旬のことである。また崖際も調査すべきということになり、その際の安全柵（足場）の設定を委託者に

お願いした（足場は7月上旬に完成)。

5月7日から遺構の検出作業に東端から入り、 18日までに調査区中央の平坦面まで終了した。以後、遺構

の精査と並行して進め、 6月下旬までに遺物包含層を除いて検出は終了した。その結果、西側斜面の上方や

その周囲は思った以上に地形の改変があることがわかった（第Ⅳ章冒頭に詳述)。

7月上旬に西側包含層にトレンチを入れて概要を掴み、記録を取った後そのまま精査に入った。東側包含

層は、足場の設定を待って7月下旬にトレンチを入れ、記録を取った後8月上旬に精査に入った。この間、

調査区中央遺構の精査を先に終了し、排士置き場を拡張した。また、当初予定期間を過ぎ終了の目途も立た

なかったため、担当課長補佐に7月中旬以降終了までほぼ毎日支援を受け、作業員の増加にも努めた。

8月上旬に西側包含層の精査を終了し、そのまま検出に入ったが遺構は検出されなかった。東側包含層も

思ったより薄かったこともあって8月27日頃に精査を終了し、急斜面のせいか、 こちらも遺構は検出されな

かった。士坑の精査も8月29日には終了し、同日県教育委員会の終了確認を受けた。以後重機による埋め戻
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し、器材の片づけ・水洗に入り、 9月3日午前に器材を搬出して、調査の一切を終了した。

（2）特記事項

・グリッドについて

平面直角座標（第X系）に合わせ、遺跡全体をカバーできるように、 10×10mのメッシュをかけ、東西方

向に西から1， 2， 3のアラビア数字、南北方向には北からA、 B， Cのアルファベットを付し、 1A， 1

B等と呼称した（第5図)。これが大グリッドであり、 24C， 24Dの北西端の座標値は、 24C(X=-91,620.

000,Y=39,030.000)､24D(X=-91,630.000、Y=39,030.000)である。

各大グリッドを5mづつ四等分し、左上を①、右上を②、左下を③、右下を④とし、 1A①グリッド等と

呼称した。これが中グリッドである。

遺物包含層等、さらに細かい区画が必要な場合は、大グリッドを2rnづつ25等分し、大グリッド同様東西

方向に西から1， 2， 3のアラビア数字、南北方向には北からa、 b、 cのアルファベットをつけ（第5図

参照)、 1Ala等と呼称した。これが小グリッドである。

・調査条件について

調査環境のうち、気象以外の環境条件について。土の硬さは、河岸段丘で地山が砂礫層のため硬く掘りづ

らく、大きな支障になっていると思われる。遺構の重複も著しく、調査の大きな支障になっていると思われ

る。排土置き場は、調査区中央南側の畑地を借地できていた。ところが、調査範囲が西側斜面まで拡張され、

その排土の出し方が大きな課題となった。この場所には遺物包含層があるため排土の量が多く、またそれを

斜面上まで上げなければならないからである。しかし、ベルト・コンベアーの導入が認められ、また狭い範

囲ではあったが、西側斜面周囲の荒地を借地でき、 ここにも排土を置くことができたため、それほど大きな

支障にはなっていないと思われる。

。特に気象条件について

調査期間中は周期的に雨が降った。 8月1日は集中豪雨で周辺地域では土砂崩れもあったが、調査区は土

坑に水がたまっただけで大きな影響はなかった。 8月23日も台風による大雨が降ったが、 これも大きな影響

はなかった。雨後の土坑内の排水に時間をとられたが、例年に比べ特に多かったわけでもなく、遺物洗浄用

水の確保、土の軟化等のプラス面もあり、それほどの支障にはなっていないと思われる。

5月後半～6月上旬は、曇りの日が少なく、遺構断面の写真撮影の大きな支障になった。深い土坑が多か

ったからである。また分層の際も士がよく見えず、かなり余計な時間をとられてしまった。

7月前半は例年より暑い日が多く作業効率は落ちたが、 7月下旬以降は「やませ」が吹き過ごしやすい日

が続いた。そのため例年に比べ作業は大いにはかどり、 この期間は丁度遺物包含層の精査にあたり体力勝負

の時期だったので、天恵とも言える状況であった。調査期間中の気象は、 5月後半～6月上旬以外は、調査

に良い影響を与える方が多かったようである。

・調査員、作業員の構成について

調査員2名、作業員30名前後で野外作業を行った。調査員は1名が文化財調査員、他1名は期限付調査員

である。作業員はほとんど全て初心者であったが、年齢層が若かったせいか飲み込みがとても早く、また熱

心で、調査はかなりはかどった。それでも当初より調査面積が増加したことや予想より多くのものが出土し

たことで、予定期間では終了できなくなり、 7月中旬以降担当調査課長補佐の援助をほぼ毎日受け、作業員

も2～3名増員した。
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・遺構の実測について

平面図は、時間が限られ、遺構も密で水糸メッシュを張りにくかったことから、簡易遣り方ではなく、大

部分を光波トランシットによる測距を基に作成している（平板実測の測量の部分を光波トランシットで行っ

たのに相当)｡そのためか断面図とうまく合わない部分があった。

・遺構の名称について

遺構名称については、野外では下記のように便宜的に作業順に名前を付け、報告時に全て付け直している。

各遺構の種類ごと（土坑はさらに細分した類型ごと）に東から西に向かって番号を付けている。

住居状遺構→B○F、土坑→D○F，焼土→F○F、溝跡→G○F。○の中は番号が入る。

3．室内整理と報告書の作成
（1 ）作業経過

整理は、平成13年ll月1日～平成14年3月29日、平成14年5月1日～6月28日、調査員1～2名(12月上

旬までと5月以降は1名)､作業員約2～10名で行った(12月までは10名、 1～3月2名、 5～6月8名)。

出土遺物の水洗は、整理期間前にほぼ終了していた。 ll月1日～12月28日まで、遺物の接合・注記、報告

書掲載遺物の選別を行った。 1月～3月、実測、拓影作成、 5月、実測の続き、拓本断面作成、 6月前半、

トレース、拓本合成、 6月後半、図版、写真図版作成、収納。遺物の写真撮影は、 この間、写真撮影専門の

作業員によって、 2月27日～3月29日まで行われた。

遺構については、調査員が行い、 1月図面点検、士層注記の打ち込み、 2月トレース。

原稿は、 3月に遺構記載、 5月に遺物観察表作成、 6月にその他の執筆、割付を行なった。

（2）特記事項

・遺物の全体量と報告書掲載基準について

調査では、縄文土器(30×40×30cmのコンテナ)92箱、土師器2片、土製品30点、石器160点、石器製作時

の剥片5,094.79g,石製品は16点が出土した。掲載基準については、整理方針に後述（詳細は第V章参照)。

・スタッフと整理方針について

3月までは、調査員1～2名と作業員2～10名で整理作業を行った。初心者が多かったが、若い方が多い

せいか飲み込みが早く、またベテランの作業員がよく指導してくれたことから、作業ははかどったと思う。

ただし、調査員の指示の悪さで、注記、復元、選別に細かなミスがあった。お詫び申し上げる次第である。

5月以降は、調査員1名、作業員8名で行ったが、全員経験者であったため作業は大いにはかどった。

スタッフと整理期間を考慮して、次のような整理方針を立てた。第一に、遺物は土器以外は点数が少ない

ので、全点掲載する。土器についても、調査例が比較的少ない時期なのでできるだけ多く掲載する。

第二に、掲載方法は、ニーズとコストを考えて（金子 1998:pp.ll～13)､石器は写真を基本とし、遺構

内は基本的に実測するが、遺構外（遺物包含層含む）は余裕のある限りとする。土器は、資料が比較的少な

い時期なので、図化が可能なものは拓本を使用せずできるだけ実測する。その他の遺物については原則とし

て全て実測する（焼粘土塊は省略した)。

・遺構図面の点検・修整について
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平面図と断面図の照合等の図面点検は、現地で全て行っている。合わない場合は計り直しているが、どう

しても合わない場合やセクションポイントがないなどの不備は、そのままにし、本文中にその旨記している。

ただし、 l/20の縮尺で1nm(原寸では2cm，報告書では0.5mm)の違いについては誤差範囲とし、 とくにふれ

ていない。以上は、報告書に嘘を書いてはいけないという方針(金子1998:p. 10, 13)によるものである。

御容赦願いたい。

・遺物の接合・復元・注記について

土器は基本的に報告書に掲載したものだけに注記した。土製品、石器・石製品については、 1点、 1点別

の小袋にしまって、その袋に出土位置等を記載し、注記はしていない。また、石器素材剥片の注記、接合は、

図化する余裕がないとの理由で一切行っていない。

土器の接合は、作業員約10名が約6週間行った。原則として同じ袋、同じ遺構、同じグリッドの中でのみ

接合を試み、遺構間接合や異なるグリッドの間での接合は行っていない。

・遺物の実測、拓本・ トレースについて

遺物の実測・ トレースは作業員が行い、それを調査員が点検した。特に石器については、調査員がよくわ

かっていない部分があるので、点検は外形と不自然な点がないかに留めた。

・報告書について

報告書の体裁は、基本的に既存の報告書に倣ったが、一部違うところがあるので、以下にそれを記す。最

も違うところは、遺構の記載と遺物（特に遺構内の遺物と遺構外の土器）の記載である。

〔遺構図版の凡例について〕

本書冒頭の例言の下にある。

〔遺構出土遺物の掲載・記載の位置について〕

遺構出土の遺物も第V章で掲載・記載しているが、遺構図版の後に遺構内遺物集成図として縮尺を落とし

てまとめてもいる（第29図～第34図)｡その代わり、遺物は次に述べるように出土位置に従って並べた。その

理由は、金子（1998）のpp. 15～16参照。

〔遺物の分類・掲載順序について〕

遺物は、基本的にそれぞれの種類ごとに（土製品、石製品はさらに細分した分類一円盤状土製品など－ご

とに）出土位置の順（遺構内→遺構外、遺構外ははっきりしているもの→不明なもの）に並べている。

遺構外から出土した土器を、型式学的分類ではなく出土位置によって並べた理由については、金子(1998)

のpp､ 15～16参照。

〔遺物の記載の仕方について〕

遺物の記載は基本的に観察表で行い、表に入りきらない場合や表の項目に当てはまらないことは本文中に

記し、その頁を表の「本文記載」という欄に記した。

〔註・引用参考文献の掲載位置について〕

それぞれの節の最後にまとめている（例えば、第1節縄文土器)。

〔本文、表、図版のレイアウトについて〕

原則として本文は本文、図版は図版とまとめている。報告書は通して読まれるということはほとんどない

と思われるので、 “捜し易さ”を優先すべきと考えたためである。

参考文献

金子昭彦 1998 「埋蔵文化財センターの考古学｣『紀要』XⅧ（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

-16-



Ⅳ．遺構

検出された遺構は、住居状遺構1基、土坑・墓壊46基、溝跡1条、縄文時代の遺物包含層2カ所である。

その他、焼土が、第24号、第25号、第32号、第35号、第37号、第38号士坑の主として検出面～上層から（第

37号は中層からも）検出されているが、何れも土坑の覆土上面あるいはその周囲に認められたので土坑に含

めて報告した。

溝跡1条を除き、いずれも縄文時代前期で、それも後葉を主体とするようである。溝跡は、近世の可能性

が高い。遺構として報告したのはこれだけだが、今回の調査範囲では近世と推測される地形の改変が大きく

認められるので、 ここでその概要について述べておく （第5図、写真図版33～34)。

まず平場から （第5図、写真図版33)｡調査区中央の尾根頂部の平場とその西側の調査範囲南側に続く平場

と二段認められる。v層まで平らに削っており、西側では平場上に礫は全く認められず砂層が広がり、所々

Ⅳ層の土を貼って平らにしている様子が窺われた。平場上面と覆土（Ⅱ層の一部）の間には漸移層は認めら

れず断絶がある。尾根頂部の平場の方が高く、その比高差は1nlほどある。中央平場を覆っていたのは厚さ

約20cmの現表士(I層）である。その西側は、現状では尾根頂部から緩やかに傾斜していて、段になってお

らず、そのため西側の平場は拳大の礫を多量に含む土（Ⅱ層の一部）が1m程も堆積していた（写真図版33

左下)。この大量の礫を含む士は、黒褐色土(10YR3/2)砂、所々Ⅳ～V層のブロックを含み、再堆積士と考

えられたのでⅡ2層として他と区別した。

西側の平場中央よりやや西寄りに、調査範囲外南側から伊手川に向かって延びる溝跡が認められ、平場上

では痕跡的であるが、途中の段状の崖からははっきりと刻まれ、検出面の幅1rn程度、深さも1m程度の二

つの溝跡になり、一つは西側に曲がっていくようである。覆土は、途中縞状に砂を含む黒褐色土で、包含層

の土とは異なる(NHⅡ層より濃い焦げ茶)｡覆土から水が流れていた様子が窺え、水路であったと考えられ

る（第5図、写真図版33)｡遺構として報告した第1号溝跡も、 この崖に向かっており、同じように水路であ

った可能性が高い。

さらに、西側の平場からこの段状の崖に降りていく道路状の痕跡が、調査範囲北端23～24グリッド付近に

認められ、石組状のものが見られた（炭窯ではないかという指摘も受けている)。

以上の痕跡は、縄文時代以降（おそらく古代以降）であろうということは検出状況、覆土から窺えるが、

出土遺物がないので、はっきりとは特定できない。ただ、付近の住人から、西側平場、水路跡の延長上、調

査範囲の南側に、大きな屋敷があり、伊手川の対岸にある山は全てこの家のもので、やがて借金ができて山

を売り引っ越していったという話を伺い、今回の調査状況に極めてよく符合したため、おそらく近世以降で

あろうと判断したものである。なお、中央平場の南西隅、 24Dグリッドで直径20～30cmほどの柱穴状土坑が

12基検出された（写真図版34)｡ただし、その配置はランダムで、断ち割った結果整形となるものはなく周囲

との境（輪郭）もはっきりせず、いずれも根穴と判断されたので報告しなかった。

遺構の検出状況については、第Ⅱ章第2節参照。今回の調査区は、屋敷跡であったためか、地形の改変を

受けている場所が多く、西端以外はいずれも削平され、東端の低い場所も削平されていた。東端の崖～崖下

には大きな切株が残っており検出に苦労した。その他の地点も礫が多く検出作業はやりづらかった。

本章を読む際に注意していただきたい点。凡例は、本書冒頭の例言の下にある。遺物の記載、掲載場所に
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ついて。遺構内出土遺物は、遺構図版の後に遺構内遺物集成図としてまとめてはいるが（第29図～第34図)、

詳しい記載（観察表)､実測図は、第V章に掲載しているので、そちらを参照していただきたい（遺物の掲載

基準も)｡なお、重複のため、いずれの遺構に帰属するのか特定できなかった遺物は集成図には掲載していな

い。主に遺物の取り上げに関係する①～④は、中グリッドに準じたもので（第Ⅲ章参照)､遺構に十字ベルト

を掛けた際に使っている。遺構名称は、報告書執筆の時点で全て付け直した。同じ種類の遺構の中での番号

は、基本的に東から西に向かって付けている。その他、第Ⅲ章を参照していただきたい。

平面図と断面図の照合等の図面点検は、現地で全て行っている。合わない場合は計り直しているが、 どう

しても合わない場合は、そのままにし本文中にその旨記している。ただし、 1/20の縮尺で1mm (原寸では2

cm，報告書では0.5mm)以内の違いについては誤差範囲とし、特にふれていない。

本文記載中の深さは、言うまでもなく検出面からの深さである。今回の調査範囲は西側を除き全体的に大

きく削平されているので、実際よりかなり浅くなっている可能性が高い。調査範囲の地形については、第Ⅱ

章第1節、第2節を参照していただきたい。具体的な様子は、写真図版1～4， 30～34で窺われる。

1 ．住居状遺構
竪穴住居跡に似るが、炉を持たない遺構である。調査区中央に1基検出した。縄文時代前期後葉である。

第1号住居状遺構（第7図、第29図、写真図版3～4， 82）

〔位置・検出状況〕調査区中央平場。 25C～Dグリッド。周囲は削平されており、表土直下のⅣ層～V層上

部で暗褐色の楕円形のシミを確認。県教育委員会の試掘調査で既に住居跡として確認されていた。

〔図・精査状況〕いずれの断面図とも、断面実測後崩れたため平面図と合わない。底面中央の柱穴は、壁が

ダラダラと立ち上がる形態で上場を明確に認識できず、断面図と合わない。

〔覆土・堆積状況〕上半部黒褐色～暗褐色土、下半部小石多く含む褐色士。下半部はⅣ～V層の再堆積と思

われる。人為堆積とする積極的な理由はない。

〔壁・底。掘り方〕壁～底V層。底面は砂を主体とする（礫は比較的少ない)｡掘り方は確認できなかった。

〔柱穴・その他の付属施設〕柱穴と確認できたわけではないが、底面に検出された小穴を柱穴として扱う。

底面中央に比較的規模の大きなもの1つ、長軸上の両端壁際に小さなもの対角線上にそれぞれ1つずつ検出

された。中央のものは、直径約40cm程度、底面から10cm程度と浅く、壁はダラダラと立ち上がる。覆土は5

層に似ていたような記憶がある。両端のものは、直径約15cm、底面から30cm程度と比較的深いものである。

覆土は、中央柱穴の2層に相当する。両方とも、壁を削るように設けられている。

〔出土遺物〕第29図1～10の土器、写真図版82 （＝第29図）の1～3の石器が出土している。 7＝9は大木

5b～6式、 8は大木2a式？、 5は時期不明、その他は大木6式。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後葉と思われる。 〔所見〕類例は多いが、土坑として扱っている場合

が多い。湯田町清水ケ野遺跡第7号土坑（第Ⅱ章一以下同じ－文献10)､同峠山牧場I遺跡RDO3ほか（文

献15)｡北上市成沢Ⅱ遺跡では、類似の形状で地床炉が検出されている（文献55)。

2．土坑・墓擴
(人によって）地面に掘られた穴のうち、住居状遺構（第1節）を除いたものである。主として覆土の共
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通性から、第1号～第43号、第44号～第45号、第46号の三つに分け、基本的に東から西に番号を振ったが、

第42, 43号は、第44, 45号と重複しているため報告の都合で最後にした。

土坑の分布に偏りがあり、調査区東半分に著しく集中する。地形の変化も考慮して、 ここでは、東端の崖

下を東端土坑集中区、崖上を東崖上士坑集中区と呼ぶ。その西側の調査区中央では士坑は疎らになり、 さら

にその西側には土坑は検出されなかった。

東端部崖下の土坑集中区は、検出面ではほとんど同じ土に見え新旧関係は掴めなかった。半裁時に一応の

結論は出したが、途中で逆転したこともあり、暖昧な部分を残す。検出面でプランを掴めなかったので、便

宜的にベルトを掛けて精査せざるを得ない場合が多く、帰属士坑が不明な遺物が多い。お詫び申し上げると

共に、重複のため出土土坑が特定できなかった遺物は本章では遺構出土として報告していないので、第V章

の各遺物の観察表を参照していただきたい。なお、遺物出土位置の①～③については本章冒頭参照。

時期は、第16号土坑が縄文時代前期後葉以前の可能性が高い他は、何れも前期後葉の可能性がある。ただ

し確実なのは第21号だけである。第12号、第28号、第32号、第42号も、比較的確実性が高い。

特徴的な士坑。第24号、第25号、第32号、第35号、第37号、第38号士坑の覆土およびその周囲からは焼土

が検出されている。遺物が伴い時期がはっきり特定されたのは第21号土坑だけである。本土坑は覆土上面に

礫が集中しており、墓曠の可能性がある。今回検出された土坑は、形から判断すると貯蔵穴様のものが多い

が、 このような土坑もあるのではっきりしない。今回の調査区は削平されている場所が多く、特に東端部崖

下は浅い土坑が多かったが第16号土坑は深い。

第1号土坑（第8図、第29図、写真図版4）

〔位置・検出状況〕調査区最東端土坑集中区。 28Dグリッド。周囲の士坑と同じ褐色土で検出。大部分が南

側の調査範囲外にあるため、はっきりしない部分がある。北東側には一抱え以上もの巨大な礫がある。 〔図

・精査状況〕平面図は検出面まで下げた状態で作図し、それに対し断面図は調査区境で作図しており、より

高い位置まで記録されている。そのため、上場は作図位置が異なり合わない部分がある。 〔重複〕西側で第

2号士坑と重複し、本土坑が新しい。東側でも別の土坑と重複している可能性があるが、狭くはっきりしな

い。断面図参照。

〔覆土・堆積状況〕褐色～黄褐色土で、V層の再堆積が主体である。 7層は微妙で、本土坑に含まれるかも

知れない。 〔深さ〕調査した範囲で最大60cm(断面図から計測)。 〔壁・底面〕東壁は別の士坑と重複してい

るためかはっきりしない。士坑と重複していない地点では、壁は砂層(V層の一部）で一部グライ化して白

色粘土になっている（西壁)｡底は中央部礫が集中するが周囲は（赤く酸化した）砂層。

〔出土遣物〕第29図llの土器片が出土している。小片で地文のみなので時期は不明である。

〔時期〕覆土と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第2号土坑（第8図、第29図、第36図13 (大木6式？） ？、写真図版4～5)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 28Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。当初、一つの

大きな楕円形の土坑と確認して精査していたが、完掘後東壁に不自然な部分が出てきた。この部分は丁度ベ

ルトにかかっていたため作業員が掘り上げるまで全く気づかず、今となっては重複があったかどうか確認す

る術はない。お詫び申し上げる次第である。 〔図・精査状況〕東側の上場、下場が平面図と断面図合わない。

測り間違いか。また、底の溝は完掘後に確認されたので断面図にはない。 〔重複〕北西側第3号士坑と重複
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し、断面から3号の方が新しいと判断したが、覆土がよく似ているので確証はない。南西側第4号土坑と重

複し、新旧は不明（記録では2号の方が新しいとされているが根拠は不明である)｡南東側第1号土坑と重複

し、断面から1号の方が新しいと判断（この部分の2号士坑の覆土が特徴的なので確実性は高い)｡さらに、

前述のように本士坑自体が2基の土坑の重複の可能性がある。

〔覆土・堆積状況] 6b層に特徴的な地山(V層の一部）起源の白色粘土ブロックを含む他は、皆よく似た

褐色土で、 これもV層起源の土である。第3号土坑の覆土に似るが、より明るい。

〔深さ〕約40cm｡ [壁・底面〕底面は平らに近い。南西壁の一部が砂層(V層の一部）である他は、粘土化

したV層で、底はほとんどが白色粘土。 〔副穴等の付属施設〕ほぼ中央に副穴、それに十字状に4つの溝が

交わる。副穴は直径約50cm、底面からの深さ約20cm，溝は深さ平均3～4cmだが7cmを越えるところもある。

北端と南端に小穴が見られるが、根穴の可能性が高い（作業員の完掘後に確認し、精査経過を見ていないた

め不明)｡深さは両方とも15cm程度。

〔出土遺物〕第29図12の土器片他が出士している。小片で地文のみなので時期は不明である。

〔時期〕覆土と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第3号土坑（第8図、第36図13 (大木6式？） ？、写真図版4～5)

〔位置・検出状況〕調査区東端士坑集中区。 28Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。

〔重複〕第2号土坑と重複し、断面から3号の方が新しいと判断したが、覆土がよく似ているので確証はな

い。北東隅は疑似現象で壊されている。

〔覆土・堆積状況)v層の再堆積の褐色士。第2号土坑の覆土より暗い。 〔深さ〕約30cm。

〔壁・底面〕底面は凹凸があるが基本的には平らである。壁は南側が砂で他は粘土化したものである。底は

白色粘土。 〔副穴等の付属施設〕底面中央よりやや南西寄りに直径約20cm、検出面からの深さ約15cmの副穴。

底面に副穴に向かう溝状の浅い痕跡が認められたが、木根跡と考えた。 〔出土遺物〕なし？

〔時期〕覆土と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第4号土坑（第9図、第36図13 (大木6式？） ？、写真図版5～6)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27～28Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。南側が調

査範囲外に続く。 〔図・精査状況〕セクションポイント測り間違いにより合わない。 〔重複〕西側第5号土

坑と重複し、断面から5号の方が新しいと判断したが、覆土がよく似ていて境界も不整形なので確証はない。

東側第2号土坑と重複し、新旧は不明（記録では2号の方が新しいとされているが根拠は不明である)。

〔覆土・堆積状況]v層の再堆積然とした層(8， ll層）との交互層。西から東に向かって堆積（現在の傾

斜に符合)。 〔深さ〕約20cm｡ [壁・底面〕壁砂層。底は粘土化したV層で、西半分は白色、東半分は赤っぽ

い。副穴底は白色粘土化している。

〔副穴等の付属施設〕底面中央付近に直径約12cm、底面からの深さ約14cmの副穴が見られる。

〔出土遺物〕なし？ 〔時期〕覆土と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第5号土坑（第9図、第29図、写真図版5～6， 82）

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27～28Dグリッド。周囲の士坑と同じ褐色士で検出。南側が調

査範囲外に続く。 〔図・精査状況〕セクションポイントC､C'測り間違いにより合わない。 〔重複〕北西側
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第6号、第7号土坑と重複し、断面(C-C')により何れよりも古いと判断したが、覆土がよく似ている

ので確証は持てない。東側第4号土坑と重複し、断面から5号の方が新しいと判断したが、覆土がよく似て

いて境界も不整形なので確証はない。

〔覆土・堆積状況〕基本的にはいずれも周囲の土坑と同じV層再堆積の砂礫多く含む褐色土だが、 3～4層

が特徴的である。 〔深さ〕約65cm｡ [壁・底面〕壁は元はオーバーハングしていたようである。底は平ら。

壁～底は、一部白色粘土だがほとんどは砂層。底は、縞状を呈す。 〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第29図14の土器片が出土。大木4～5a式である。写真図版82の4の石器も出土？

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第6号土坑（第9図、第29図、写真図版6）

〔位置・検出状況〕調査区東端士坑集中区。 27～28Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。ただし重

複が著しいせいでプランはなかなか掴めず、完掘後に確定した。 〔図・精査状況〕セクシヨンポイントc、

C'測り間違いにより合わない。半裁時、底面より深く掘りすぎた部分がある。 〔重複〕西側第7号土坑と

重複し、 6号が古いと判断したが、覆土がよく似ているので確証は持てない。南東側第5号土坑と重複し、

断面(C-C')により6号が新しいと判断したが、覆土がよく似ているので確証はない。

〔覆土・堆積状況]V層起源の砂礫混じりの褐色土で、上から下までほとんど同じ。

〔平面形・規模〕長軸約l. 1m、短軸約0.7mの隅丸長方形。調査区東端の士坑は円形を基調とすると考えて

いたので、重複が著しいこともありプランを確定するまで時間がかかった。 〔深さ〕約30cm。

〔壁・底面〕底は平ら。壁は砂層、底はv層がグライ化した粘土。 〔副穴等の付属施設〕掘り過ぎや重複に

よるためか、確認できなかった。西壁にある副穴状のものは第7号土坑に帰属すると考える。

〔出土遺物〕第29図15の土器片が出土。小片で地文のみなので時期は特定できない。石器も出土？

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第7号土坑（第9図、第12図、第29図、写真図版6， 82)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。重複が著しい

せいでプランはなかなか掴めず、完掘後に確定した。 〔図・精査状況〕セクションポイントC､C'測り間違

いにより合わない。南北断面図は第12図にあり、後述のように南側の小穴は単なる掘りすぎなので断面図に

はなく、北側の副穴は測り間違いのため南側の上場合わない。

〔重複〕北側は第17号、南西側は第8号士坑と重複し、断面から17号→7号→8号と最終的に判断したが(第

12図)､他にも増してこの部分の土は似ており、はっきりしない（当初は7号→17号と考えていた)｡第18号土

坑とも重複しているかも知れないが不明である。東側は第6号、第5号土坑と重複しており、断面から5号

→6号→7号と判断したが(C-C')､覆土がよく似ているので確証は持てない。

〔覆土・堆積状況]v層起源の砂礫を含む褐色士。 〔深さ〕約30cm｡ [壁・底面〕底はやや凹凸があるが基

本的には平らで、白～赤色粘土。副穴底は砂。壁は記録がない。 〔副穴等の付属施設〕第6号士坑との境に

直径約30cm，深さ底面から約15cmの副穴。その北側にも副穴がある（直径約30cm，深さ底面から約20cm)。ど

ちらも断面図からは本土坑に帰属すると考えられるが（第9図、第12図)､土坑の想定されるプランと両副穴

が両立するとは考えにくいので、 どちらかは本士坑と関係ないかも知れない（別の土坑が重複？)｡南西側の

直径約20cm、底面からの深さ10cmの小穴は単なる窪み（掘りすぎ）と考えた。
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〔出土遺物〕第29図16の土器片（大木5a式)､写真図版82の5 (=第29図5)、6他の石器が出土。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第8号土坑（第10図、写真図版7， 82？）

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。南側調査範囲

外に続く。 〔図・精査状況〕断面図は傾斜が急な部分を連続して記録したせいか、誤差が大きく平面図と合

わない（セクションポイントも)｡平面図は、全土坑完掘後に作成したため、新旧関係は表れていない。南北

断面図は第12図にある。 〔重複〕北東側第7号土坑と重複し、断面から7号→8号と判断したが（第12図)、

覆土は似ており確証はない。北西側第9号土坑と重複し、断面から8号土坑の方が新しいと判断した。

〔覆土・堆積状況]V層起源の砂礫多く含む褐色士。 〔深さ〕約40cm。

〔壁・底面〕底は平ら。壁～底は砂層で、北側の壁の上の方は粒子が粗く、底面には溝状に黒いシミが走る。

〔出土遺物〕第7号～8号土坑出土として取り上げた石器があるが（写真図版82)､帰属ははっきりしない。

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第9号土坑（第10図、第29図、第53図162～163？、 167？ （いずれも6式？)､写真図版7～8， 87)

〔位置・検出状況〕調査区東端士坑集中区。 27Dグリッド。周囲の士坑と同じ褐色土で検出。南側調査範囲

外に続く。 〔図・精査状況〕東西断面図(A-A')は傾斜が急な部分を連続して記録したせいか、誤差が

大きく平面図と合わない（セクションポイントも)｡南北断面(C-C')のC側の上場、副穴は、半裁後掘

り広がったため合わない。平面図は、全土坑完掘後に作成したため、新旧関係は表れていない。

〔重複〕東側第8号土坑と重複し、断面から9号の方が古いと判断したが、覆土は似ており確証はもてない。

西側第10号土坑と重複し、三カ所の断面(A-A'～C－C'）から9号の方が新しいと判断した。

〔覆土・堆積状況〕単層に近い。V層起源の砂礫を多く含むにぶい黄褐色士。 〔深さ〕約30cm。

〔壁・底面〕粗い砂(V)層。 〔副穴等の付属施設〕底面ほぼ中央と想定される部分に、直径約30cm、底面

からの深さ約15cmの副穴がある。 この副穴から北西側に向かって底面からの深さ約2cmの浅い溝が続くが、

南側にも溝があったかどうかは、第8号土坑と重複していたため確認していない。

〔出土遺物〕第29図17 (大木6式？）他の土器が出土。写真図版87の79～83の石器も可能性がある。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第10号土坑（第10図、第29図、第53図162～163？、 167？ （いずれも6式？)､写真図版7～8， 87)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。南側調査範囲

外に続く。 〔図・精査状況〕断面図は傾斜が急な部分を連続して記録したせいか、誤差が大きく平面図と合

わない（セクションポイントも)｡南北断面(C-C')のC側の上場、副穴は、半裁後掘り広がったため合

わない。平面図は、全土坑完掘後に作成したため、新旧関係は表れていない。

〔重複〕東側第9号土坑と重複し、三カ所の断面(A-A'～C－C'）から9号の方が新しいと判断した。

西側第11号土坑と重複し、断面から11号の方が新しいと判断した。平面図では、北側が第19号士坑と重複す

るように見えるが、検出時には重複しておらず、完掘後調査員が確認した時点でこのようになっていたため、

はっきりしない。間にある副穴状のものは、カクランの可能性がある（中に木根が入っていた)。

〔覆土・堆積状況〕基本的にV層起源の砂礫含む褐色士。 〔壁・底面〕底は平ら。壁は粒子の粗い砂層、底

－22－



は細かい砂層。 〔副穴等の付属施設〕底面南壁付近に直径約30cm、底面からの深さ約20cmの副穴があり、南

側と東側に検出面からの深さ約3～5cmの溝が続く。 この副穴は2層上面から確認でき、覆土は5b層であ

る。第19号土坑との境にある直径約30cm、底面からの深さ約15cmの副穴状のものは、精査状況で述べたよう

に、よくわからない。

〔出土遺物〕第29図18 (大木6式？）他の土器が出土。写真図版87の79～83の石器も可能性がある。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第11号土坑（第10図、第29図、第53図162～163？、 167？ （いずれも6式？)､写真図版8～ll)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色士で検出。南側調査範囲

外に続く。 〔図・精査状況〕断面図は傾斜が急な部分を連続して記録したせいか、誤差が大きく平面図と合

わない（セクションポイントも)。 〔重複〕東側第10号土坑と重複し、断面からll号の方が新しいと判断した。

西側第13号土坑と重複し、断面から13号の方が新しいと判断した。北西側第12号土坑と重複し、 12号の方が

新しいと判断した。 12号との関係は、 ll号と13号の境界付近、 さらに12号の想定されるプラン上にも位置し

て、言わば三つの土坑の交差点に当たる部分に比較的大きな土器が出土し、 これを土器柱として残していた

ため（写真図版10～ll)、この堆積状態から土坑の新旧関係を判断した。ただし覆土は砂礫混じりの暗褐色士

と極めて似ており、見る角度によって堆積状態が異なって見える有様であった。そのため、土器柱で作図し

にくいこともあり断面図は作成しなかった。一応、 12号は黄褐色に近くV層ブロックを多く含み、 11号と13

号は赤っぽい覆土として違いを認識し、新旧関係を判断した。 この土器柱では11号と13号の覆土は極めて似

ており、それぞれの覆土の色調も場所によって異なるため、ほとんど区別できなかった。

〔覆土・堆積状況]V層起源の砂礫含む褐色土で、単層に近い。 〔深さ〕約40cm。

〔壁・底面〕壁は直線的に外反し、底は平ら。壁は比較的粗い砂で、底は砂層。 〔副穴等の付属施設〕底面

中央付近に2つ確認されている。ほぼ同じ大きさで、直径約30cm、底面からの深さ約15cm｡

〔出土遺物〕前述の土器柱下部から比較的大きな土器片が出土（写真図版8～9，接合せず一部を掲載＝第

29図19=大木6式か)｡西方壁から士坑の中心に向かって滑り落ちるように傾斜。他の土器、石器も出土？

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第12号土坑（第10図、第29図、第53図164～166？、 167？ （いずれも6式？)､写真図版9～ll)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。 〔図・精査状

況〕測り間違いのせいか、断面図と平面図合わない部分がある。 15層は、完掘時に木根による攪乱でなくオ

ーバーハングしている部分の覆土であることが判明したが、元の形のままであるとは思えず、図のように処

理した。北西側は木根が絡んでいるせいもあって掘りすぎ。北側の一部上場精査中に崩落。副穴掘りすぎ。

〔重複〕南東側第ll号士坑と、南側第13号士坑と重複。詳細は第ll号土坑のところで記したが、土器柱の断

面から、 13号→12号→ll号の順に新しいと判断した。ただし覆土がよく似ているため確証はない。さらに、

西側が木根による攪乱を受けているようである。北東隅第20号士坑と重複しているが、検出面では接してい

るように見え完掘後に重複とわかったため、新旧関係は不明である。

〔覆土・堆積状況〕上部黄褐色～褐色、中部黒褐色～暗褐色、下部黄褐色、最下部褐色～暗褐色士。厚いせ

いか本遺跡の土坑の中では比較的変化に富むが、いずれもv層の再堆積を基本とする砂礫混じり層である。

15層は、根による攪乱ではなくオーバーハングしているところの覆土であることが判明した。 〔深さ〕約90cm。
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〔壁・底面〕壁は崩れているせいかはっきりしないが、北西側は明らかにオーバーハングしている。底は平

ら。壁は、上30cmが黄褐色粘土（Ⅳ層？)､その下～底は粗い砂層が基本だが、底の一部西側は白色粘土であ

る。 〔副穴等の付属施設〕底面中央付近に直径約30cmの副穴が2つ検出されたが、手違いで一緒に掘られて
しまって元の形は不明である。底面からの深さ約20cm｡

〔出土遺物〕(出土状況） 7層下面～9層上面にまとまった土器が南側土坑中央に傾斜して出土した（写真図

版9)｡写真図版9の左列一番下の、左端のこちらを向いている土器をa士器、その下の断面が見える土器を

e，中央の文様が見える土器をc、 cの下の内面が見える土器をd、 aとcの間、 cとdの上（東側）の小

片類をそれぞれ、 bとf土器として取り上げた。

（遺物）第29図20～27他の土器、写真図版82の11～14(一部第29図に掲載）他の石器が出土。 23 (大木3か

6式)､26 （木5a式)､27 (大木5式？）以外、大木6式。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性が高い。

第13号土坑（第10図、第29図、第53図164～166？、 167？ （いずれも6式？)､写真図版10～11, 87？）

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。 〔図・精査状況〕断面図は傾

斜が急な部分を連続して記録したせいか、誤差が大きく平面図と合わない（セクションポイントも)。

〔重複〕東側第ll号土坑と重複し、断面から13号土坑が新しいと判断した。北側第12号土坑と重複し、詳細

は第ll号土坑のところで記したが、土器柱の断面から12号が新しいと判断した。ただし覆土がよく似ている

ため確証はない。西側にも土坑が重複している可能性があるが、調査した範囲ではよくわからない。下場が

士坑らしくなく傾斜しているので遺構ではないようにも思われる。ただし、土坑であった場合にも断面図か

ら判断する限り （覆土の色調が西側の方がより明るい）本土坑の方が新しいようである。

〔覆土・堆積状況]v層起源の砂礫混じりの暗褐色土。 〔深さ〕約40cm。

〔壁・底面〕壁は、断面から判断するとオーバーハングしているようである。底は平ら。壁～底は粗い砂層。

〔出土遺物〕(出土状況）前述の土器柱上面に比較的大きな土器片が出土している（写真図版11)｡二個体ある

ようで、南西側の内面（黒色）を向けている方をa土器、北東側の外面を向けている方をb土器とした。 a

土器は、南東側に向かって僅かに傾斜している。

（遺物）第29図28, 29他の土器が出土。地文のみで時期は特定できない。写真図版87の石器も出土？

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第14号土坑（第11図～第12図、写真図版12～13)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。第14号～第16

号土坑は連続して重複していたので同時に半裁。 〔図・精査状況〕南北断面図は第12図にあり、北側の上場

完掘時に掘り広がったため合わない。

〔重複〕西側第15号土坑と重複。検出状況から2基の士坑が重複していると考え断面を詳細に観察したが、

覆土が極めて似ており、また境付近が根による撹乱を受けているようで、判断は難しかった。一応14号が新

しいと判断したが確証はない。南側第17号土坑と重複。当初は、両土坑の境にベルトが掛かっており括れが

見えず、 もっと南側まで14号が続くと考えていた。したがって、断面（第12図）では14号の方が新しいと判

断したが、覆土がよく似ており、断面境界付近が木根による撹乱を受けていることを考えれば、定かではな

く、完掘後の形態と断面を整合させようとすれば、新旧は逆転する可能性もある。
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〔覆土・堆積状況〕浅いせいか単層。V層起源の砂礫混じり暗褐色土が基本。 〔深さ〕約20cm｡

〔壁・底面〕底はやや凹凸があるが基本的には平ら。壁上部砂層(V層)｡壁下部～底粘土。

〔副穴等の付属施設〕底面中央と推測される部分に直径約20cm、底面からの深さ約18cmの副穴が確認された。

覆土は、にぶい黄褐色(10YR5/3)シルトで、白色粘土混じり、根による撹乱多い。

〔出土遺物〕なし。 〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第15号土坑（第11図、写真図版12)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。第14号～第16

号土坑は連続して重複していたので同時に半裁。 〔重複〕東側第14号土坑と重複。検出状況から2基の土坑

が重複していると考え断面を詳細に観察したが、覆土が極めて似ており、また境付近が根による撹乱を受け

ているようで、判断は難しかった。一応14号が新しいと判断したが確証はない。西側第16号土坑と重複し、

15号が新しい。隣接する覆土の違いが顕著で（2， 3層)、ほぼ間違いないと思う。

〔覆土・堆積状況〕浅いせいか単層。V層再堆積土。 〔深さ〕約20cm｡ [壁・底面〕断面を見るとオーバー

ハングしている部分がある。底はほぼ平ら。壁～底は、底が一部粘土になっているが、砂層(V層)。

〔出土遺物〕なし。 〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第16号土坑（第1l図、第30図、写真図版12)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑とやや異なる黒褐色土で検出。第14

号～第16号土坑は連続して重複していたので同時に半裁。 〔図・精査状況〕副穴は断面実測後掘り広がった

ようで平面図と合わない。上場、測り間違いで合わない。 〔重複〕東側第15号土坑と重複し、 15号が新しい。

隣接する覆土の違いが顕著で（2， 3層)､ほぼ間違いないと思う。

〔覆土・堆積状況〕上部黒褐色士、中部褐色～にぶい黄褐色土、下部暗褐色～黒褐色と褐色士の交互層、最

下部褐色～にぶい黄褐色士。下部に不自然な堆積状態（交互層、水平堆積）が窺われるが、基本土層がブロ

ック状に入り混じるということもなく、 10， 11層以外はV層の再堆積を基本としており、積極的に人為堆積

とする根拠はない〔深さ] 123cm｡ [壁・底面〕壁上部50cmは砂層(V層)｡壁中部粘土層。厚さ40cmで白色

を基本とするが、上部10cmは赤っぽい。その下40cm～底はⅥ層（粗い砂礫層）だが、大きな礫はほとんど含

まず小石だけ。

〔副穴等の付属施設〕半裁時から確認。直径約30cm，底面からの深さ約20cm・覆土は15層。

〔出土遺物〕第30図30～33の土器が出土している。 33は大木1式？、 32は5a式、 30， 31は6式。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期（後葉以前）の可能性が高い。

第17号土坑（第12図、第30図、写真図版12～13)

〔位置・検出状況〕調査区東端士坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。当初第14号士

坑の一部と考えていたが、底が予想よりさらに南側に続き、完掘後14号が予想よりはるかに北側に周りそう

だとわかったため、別士坑と認定。南東隅木根による撹乱。 〔図・精査状況〕北(A)側の上、下塲完掘時

掘り広がったため合わない。 〔重複〕北側第14号土坑と重複。 14号で詳述したように、断面では14号の方が

新しいと判断したが、覆土が似ており逆転する可能性もある。西側第18号土坑と重複し、断面から17号の方

が新しいと判断した。 18号に比べ17号の覆土が黒っぽいとの識別によるが、両方ともV層起源の士でよく似
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ており確証はない。

〔覆土・堆積状況〕単層に近い。 2層は、V層再堆積の砂礫混じる士、 3層は白い粘土ブロック多く含む。

〔深さ〕約30cm｡ [壁・底面〕底は平ら。壁上部砂層、その他粘土。

〔副穴等の付属施設〕底面中央付近に副穴らしいものが検出されている。断面図(A-A' )を見てわかる

ように、ちょうど木根があるところに相当しており、定かでないが、 2つの副穴が木根によって壊され連結

したと判断した。底面からの深さ北側約18cm，南側約15cm。

〔出土遣物〕第30図34の土器が出土している。大木6式である。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第18号土坑（第12図、第30図、写真図版13, 82～83)

〔位置・検出状況〕調査区東端士坑集中区。 27Dグリッド。周囲の士坑と同じ褐色土で検出。 〔図・精査状

況〕西(B)側の上場完掘時掘り広がったため合わない。

〔重複〕東側第17号士坑と重複。断面から17号の方が新しいと判断した。 18号に比べ17号の覆土が黒っぽい

との識別によるものだが、両方ともv層起源の士でよく似ており確証はない。検出面では、西側も遺構が重

複しているように見えたが、半裁の結果、調査で抜いた木根跡が埋まったものとわかった。

〔覆土・堆積状況〕最下部（7層）が暗褐色土である他は、V層の再堆積土。上部に礫集中。 〔深さ〕約30

cm｡ [壁・底面〕底は平ら。底東半分は白色粘土、その他はV層。

〔副穴等の付属施設〕底面中央付近に約35×40cm、底面からの深さ約25cmの副穴検出。覆土は、褐色士(10

YR4/4)シルト、ボソボソで白色粘土ブロック含み、根による撹乱を受けている。

〔出土遺物〕第30図35, 36の土器、写真図版82～83の15 (第30図に図示)､16の石器出土。 35は大木6式か。

36は地文のみではっきりしない。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

〔分類・所見〕覆土が第21号土坑と共通して上部に礫があり、墓の可能性があるかも知れない。

第19号土坑（第13図、第30図、第30図38 (大木6式） ？、写真図版14, 83)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出。既に掘り上げ

てしまった後で確認できなかったが、北西壁に一部掘りすぎあるらしい。 〔図・精査状況〕平面図では、第

20号土坑の方が新しいように見えるが、 これは両方を完掘した後作図したため、その時点で第19号の上場が

なくなってしまったからであり､実際には調査時には19号が新しいと判断している(次項参照)｡また､東(A)

側の上場、完掘時に掘り広がったため平面図と断面図合わない。 〔重複〕西側第20号土坑と重複し、調査時

には断面から19号が新しいと判断した。しかし、報告書執筆時に落ち着いて考えれば、覆土は比較的異なる

が、その境界はどちらとも受け取れる形なので、 20号がフラスコ状ならば20号の方が新しいとする判断も十

分可能である。迂闇であり、お詫び申し上げる次第である。平面図では、南側が第10号土坑と重複するよう

に見えるが、検出時には重複しておらず、完掘後調査員が確認した時点でこのようになっていたため、はっ

きりしない。間にある副穴状のものは、カクランの可能性がある（中に木根が入っていた)。

〔覆土・堆積状況]v層起源の砂礫含む褐色士。 〔深さ〕約30cm。

〔壁・底面〕底は平ら。壁は直線的に外反か。底の一部粘土の他、砂層。 〔副穴等の付属施設〕底面中央付

近に直径約35cm，底面からの深さ約20cmの副穴。半裁時から検出されていた(3層)｡南北両端に直径約20~
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25cmの副穴が見られるが、調査員が確認したときには既に掘られていたので本士坑に伴うか定かではない。

木根による撹乱の可能性も十分ある。底面からの深さは、北側のものが約25cm，南側が約35cm。

〔出土遺物〕第30図37他の土器、写真図版83の17～19の石器が出土。 37は時期不明。

〔時期〕出土土器（第30図38)と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第20号土坑（第13図、第30図、第30図38 (大木6式） ？、写真図版14)

〔位置・検出状況〕調査区東端土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色士で検出。 〔図・精査状

況〕西(A')側の上、下場が、平面実測時に認識が間違っていたため、全く合わない。報告書に掲載した

図は、第21号土坑から作成した。 〔重複〕東側第19号士坑と重複し、調査時には断面から19号が新しいと判

断したが定かでない（第19号土坑記載参照)｡西側第21号士坑と重複し、調査時には断面から21号が新しいと

判断したが、報告書執筆時に落ち着いて考えれば、 20号がフラスコ状ならば20号の方が新しいとする判断も

十分可能である。迂關でありお詫び申し上げる次第である。南西隅第12号土坑と重複しているが、検出面で

は接しているように見え完掘後に重複とわかったため、新|日関係は不明である。

〔覆土・堆積状況〕中部黒褐色～暗褐色土、他は褐色～にぶい黄褐色土でV層の再堆積。 5層はベルトの反

対側にしかないので断面図には見えない。 〔平面形〕平面図は、完掘後に地山面で作成したため、あまりあ

てにならない。 〔深さ〕最も残りの良い西側では約80cm｡ [壁・底面〕壁は、前述の重複関係のため不明だ

が、少なくとも北西隅はオーバーハングしているようである。底はほぼ平ら。壁～底は、基本的には砂層だ

が、北西壁の一部粘土。

〔副穴等の付属施設〕底面ほぼ中央に直径約30cm、底面からの深さ約20cmの副穴が検出されている。

〔出土遺物〕第30図38？、 39の土器が出土している。 38は大木6式、 39も6式に似る。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第21号土坑（第14図、第30図、第40図54 (大木5a式？） ？、写真図版14～16, 83)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上土坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出した。当初規

模が大きく楕円形に見えたので竪穴住居跡の類と考え、十字にベルトを設定して掘り下げたところ、底面が

二段になり2つの土坑が重複しているとわかった。 〔図・精査状況〕セクションポイント測り間違いのため

断面図と平面図合わない。南側の上場、完掘時崩れたため合わない。 〔重複〕北側第21号士坑と重複し、断

面から21号の方が新しいと判断。 d層と8層が顕著に異なるからほぼ間違いないと思う。南東隅第20号士坑

と重複し、調査時には断面から21号が新しいと判断したが、現時点で落ち着いて考えれば、 20号がフラスコ

状ならば20号の方が新しいとする判断も十分可能である。迂關でありお詫び申し上げる次第である。

〔覆土・堆積状況〕上半部黄褐色土、下半部褐色～暗褐色士。いずれも基本的にはv層起源の士を主体とす

る。 b層に著しく礫が多い。精査中にはあまり感じていなかったが、遺物の出土状況等から再検討すれば、

各層（特にc， d層）が比較的厚みを持って水平方向に均等に近い状態で堆積していること、 b層の著しい

礫の集中などから、人為堆積を考えた方がよいかも知れない。 〔深さ〕約80cm｡

〔壁・底面〕断面図を見るとオーバーハングしている所がある。底は平ら。壁は、東側では上20～30cmⅣ層

が変化したもの（赤っぽい粘土質の士=e層)､その下20cm砂利層、その下～底および反対側の壁砂層。

〔出土遺物〕(出土状況）比較的残りの良い4つの土器が、堆積土下部から出土した。 a土器は、最初c層か

ら出土していると考えていたが、今から思えばd層の上面に近い位置に正位に安置したような状態で出土し
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周囲をc層が覆っていたのでそのように考えてしまったものと思われ、実際にはいずれの土器もc層との境

～d層の上面に近い場所から出土していると考えて良さそうである。 d土器は半裁時に出土したが、その他

は完掘時にベルト中から出土した。出土順は、 d→a→b→cとなる。 a土器は、ベルト中の南端から正位

に安置したような状態で出土した。ベルト中で層ごとに掘り下げる最中に出土したため掘り方は確認してい

ない。 b～d土器は、北東側に傾斜して出土し、北東側に行くほど標高が低い。最も部品の多いc土器は横

倒しでつぶれたような状態で出土。

この他、 b層下部～c層上面でも小破片が比較的まとまって出土しているようである（写真図版14)｡

（遺物）第30図40～53他の土器、写真図版83の20～23他の石器が出土している。47は時期不明、 53は大木5

a式、それ以外は大木6式。

〔時期〕出土土器から縄文時代前期後葉（大木6式期）と思われる。

〔分類・所見〕土器の出土状態、覆土(b層の礫集中）から、墓の可能性が高い。

第22号土坑（第14図、第30図、第40図54(大木5a式？） ？、写真図版16， 83)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 27Dグリッド。周囲の土坑と同じ褐色土で検出した。当初規

模が大きく楕円形に見えたので竪穴住居跡か住居状遺構と考え、十字にベルトを設定して掘り下げたところ、

底面が二段になり2つの土坑が重複しているとわかった。 〔図・精査状況〕東西断面は、サブトレンチ測り

間違いのため平面図と合わない。西(A)側上場は、完掘時掘り広がったため平面図と合わない。サブトレ

ンチを入れ東西断面を図化したのは、 10層を焼土と考えていたためで(後にⅣ層が変化したものとわかった)、

その重複関係を記録しようとしたためである。南北断面のセクションポイント (B、 B'）測り間違いのた

め断面図と平面図合わない。北側の上場、完掘時崩れたため合わない。 〔重複〕南側第21号土坑と重複し、

断面から21号の方が新しいと判断した。 d層と8層が顕著に異なり、ほぼ間違いないと思う。

〔覆土・堆積状況〕最上部（1層）暗褐色、上部褐色、中部暗褐色～黒褐色（4～5層)､下部黄褐色。北西

から南東に向かって堆積し、傾斜に沿っている。 〔深さ] 70～50cm｡ [壁・底面〕壁は直線的に外反するよ

うである。底面は比較的凹凸があり波打っている。斜面に立地しているためか壁は場所によってやや異なり、

北壁は上30cm礫層、中央24cm赤く酸化した粗い砂層、下10cm砂利層、西壁は上40cm砂礫層、下40cm赤く酸化

した粗い砂層、東壁は上部10cmⅣ層、その下10cm赤く酸化した？Ⅳ層（断面図参照)､下30cm赤く酸化した粗

い砂層。底は、粗い砂層。副穴の底は砂層。 〔副穴等の付属施設〕底面中央付近に、直径約40cm、底面から

の深さ約20cmの副穴。調査員が確認したときには既に掘られていたので覆土等不明。

〔出土遺物〕(出土状況）南北ベルト中、土坑のほぼ中央付近の5層下面～8層上面で比較的大きな土器片が

出土したが（写真図版16)､掲載基準を満たさなかったようである。北東から南西に傾斜している。

（遺物）第30図55他の土器、写真図版83の25, 26他の石器が出土している。 55は大木5～6式か。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第23号土坑（第15図、第30図、写真図版17, 83)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 27Dグリッド。崖際の砂礫面で、黒褐色～暗褐色の2つの連

結したシミを検出。一緒に半裁したところ、平らな底と壁を確認し土坑と認定。本土坑は、極めて浅く覆土

も疑似現象にありがちだった暗褐色土なので、疑似現象の可能性もあるかも知れないが、底面と切り合い関

係からは考えにくい。 〔図・精査状況〕セクションポイント合わない。おそらくAが測り間違いだと思う。
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西側の上場が合わないのは、平面図と断面図を作成している面が異なり平面図は両土坑を完掘してから一度

に作成しているため。半裁時、東側の立ち上がりが不明確だったのでサブトレンチを入れた。 〔重複〕北西

側第24号土坑と重複し、断面から24号が新しいと判断。覆土がはっきりと異なるので間違いないと思う。

〔覆土・堆積状況〕浅いせいか単層。 〔深さ〕南西側約40cm｡ [壁・底面〕重複等のためはっきりしない。

壁の一部赤い粘土、その他砂礫(V)層で底面は赤く酸化した砂層。

〔出土遺物〕第30図56, 57の土器（縄文前期後葉か)､写真図版83の27の石器が出土している。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第24号土坑（第15図、第31図、写真図版17, 83～84）

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 27Dグリッド。崖際の砂礫面で、黒褐色～暗褐色の2つの連

結したシミを検出。一緒に半裁したところ、平らな床と壁を確認し、土坑と認定。 〔図・精査状況〕セクシ

ョンポイント合わない。おそらくAが測り間違いだと思う。焼土のセクションポイント平面図に記録漏れ。

お詫び申し上げる次第である。 〔重複〕南東側第23号土坑と重複し、断面から24号が新しいと判断。覆土が

はっきりと異なるので間違いないと思う。

〔覆土・堆積状況〕上部黄褐色と暗褐色の交互層、中部黒褐色～暗褐色、下部一部褐色、下部その下黒褐色

～暗褐色。包含層際にあるせいか、今回検出された士坑の中では全体的に黒さの目立つ覆土である。近接し

た層同士はよく似ており、遺物を層ごとに取り上げることはできなかった。 2層中に焼土を検出。後述のよ

うに、焼土が本士坑に帰属するものとすれば、埋め戻している可能性がでてくる。 〔深さ〕南西側約90cm｡

〔壁・底面〕途中までほぼ垂直に立ち上がるが、その後大きく外反。底は平ら。壁は、斜面に立地するため

地点によって異なり、北側は上20cmmc層、その下V層、南側は砂(V)層で底面付近一部赤っぽい粘土。

底は比較的粘土質で砂と粘土の中間的。 〔副穴等の付属施設〕底面中央よりやや南東寄りに直径約30cm、底

面からの深さ約20cmの副穴検出。半裁時には確認できなかった。覆土は、暗褐色(10YR3/4)シルト、 も

ろく炭化物含む。南東寄り2層中に焼土を検出。今回の調査では、士坑の覆土上部から焼土が検出されるこ

とが多く、偶然とは思われないので、本土坑の場合も、積極的な証拠はないが一緒に報告することにした。

黒土中にあるため形などははっきりしない。

〔出土遺物〕第31図58～65, 66？、 67の土器、写真図版83～84の28～29, 30？、 31の石器が出土している。

58は前期初頭、 61， 62は不明、 63は大木5a式、その他は大木6式であろう。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第25号土坑（第16図、第31図、写真図版17～18， 84)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26～27Dグリッド。砂礫面で周囲の土坑と同じ褐色土で検出

した。長楕円の規模が大きなものに見えたので竪穴住居跡の類かと思い、ベルトを設定して掘り下げたとこ

ろ、底と立ち上がりが確認できたが、大きく見えたのは周囲の礫が崩れたり木根による攪乱を受けていたた

めで（掘りすぎと記録）予想したよりずっと小さく、土坑として認定した。上面に焼土が検出されており別

に登録していたが、今回の調査では土坑の上面に焼土が見られることが比較的多いことがわかったので、一

緒に報告する。 〔図・精査状況〕西(A')側上場は崩れていると判断したため、平面図は、断面図の最も

大きな変化点を上場として記録。下場は測り間違いのため合わない。覆土中焼土平面図のセクションポイン

(B')は、測り間違い。 〔重複〕第13号土坑のところで記したように、東側に別の土坑が重複している
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可能性があるが、調査した範囲ではわからなかった。ただし、その場合でも立ち上がりの形状から、本士坑

の方が新しい。南西隅の調査区境にも土坑が重複している可能性があるが、狭くて不明。

〔覆土・堆積状況〕互いによく似た褐色の砂礫混じりのⅣ～V層の再堆積。 4層はV層の一部と最終的に判

断した。覆土上部検出面で焼土検出。周囲には黄褐色土が広がり、その下や周りには砂礫層が広がっていた

ため、当初は貼床の上に焼土があるのかと考えていた。後に黄褐色土はあまり広がらずあくまで士坑の覆土

の一部とわかった。後述のように、焼土が本土坑に帰属するものとすれば、埋め戻している可能性がでてく

る。 〔深さ〕約60cm｡ [壁・底面〕崩れているためはっきりしないが、大きく外反するようである。壁上部

礫ゴロゴロある砂礫層、下部～底粘土。 〔副穴等の付属施設〕底面中央付近に直径約30cm、底面からの深さ

約20cmの副穴検出。覆土は、にぶい黄褐色士(10YR5/4)シルト、ボソボソで根多く礫も落ちている。士

坑中央付近覆土上部検出面で焼土検出。今回の調査では、土坑の覆土上部から焼土が検出されることが多く、

偶然とは思われないので、本土坑の場合も、積極的な証拠はないが一緒に報告することにした。

〔出土遺物〕第31図68の土器（大木5b～6式)､写真図版84の32， 33 (第31図に図示）の石器が出土。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第26号土坑（第17図、第31図、写真図版18)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド。砂礫面で黒褐色～暗褐色士で検出。当初第27

号土坑と連続したものに見え、第1号住居状遺構のような形の竪穴住居跡の類と考え、十字にベルトを設定

して精査開始。重複部分が丁度ベルトの交差点付近にあり、底が広く平らであったり、地山が粘土と砂礫層

が不連続で続いたり、壁が一部崩れていたり攪乱を受けていたりして、なかなか実態が掴めなかった。結局、

同じように考えていた第21号、第22号土坑が2つの土坑の重複とわかり、本土坑も同様かと改めてベルト断

面を詳細に検討して、 2基の土坑の重複と判断した。 〔図・精査状況〕南北(A-A')断面の北側の上場

測り間違いのため合わない。東側砂礫層が汚れていたため（根による攪乱？）掘りすぎた。底面の地山が、

後述のとおりのため、北側は下げすぎの部分が多かった。 〔重複〕南西側第27号土坑と重複。重複部分が十

字ベルトの交差点付近にあり、底に段差がなく覆土も比較的似ていて、新旧関係がなかなか掴めなかったが、

3層=B-B'断面の7層と第27号土坑(A-A'断面）の3層の違いから、 26号が新しいと判断した。

〔覆土・堆積状況〕上半黄褐色のv層再堆積、下半黒褐色～灰黄褐色士。 1層中に焼土粒多い所など細かい

変化有り分層できそうだが、根による攪乱を受けているせいか線として分かれない。 2層も中央から北と南

で分かれそうだが、ベルトの裏面と対応しない。 〔深さ〕西壁約1m6

〔壁・底面〕壁が崩れておりはっきりしない。壁は大部分礫がゴロゴロする砂礫層だが(V層)､西壁に一部

粘土層がある。底は、北側1/3が壁と同じ砂礫層、南側2/3が白色粘土。

〔出土遺物〕(出土状況）南北ベルト南側1層下部付近から大きな土器片が2つ出土（写真図版18)｡北側のa

土器は、東側に大きく傾斜し、南側のb土器は南側にやや傾斜している。

（遺物）第31図69～71の土器が出土している。いずれも大木6式か。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第27号土坑（第17図、第31図、写真図版19)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド。検出状況の詳細は、第26号土坑参照。南側の

調査範囲外に続く。 〔図・精査状況〕東西(B-B')断面のB′ （西）側の上場断面実測後崩れて平面図と
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合わない。南北(A-A')断面の上場も同様の理由で合わない。南東隅やや掘りすぎ。

〔重複〕北東側第26号土坑と重複。重複部分が十字ベルトの交差点付近にあり、底に段差がなく、覆土も比

較的似ていて、新旧関係がなかなか掴めなかったが、 3層=B-B'断面の7層と第27号土坑(A-A'断面）

の3層の違いから、 26号が新しいと判断した。

〔覆土・堆積状況〕 3層以外は比較的よく似た士で、砂礫多く含む汚れたV層の再堆積。 3層は礫を非常に

多く含む。 〔深さ〕約60cm｡ [壁・底面〕崩れているためかはっきりしない。壁は礫がゴロゴロする砂礫層

(V層)､底は白色粘土。 〔副穴等の付属施設〕底面中央よりやや北西寄りに直径約40cm，底面からの深さ約

15cmの副穴。覆土は、にぶい黄褐色士(10YR4/3)シルトで、ボソボソ。

〔出土遺物〕第31図72の土器が出土している。大木5b～6式か。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第28号土坑（第18図、第31図、写真図版19, 84)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上土坑集中区。 26Dグリッド。砂礫面で明確な黒褐色のシミを検出。他の土

坑に比べて黒く疑似現象に似ているが、副穴等も確認されており士坑として間違いないと思う。

〔図・精査状況〕地山が砂層のため崩れてセクションポイント紛失。壁が砂礫層のためはっきりせず掘りす

ぎた部分がある。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕単層に近い黒褐色士。 〔深さ〕約40cm｡ [壁・底面〕壁は直線的に外反するようである。

壁～底礫ゴロゴロする砂礫層。 〔副穴等の付属施設〕底面中央付近に直径約30cm、底面からの深さ約20cmの

副穴を検出。当初は木根による攪乱と思っていた。覆土は5層。

〔出土遺物〕第31図73, 74の土器（いずれも大木5a式か)､写真図版84の34の石器が出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後葉（大木5a式期？）の可能性が高い。

第29号土坑（第18図、第31図、写真図版19)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 27Dグリッド。砂礫面で明確な黒褐色のシミを検出。他の土

坑に比べて非常に浅く、覆土は黒く疑似現象に似ており、疑似現象の可能性もあるが、底面が明確に平らな

ことから土坑と認定。 〔図・精査状況〕壁が砂礫層で崩れたため上場合わない。

〔重複〕ないと思われる。写真で第30号士坑と重複して見えるのは、間に根による攪乱があったため。

〔覆土・堆積状況〕浅いせいか暗褐色の単層。 〔深さ〕西壁約30cm｡ [壁・底面〕壁は崩れているため不明。

壁～底礫ゴロゴロする砂礫層。

〔出土遺物〕第31図75の土器が出土。大木5～6式か。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第30号土坑（第18図、第31図、写真図版19)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 27Dグリッド。砂礫面で明確な黒褐色のシミを検出。他の土

坑に比べて非常に浅く、覆土は黒く疑似現象に似ており、疑似現象の可能性もあるが、底面が明確に平らな

ことから土坑と認定。 〔図・精査状況〕壁が砂礫層で浅く認識しづらく、 さらに崩れたため、上場全く合わ

ない。 〔重複〕ないと思う。写真で第29号土坑と重複して見えるのは、間に根による攪乱があったため。

〔覆土・堆積状況〕 2層はV層の再堆積。 〔深さ〕西壁約25cm。
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〔壁・底面〕壁は崩れているため不明。底は平ら。壁～底礫ゴロゴロする砂礫層。

〔出土遺物〕第31図76の土器出土。地文のみの小片のため時期不明。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第31号土坑（第18図、第31～32図、写真図版20, 84)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上土坑集中区。 26～27Dグリッド。検出面Ⅲ～V層。東側遺物包含層の南端、

東～南に砂礫(V)層が広がる面で、周囲の包含層より黒く礫を多く含む覆土が円く広がっているように見

えた（西側は包含層中なのではっきりしなかった)｡西側、南西側にも掘り込んだ遺構らしきものが検出され、

全体が一つの竪穴住居になる可能性もあると考え、十字にベルトを設定し、それに沿ってトレンチ状に掘り

始めた。その結果それぞれ別の土坑と判明。 〔図・精査状況〕セクションポイントのA'測り間違いのため

合わない。西(A)側の上場、平面図と断面図測っている場所が異なるため合わない（断面ではより東側ま

でたまたま残っていたため)｡断面図は、上記トレンチで一部壊してしまっている。 〔重複〕南西側の第45号

士坑とは重複しているかどうか微妙で、間の包含層を掘ってしまっただけの可能性もある。

〔覆土・堆積状況〕 4層はV層の再堆積。その他は、濃淡や含まれるものの違いはあるが、基本的に同じ礫

多く含む暗褐色～褐色士。断面中央に見える礫は人工的に配されたものかも知れない。調査時は周囲に礫が

多く気が付かなかったが。そうした目で断面図を見直すと、 2層がやけに水平なのが気になる。人為堆積の

可能性もあるのかも知れない。 〔深さ〕約50cm｡ [壁・底面〕壁Ⅳ～V層、底はⅥ層？で、一部粘土質のと

ころがあり一様ではない。副穴底部分は赤くなっている。 〔副穴等の付属施設〕底面中央より東寄りに約40

x30cmの楕円形の副穴検出。底面からの深さ約10cmで、覆土は5層。

〔出土遺物〕第31図77～第32図83の土器、写真図版84の35～41の石器が出土している。 77， 81は大木5a~

6式、 83は6式、 80は不明、その他は5a式か。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第32号土坑（第19図、第32図、写真図版20～21)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 25Cグリッド。東側包含層南端で、南端をV層上面まで下げたところ、弧

を描く褐色のシミを発見。調査で最後に登録された遺構。 〔図・精査状況〕北側はⅢ層（Ⅲb～Ⅲc層）が

まだ残っていて上場がはっきりしなかったため、サブトレンチを入れた。記録に残っていないので理由が定

かでないが、なぜかその西側まで掘ってしまっている。 〔重複〕東側遺物包含層の範囲内にあるが、検出時

既にⅢb層以下まで下げてしまっていたので狭義の遺物包含層（Ⅲa層）との新旧関係は不明である。

〔覆土・堆積状況〕上半黄褐色土、下半暗褐色士。 〔深さ〕約50cm。 〔壁・底面〕底面礫露頭。北東側壁上

10cmmb層、その下12～20cmmc層、その下～底V層、南西側は壁もV層のみ。

〔副穴等の付属施設〕底面中央より南西寄りに直径約40cm､底面からの深さ約15cmの副穴検出｡覆土は5層。

土坑検出面で、北東側2カ所、土坑から約1m北西側に離れた場所に1カ所焼土が見られた。北東側2カ所

のものは、土坑の覆土に形成されているのか、包含層に形成されているのか、はっきりせず、後述のように

焼土の形成が弱いこともあり、他の土坑と違って本当に本土坑と関係するのか定かでない。おそらくは包含

層中に形成（あるいは廃棄）されているものと思われるが、決め手もないので他と同様に掲載した。中央に

ある焼土は比較的残りが良く厚さ2cm程度にわたって焼土（褐色7.5YR4/6)が見られたが、他はちりぢり

になってしまっていた。これは、黒土で焼土が形成されたため、下げすぎで削ってしまったため、現地性で
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ないため、などの理由が考えられるが、不明である。北西側に離れた焼土は5mm程度の炭化物が散っている。

〔出土遺物〕(出土状況）底面から6cm， 4層中から比較的大きな土器片が南西方向に傾斜して出土（写真図

版20～21=第32図87)｡ (遺物）第32図84～87の土器が出土。 85は不明、他は大木(4～) 5a式か。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後葉（大木5a式？）の可能性が高い。

第33号土坑（第19図、写真図版21, 84）

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド．V層検出面で暗褐色土の円いシミが二つ連結

しているように見え、同時に半裁。 〔図・精査状況〕平面図の測り間違いにより、底の副穴、礫断面図と合

わない。東側の上場崩落したため断面図と合わない。第34号士坑との新|日関係をはっきりさせるため間にサ

ブトレンチを入れた。 〔重複〕前述のように、西側第34号土坑と重複する。断面では接しているように見え

新旧関係ははっきりしないが、上面の検出状況では第33号が新しいように見えた。

〔覆土・堆積状況〕濃淡の差、含まれるものの違いはあるが、基本的には礫多く含むv層の再堆積土。ただ

し底付近は顕著に黒い。 〔深さ〕約70cm｡ [壁・底面〕上場が砂礫層で崩れやすいためはっきりしないが、

全周オーバーハングか。壁～底砂礫層(V層)｡底面は特に大きな礫があり、副穴を囲んでいる（図示)。

〔副穴等の付属施設〕底面ほぼ中央に直径約30cm、底面からの深さ約20cmの副穴検出。

〔出土遺物〕 4層の特に半裁した方から比較的多量の土器が出土。上記のような覆土のため、層ごとに遺物

を取り上げるのは難しかった。掲載基準を満たす土器はなく、写真図版84の42, 43他の石器出土。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第34号土坑（第19図、第24～25図、第32図、第51図143 (大木5a式？） ？、写真図版21, 84～85)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド。V層検出面で暗褐色土の円いシミが二つ連結

しているように見え、同時に半裁。 〔図・精査状況〕西(A)側の上場掘り広がったため合わない。後述の

ように土が難しく、重複部分にサブトレンチを入れた。 〔重複〕前述のように、東側第33号士坑と重複する。

断面では接しているように見え新旧関係ははっきりしないが、上面の検出状況では覆土の違いから第33号が

新しいように見えた。北側は第42号土坑と重複する。新旧関係を把握するため間にサブトレンチを入れた(第

24～25図)。この付近の地山は地点により異なり砂利が多く、それも根によるためか黒く汚れて見え、はっき

りしない部分もあるが、境界土層の不連続性から第42号土坑が新しいと判断した。

〔覆土・堆積状況〕大部分が礫多く含むV層再堆積の黄褐色土だが、 14層のみ暗褐色で顕著に違う。 14層が

ないと疑似現象として処理するところである。なお、 18層は注記漏れであり、お詫び申し上げる次第である。

〔深さ〕約60cm｡ [壁・底面〕覆土がV層再堆積の黄褐色土で地山もV層と区別がつき難く、また地山が地

点によって異なっており、判断にかなり苦しんだ。壁は、南西側と北東側がⅣ層的で礫をほとんど含まず、

それ以外はV層（砂礫層）で特に底は礫が多い。底は、根によるものか、砂利が黒く汚れて見える所もあり、

掘り足らないのかと考えて、第42号土坑との重複部分は随分下まで掘り下げてみたが（第25図)、どこまでも

続き、地山であることがわかった。

〔出土遺物〕第32図88, 89の土器（時期不明だが88は6？)､写真図版84～85の44～46の石器が出土。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。
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第35号土坑（第20図、第32図、写真図版21～22)

〔位置・検出状況〕調査区中央西端。 24Cグリッド。周囲は礫がゴツゴツ広がる面(V層）で、褐色士が薄

く広がる部分があり土坑の可能性を考えた。ただし、その部分には焼土も検出されたので、まずそれから精

査した。断ち割ったところ下に礫層が続き周囲の礫層とは区別が付かなかった。その後晴天が続き乾燥して、

褐色土の部分も周囲の礫層とほとんど区別が付かなくなった。すぐ南側に柱穴状の疑似現象がたくさん見ら

れたこともあって（写真図版34)、これについても同様のものかと思い始めた。念のため半裁したが、はっき

りせず、サブトレンチを入れて大幅に断ち割ってみても、周囲の礫層とほとんど区別が付かなかった。疑似

現象に傾きかけたが、曇りの日断面に立ち上がりらしいものが確認できた。そこで雨の後に再度クリーニン

グしたところ、底と壁が確認でき上面でも褐色士が円を描いていることがわかり、土坑と認定した。 〔図・

精査状況〕西(A)側の下場、根による攪乱があり完掘時掘りすぎたため合わない。士坑上面に検出された

焼土は、断面図西(B)側部分の上場認識違いで平面図と合わない。 〔重複〕ないと思われるが、上面は柱

穴状の疑似現象（根による攪乱と思われる）に攪乱されており、焼土も壊されている。

〔覆土・堆積状況〕ほとんど同じV～Ⅵ層の再堆積で礫非常に多い。削平されているため当時の基本士層が

わからず判断が難しいが、埋め戻されている可能性がある。 〔深さ〕約70cm。

〔壁・底面〕壁～底v～Ⅵ層。礫が非常に多く、むしろ底の方が少ない。 〔副穴等の付属施設〕断面図を見

ると、副穴らしい痕跡も窺われるが、礫層のためかはっきりと確認できなかった。上部検出面に焼土。v層

再堆積土が焼けているせいか、あまりはっきりしないが、現地性であることは間違いないと思われる。

〔出土遺物〕第32図90の土器が出土（大木5式？)。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

〔分類・所見〕上面に焼土を検出、覆土も埋め戻されている可能性があることから、墓塘の可能性もある。

第36号土坑（第21図、第32図、第46図102～104(大木6式？） ？、写真図版22～23, 85)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド。南側調査区境。V層面で暗褐色士の二つの円

が連結しているように見え、通して半裁。 〔図・精査状況〕東(A')側下場、掘り広がったのか掘りすぎ

たのか崩れたのか、合わない。覆土も壁も砂礫層のため区別が付き難く、特にわかりづらかった南東隅にサ

ブトレンチを入れた。 〔重複〕西側第37号土坑と重複し、断面および検出面から第36号の方が新しい。

〔覆土・堆積状況〕いずれもV層再堆積の砂礫を多く含むが、比較的層によって内容が異なり、交互に近い

状態で黄褐色土と暗褐色～黒褐色土が繰り返す。 〔断面形・深さ〕北半分は、丸みを帯びた逆台形に近いが、

上部は大きく広がるようである。ただし、南側はオーバーハングするようなので、 これは崩れているためか

も知れない。約80cm｡ [壁・底面〕壁～底V層で、大きな礫が露頭している。

〔副穴等の付属施設〕底の性状によるためか、確認できなかった。

〔出土遺物〕(出土状況）特に上半部から多くの土器が出土。 2層下部から比較的まとまった土器が出土し、

中央に向かって傾斜（写真図版22)｡10層直上(7層）からも東側から中心に向かい滑り落ちたような状態で

出土（写真図版23)｡整理時のミスか土器に注記がなく特定できない。お詫び申し上げる次第である。

（遺物）第32図91～101他の土器、写真図版85の47の石器出土。 98は大木6～7a式？、 92 (6式？)､93は

不明で、他は大木6式と思われる。第46図102～104の土器も出土(102は微妙だが何れも大木6式？） ？

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。
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第37号土坑（第21図、第32図、第46図102～104(大木6式？） ？、写真図版23～24, 85)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド。南側調査区境。V層面で暗褐色士の二つの円

が連結しているように見えたので通して半裁した。すぐ焼土が検出。 〔図・精査状況〕上面の焼土を平面図

に記録した後一気に底まで半裁。実は途中にも焼土があったのだが（22層)､調査員が確認した時には既に半

裁されてしまっており、南側の広がりは捉えられなくなってしまった。お詫び申し上げる次第である。

〔重複〕東側第36号土坑と重複し、断面および検出面から第36号の方が新しい。検出面では、北西側にさら

に暗褐色士が続き、別の土坑が重複しているものと考えていたが、精査の結果非常に浅く、また底もうねっ

ていたので、たまたまⅢ層が残っていたものと考えた。根による柱穴状の攪乱も見られる。ただし比較的ま

とまった土器も出土している（写真図版24)。

〔覆土・堆積状況〕基本的には暗褐色～褐色士と黄褐色土の交互層で、最下部には黄褐色士。黄褐色土は基

本的にV層の再堆積である。検出面直下と中位には現地性の焼土が見られる。積極的に埋め戻しが行われた

とする根拠はない。 25層と26, 27層の堆積順序は当初振った番号と異なり、 25→26, 27のようである。

〔深さ〕約60cm｡ [壁・底面〕壁は比較的直線的に外反するようである。壁～底V層。底は礫がゴロゴロし

ている砂層で、Ⅵ層か。北側の壁は礫が少なくⅣ層に近い。 〔副穴等の付属施設〕底面の性状によるためか

副穴は確認できなかった。検出面直下と覆土中位に焼土が検出されている。上位のものは比較的規模が大き

く80×50cmの範囲で南西隅に不整形に広がり、最大厚10cm程度。その東側には炭化物が70×40cmの範囲で広

がっている。厚さはlcm程度である。中位のものは南側を手違いで壊してしまったため規模等は不明。

〔出土遣物〕第32図105の土器（時期不明）他、写真図版85 (一部第32図）の48～51の石器が出土。

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。 〔分類・所見〕検出面直

下と中位に焼土が検出されているが、覆土は必ずしも埋め戻されているとも言えず、よくわからない。

第38号土坑（第22図、第32～33図、写真図版24～25, 85～86）

〔位置・検出状況〕調査区東崖上土坑集中区、西端。 25～26Dグリッド。南側調査範囲外。V層検出面暗褐

色土で確認。規模が大きいので竪穴住居跡を想定して十字に士層観察用ベルトを設定し精査に取りかかった。

底が予想以上に深く傾斜していたので土坑の重複を考えたが、覆土が上から下までv層の再堆積でよく似て

いて判断が難しく、 さらに5月のまぶしい晴天の日が続いて土が見えづらく迷い続けた。また地山が砂礫層

のため、壁～底なのか覆土の続きで砂礫層の再堆積なのか判断が難しく、結局一つの大きな士坑と考えて良

かろうと判断できたのは、曇りの日が続いた6月中旬頃のことである。なお、上面に検出された焼土は、当

初別の遺構として登録精査していたが、調査で類例が多く確認されたので、報告時に一緒にした。

〔図・精査状況〕前述の地山のため、断面実測時には底が掘り足らなかったようで（土層注記でv層とした

ものは、v層ではなく再堆積らしい)､平面図と合わない。逆に完掘時には掘り過ぎや崩れなどもあり、形は

確実ではない。特に北西部分は土がわからず大幅に掘りすぎてしまった。南西部分の掘りすぎは、焼土断ち

割り時のトレンチによる部分が大きい。当初十字に残していたベルトは、一つの土坑と判断した時点で、南

北側の部分を層ごとに掘り上げ、東西断面だけを実測撮影した。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕濃淡の差、含まれるものの違いはあるが、基本的には礫多く含むv層の再堆積土。極め

て似ており、十字ベルトの土層断面のつじつま合わせにかなり苦労した。 〔深さ〕約1rn。

〔壁・底面〕底面平ら。壁上60cmV層（砂主体)､その下～底Ⅵ層（礫ゴロゴロ）か。

〔副穴等の付属施設〕底面の性状によるためか副穴は確認できなかった。土坑検出面、南西隅～土坑外に直
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径約60cmの焼土検出。ただし覆土の性状によるものかあまり焼けておらず、焼土が明確に形成されてはいな

かったが、焼土断面図4層はカリカリと面的に火を受けており、 これが焼土に相当すると思われる。

〔出土遺物〕(出土状況）南東部分8層上面から比較的まとまった土器が出土しており （写真図版25，第33図
122もここから出土)､中央に向かって傾斜し、そのまま断面中央の土器につながるものと思われる。

（遺物）第32図106～第33図123他の土器、写真図版85～86の52～63が出土。 107は大木5a式、 113， 115，

117は不明、その他は大木6式と思われる。 117は異系統の土器で「列孔浅鉢」系列か（第V章参照)。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

〔分類・所見〕焼土が検出されているが、覆土は礫が多く埋めもどしているかどうかよくわからない。

第39号土坑（第23図、第33図、写真図版25）

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区、西端。 26Dグリッド。V層検出面褐色土で確認。

〔図・精査状況〕覆土の性状と地山が砂礫層のため壁と底が見極めづらく、断面実測時に底だと考えていた

礫層は再堆積士であったため完掘時大幅に掘り広がり、底は平面図と全く合わない。また上場も掘り広がっ

たため合わない。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕濃淡の差、含まれるものの違いはあるが、基本的には礫多く含むV層の再堆積士。第38

号土坑よりさらに地山土に似ていたため大幅に掘り誤った。 〔深さ〕約80cm。

〔壁・底面〕垂直に近い状態で直線的に外反するようである。壁上V層、壁下20cm～底Ⅵ層（酸化して赤く

なった砂層で大きな礫がゴロゴロ)。 〔副穴等の付属施設〕底面中央よりやや東側に直径約30cmの摺り鉢状の

落ち込みが完掘時に確認されたが、単なる掘りすぎの可能性も高いため記録しなかった。

〔出土遺物〕第33図124, 125の土器が出土。 124は大木5a式、 125は大木5b式か。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後半の可能性がある。

第40号土坑（第23図、第33図、写真図版25)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 25Dグリッド。V層検出面暗褐色士ではっきり確認。 〔図・精査状況〕後

述のように第1号溝跡が重複していたので、溝跡の精査が終了してから土坑の精査に取りかかった。セクシ

ョンポイントAの側の上場突出部は、半裁時のサブトレンチによる掘りすぎである。北東側の上場の膨らみ

は、重機が側を歩いて崩れたものである。壁が砂礫層のため、それ以外にも雨水によって崩れているものと

思われる。 〔重複〕西側第1号溝跡が北西から南東方向に重複。覆土が土坑に比べて濃く、検出面ではっき

り溝跡の方が新しいと確認。土坑の平面図では、土坑が溝跡を切っているようにも見えるが、 これは土坑精

査後に作図したためであり、溝跡が土坑の覆土中まで広がっていたものが表現されていないからである。

〔覆土・堆積状況〕濃淡の差、含まれるものの違いはあるが、基本的には礫多く含むⅣ～V層の再堆積土。

ただし上半部が暗く下半部が明るい。 〔深さ〕約80cm｡ [壁・底面〕壁が砂礫層で崩れているためはっきり

しない。壁上60cmV層、その下20cm～底Ⅵ層で、底は特に礫がゴロゴロしている。

〔副穴等の付属施設〕底の性状によるためか確認できなかった。

〔出土遣物〕第33図126, 127の土器、 64の石器が出土。 126は不明、 127は大木6式か5b式。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

－36－



第41号土坑（第24図、第33図、写真図版26, 86）

〔位置・検出状況〕調査区中央。 24～25Dグリッド。V層検出面暗褐色土ではっきり確認。南側調査範囲外。

〔図・精査状況〕覆土は比較的わかりやすい土であったが一部砂礫層の壁との違いに悩む場所があり、上場

南西隅、底北東隅、南東隅は掘りすぎている。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕基本的に暗褐色～褐色土と黄褐色土の交互層で、黄褐色土はv層の再堆積。中央に黒く

て炭化物を多く含む特徴的な8層がある。 ll層は南北で色調の濃淡が異なり三層に細分される可能性がある

が、全体の性状が同じなので一層とした。 8層を中心にして上下に大きく異なり、人為堆積の可能性も窺わ

れる。 〔深さ〕約80cm｡ [壁・底面〕壁は垂直に近い。壁上50cmV層、壁下20cm～底Ⅵ層。ただし第40号土

坑と違って底の礫は壁際のみ。 〔副穴等の付属施設〕底の性状によるためか確認できなかった。

〔出土遺物〕(出土状況）半裁時、 9層直上6層中南西隅40×20cmの長い礫が壁に沿って若干北東側に傾いて

出土した。あまりに壁に沿っているので人為かと思ったが、検討の結果偶然の産物と判断。半裁で残した方

の南隅、 1層下部～3a層上面に比較的まとまった土器が出土。 （遺物）第33図128～135の土器、写真図版

86の65～67の石器が出土。 133, 134は不明、他は大木6式か。

〔時期〕出土遺物と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後半の可能性がある。

第42号土坑（第24～25図、第34図、第51図143 (大木5a式？） ？、写真図版26～28, 86～87)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド。V層検出面暗褐色士で検出。規模が大きいの

で検出時には住居状遺構かと考えていた。 〔図・精査状況]A-A'断面、後に掘り広がったり崩れたりし

たところが多く、上、下場合わないところが多い。 C－C'断面、 C′ （北側）の第44号土坑測り間違いか全

く合わない。D－D'断面、西側(D)の上場は掘り広がったため、東(D')側の上場は測り間違いのため

か、合わない。断面図底に、副穴状のものが見えるが、完掘時底が下がったため平面図にはない。これが掘

りすぎのためか、本来はないものを間違ってこう掘ってしまったものかはっきりしないが、 7層は特徴的な

土であることを考えれば、掘りすぎのためなくなった可能性が高い。お詫び申し上げる次第である。

住居状遺構かと考えていたので十字にベルトを設定し、 さらに北東側に土坑が重複しているように見えた

ので（第43, 44号土坑)、この部分にもベルトを残して精査を開始した。壁～底の土が地点によって大きく異

なり、はっきりしなかったため、サブトレンチを南側第34号土坑との重複部分および北側底に入れている。

サブトレンチ西側の壁は少し掘りすぎてしまった。南西隅の底も掘りすぎてしまった。

〔重複〕北西側第44号土坑と重複。その関係はA一A'断面に示したように第42号土坑の方が新しい。ただ

し、基本的な覆土ははっきりと異なるが（さ層とし～す層)､境界付近は漸移的で（さ－し層)､また表土に近

いためか根による撹乱を顕著に受けており、重複関係は明確には捉えられず、悩んだ結果である。南側第34

号土坑と重複し、 C－C'断面に示したように第42号土坑の方が新しい。第34号土坑の覆土は疑似現象と区

別し難く、また周囲の地山が地点によって異なり、はっきりしない部分を残すが、第42号土坑の覆土との違

いは明確なので新旧関係は間違いないと思う。

〔覆土・堆積状況〕最下部の7層を除いて、礫を大量に含むV層の再堆積で黒褐色～暗褐色と黄褐色の交互

層。 7層は、黒褐色の粘土質シルトで特徴的な土である。 〔深さ〕約80cm｡

〔壁・底面〕壁の形は砂礫層のためはっきりしないが、オーバーハングはしないようである。直線的に垂直

に近く外反する地点もある。地点により大きく異なり複雑で、壁はⅣ～V層(北東隅はⅣ層、その他はV層)、

底は基本的にはV層だが（砂礫層で礫大きい)､一部粘土のところがある（南東隅の第34号土坑近く)｡北半分
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の壁は礫が突き出ていてわかりやすく、掘りすぎはないと思っている。

〔副穴等の付属施設〕前述のように平面図には記録されていないが、あったと考えている。断面図から推測

すると、直径約40cm、底面からの深さ約15cm。

〔出土遺物〕(出土状況）ベルトの交差点付近の土坑中央部1～3層、特に4層との境付近から多くの士器が

出土し、いずれも中央に向かって傾斜。南東から撮影した写真図版26の右列一番下の、一番上（北）の内面

を向けている大きな胴部破片がa土器、その左のベルト角にあるのがb、同じくベルト隅に立っている底部

円板がd，その上の底部がf、 dとfの右（東側）の比較的まとまっている破片類がc、 cの上（北）のベ

ルト端にかかっているものがh (磨製石斧)、aとfの間のベルト隅の土器小片がe、 cの下から出てきたの

がgo a～hは2層下面から出土。 これらの下の同じく2層下面から、写真図版27 （同じく南東から撮影）

の左列の上から2番目の土器群が出土、中央やや右下の内面を向けている大きな破片がk土器、その左のベ

ルト隅にある一群の土器がj、その上の破片のまとまりがiである。これらも中央に向かって傾斜している。

その下の3層からも比較的まとまって土器が出土しているが（写真図版27＝第34図145)、a～k土器と異な

り南北ベルト中のより南側から出土したが、やはり中央方向、北東に向かって傾斜している。

（遺物）第34図136～148他の土器、写真図版86～87の68～71他の石器が出土。 h遺物の磨製石斧の所在が不

明で、お詫び申し上げる次第である。 141～143, 147は大木5a式、 136, 139, 144, 146, 148は不明、他は

大木6式か。

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性が高い。

第43号土坑（第24～25図、第34図、第34図156 (時期不明） ？、写真図版27～28, 87)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド。V層検出面褐色士で検出。第45号土坑と連続

して見えたこともあって規模が大きく検出時には竪穴住居跡かと考えていた。また北側の遺物包含層と連続

して境界ははっきりしなかった。 〔図・精査状況)A-A'断面、後に掘り広がったり崩れたりしたところ

が多く、上、下場、合わないところが多い。B－B'断面、セクションポイントB'、 B(西）側の上場、副

穴、測り間違いのため合わない。規模が大きかったので十字に土層観察用ベルト （以下、ベルト）を設定し

て掘り始めた。その際、北側の範囲がはっきりしなかったので、遺物包含層の途中まで延長して設定した。

また南西隅が別の土坑（第44号）と重複しているとわかっていたので、 ここにもベルトを設定した(A-A

')｡A－A'は記録後すぐ除去し、その後、十字ベルトの南北ベルトも、本遺構が土坑であり南北方向には遺

構が重複していないとわかったので、記録せず除去した。壁がわかりづらく、南西隅はサブトレンチを入れ、

北東側は掘りすぎた。 〔重複〕南西隅第44号土坑と重複し、第43号の方が新しい(A-A'断面参照)｡第44

号は基本的に暗褐色土を覆土としており本土坑とははっきり異なるので間違いないと思う。東側第45号土坑

と重複し、第43号の方が新しい(B-B'断面参照)｡第45号も第44号と同様暗褐色土を基本として区別は容

易であったが、 こちらの場合はすぐ今近くによく似た6層があり、やや悩んだ。結局6層は第45号の覆土が再

堆積したものではないかと判断した。

〔覆土・堆積状況〕上半部v層の再堆積を基本とした黄褐色～褐色土で区別が付きがたい。下半部暗褐色土

とV層再堆積の黄褐色土の交互層、特に6層は特徴的な暗褐色土で粘土質、 7層はV層再堆積土に暗褐色土

が混じったもの。全体的としてもともと似た士である上に地点による様子が異なり、ベルトの表裏、東西の

連続性につじつまを合わせるのに苦労した（特に上半部)。 〔深さ〕約lrn。

〔壁・底面〕壁がわかりづらくはっきりしないが、垂直に近く立ち上がるところが多いようである。壁は場
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所によって異なり、北側は礫層、東側は礫なし砂層、その他は礫混じり砂層、底は第42号土坑と同様（底の

標高がほぼ同じ）の粘土質土で（Ⅳ層に近い)､南側はオレンジ（明黄褐）色を呈している。副穴部分は酸化

して赤い砂層である。 〔副穴等の付属施設〕底面ほぼ中央に、直径約50cm、深さ約40cmの副穴がある。覆土

は7b～9層である。これに、南西側から幅約20～40cm、長さ約60cm、底面からの深さ約6cmの溝、南東側

から幅約15cm、長さ約30cm、底面からの深さ約6cmの溝が続く。

〔出土遣物〕第34図150～155他の土器、写真図版87の73～76他の石器が出土。 150, 153は不明、他は大木4

~5a式か。第34図156 (時期不明）も出土？

〔時期〕出土土器と重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第44号土坑（第24～25図、第34図、第34図156 (時期不明） ？、写真図版28, 87)

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド。V層検出面暗褐色土で検出。 〔図・精査状況〕

A一A'断面、後に掘り広がったり崩れたりしたところが多く、上、下場合わないところが多い。 C－C'断

面、第44号土坑測り間違いか全く合わない。重複している第42, 43号土坑と一緒に精査し、新旧関係を見る

ために通してベルトを設定(A-A')｡ [重複〕北東隅第43号士坑、南西側第42号土坑と重複し、最も古い

(A-A'断面参照)｡第44号は基本的に暗褐色土を覆土としていて他の士坑とはっきり異なるが、第42号と

の境界付近は漸移的で（さ－し層)､また表土に近いため根による撹乱を顕著に受けており、重複関係は明確

には捉えられず、悩んだ結果である。第43号との関係は比較的とらえやすく間違いないと思う。

〔覆土・堆積状況〕第42, 43号土坑と顕著に異なる暗褐色士で砂礫ほとんど含まない。 〔深さ〕約20cm。

〔壁・底面〕壁は比較的直線的に外反するようである。壁～底礫少ない砂層(V層)。

〔出土遺物〕(出土状況）底ほぼ中央付近、第42号土坑への落ち際に半完形の土器が出士（写真図版28＝第34

図159)｡底面直上ではなく、底からlOcm程度浮いていて下にはさ層が入る。第42号士坑に向かって緩やかに

傾斜しているので、第42号土坑の掘削時に何らかの影響を受けているものと思われる。 （遺物）第34図158,

159他の土器、写真図版87の77他の石器が出土。 158は大木6～7a式、 159は5a式？

〔時期〕出土状況から159に近い時期と考えられ、縄文時代前期後葉の可能性がある。 〔分類．所見〕覆土

が周囲の土坑と顕著に異なるので古いのかと考えていたが、出土土器からは必ずしも言えないようである。

第45号土坑（第24～25図、第34図、写真図版28）

〔位置・検出状況〕調査区東崖上士坑集中区。 26Dグリッド。V層検出面暗褐色土で検出。第43号土坑と連

続して見えた。 〔図・精査状況]B-B'断面、セクションポイントB'、第43号土坑のB(西）側の上場、

副穴、測り間違いのため合わない。北西側第43号士坑と重複していたため通して断面観察用ベルトを設定し

て精査開始。東壁および底中央掘りすぎ。 〔重複〕西側第43号士坑と重複し、第43号の方が新しい(B-B

'断面参照)｡第44号と同様暗褐色土を基本として区別は容易だったが、本士坑の場合はすぐ尋近くによく似た

6層があり悩んだ。結局6層は第45号の覆土が再堆積したものではないかと判断。北東側に第31号土坑があ

るが、重複しているかどうかは微妙で、間の包含層を掘ってしまっただけの可能性もある。

〔覆土・堆積状況〕暗褐色士(11層）を基本とし、上面にV層起源の土との混土層(10層）があるが、その

間は漸移的ではっきり分かれない。暗褐色土は第44号士坑に似るが、より多く礫含む。 〔深さ〕約30cm｡

〔壁・底面〕壁は垂直に近い状態で外反するようである。壁はⅣ層を基本とし一部v層（砂利層)｡底は所々

礫露出するV層。 〔副穴等の付属施設〕重複著しく不明だが、ないと思われる。
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〔出土遺物〕第34図160の土器が出土している。地文のみで時期は特定できないが、大木5式に似る。

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉の可能性がある。 〔分類・所見〕覆土が第
44号土坑と似るので古いのかと考えていたが、出土土器からは必ずしも言えないようである。

第46号土坑（第25図、第34図、写真図版29, 87）

〔位置・検出状況〕調査区中央。 25Dグリッド。V層検出面褐色土ではっきり確認。

〔図・精査状況〕壁と底はっきりせず今回の調査で検出された疑似現象に似るが、検出面での平面形は整形

に見え、覆土は他の疑似現象と大きく異なってⅣ層の汚れた再堆積といった感じで、新しいものではないと

思う。半裁時、底がはっきりしなかっため掘りすぎ。 〔重複〕ないと思われる。 〔覆土・堆積状況〕単層で、

礫ほとんど含まないV層再堆積。 〔深さ〕約20cm｡ [壁・底面〕壁は垂直に近く外反するところが多いよう

だが、南半分は崩れており、だらだらと立ち上がる。壁～底はV層（砂層）で礫は少ない。

〔出土遺物〕第34図161 (時期不明)､写真図版87の78の石器が出土。

〔時期・所見〕時期を特定するものがなく、精査状況からは古いと言い切れなかったので最後に報告した。

3．溝跡
調査区中央の平坦な場所に1基検出。出土遺物はなく、時期ははっきりしないが、近世の可能性が高い。

第1号溝跡（第26図、写真図版29）

〔位置・検出状況〕調査区中央。 25Dグリッド。V層検出面ではっきりと確認。南東側調査範囲外から北西

方向に延び、途中で途切れているが、 ここから北西方向に地山面の傾斜が急になり表土（拳大の礫を多量に

含む）が厚く堆積していたことから、溝の底が地山に達していなかったため、 この先を確認できなかったの

だと思われる。検出した範囲は表土下10cmで地山が見られ、肖ﾘ平されているため溝跡はほぼ平坦な地形に立

地する。 〔図・精査状況]B-B'断面測り間違いのため平面図と合わない。

〔重複〕第40号土坑と重複し溝跡の方が新しい。覆土が明らかに異なり （周囲の縄文の遺構より濃い土）検

出面のプラン（平面形）ではっきりと確認できた。

〔覆土〕灰黄褐色土～にぶい黄褐色士。表土の土とほとんど同じ。礫は全くと言って良いほど入っていない。

〔平面形・規模〕南東側調査範囲外に続き、前述の理由で北西側途切れているため、規模は不明。検出した

範囲では、長さ約7m、幅約30cmで、北西隅に北側に枝分かれしている可能性が窺われたが、同様の理由に

よるものか途切れているため、はっきりと確認できなかった。 〔深さ〕約15cm｡ [壁・底〕壁は崩れている

ためかはっきりしない。壁～底ほぼⅣ層、一部V(砂）層。 〔出土遺物〕なし。

〔時期〕前述のように、北西部分は表土に底があったものと推測される。このことから、現在の地形に沿っ

て溝が掘られていると推測され、溝は調査区中央部が削平された後に掘られたと考えられる。近世以降の可

能性が高いが、検出状況からはそれほど新しいように思われないので、近世の可能性がある。

4.遺物包含層(第5図､第27図~第28図､写真図版30~33）
調査区の西端と中央付近に離れて、縄文時代前期後半を主体とする遺物包含層が2箇所確認されたが、調

査範囲北側が既に工事に入っていたため別々に確認されただけで本来は一連のものと思われる。
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西側遺物含層（第5図、第27図、写真図版30～31、出土遺物は第V章）

〔位置・概要〕調査区西端～中央付近。 20～24グリッド列付近。北側に傾斜する斜面に形成。

調査開始時試掘トレンチで遺物が多く出土するのを確認していた。重機で表土を剥いだところ、遺物を多

く含む黒土は大きく広がり、当初調査予定範囲外だった斜面下の北西隅まで広がることがわかった。今回の

調査範囲の北側は既に河川改修工事に入っていたため不明だが、包含層の様子、出土土器の時期などから、

やや離れて検出された東側遺物包含層と一連のものと思われる。

〔調査方法・経過〕調査範囲全体の検出作業は、重機による表土剥ぎの後、東端から順次西端に向かって押

し進め、その結果、西側遺物包含層の東端付近は地形の改変が大きく行われていることがわかった。遺物を

多く含んでいるが、改変後の二次堆積で（礫を非常に多く含む)､斜面上を削平した時に押し出したものと思

われた。また、今回の調査では、まとまった排士置き場は調査区中央南側の尾根頂部にしか求められないの

で、斜面下にある包含層の排士をそこに運ぶにはベルトコンベアーが不可欠と思われ、その導入を希望し認

められた。 6月上旬のことである。 この間に、委託者、県教育委員会との話し合いで調査範囲の（包含層が

続くとわかった）北西隅拡張が決定していた。

6月はやはり雨の日が多くて作業が遅れ、遺物包含層の精査に入れたのは7月中旬のことであった。この

時点で既に当初の予定期間（6月いつぱいまで）を過ぎており、いつまでかかるか五里霧中という状態だっ

たので、 この頃から8月下旬までほぼ毎日担当課長補佐の現地指導・援助を受け、遺物包含層の精査は基本

的に補佐にお願いし、調査員は士坑類の精査に専念した。

まず、全体の概要を掴むため幅2rnのトレンチを入れることとし、大グリッド21の列の小グリッド4の列

を全て抜いた。その結果、地山まで四層に細分され、 NHⅡ、NHⅢ層から基本的に遺物が出土することが

わかった。遺物包含層自体の規模は、約45㎡(150㎡×厚さ0.3m)と推定された。

7月下旬から精査に入り、途中東側遺物包含層と平行して精査しながらも8月下旬にはほぼ終了し、続い

て地山面で検出作業を試みたが、遺構は検出されなかった。風倒木痕が見られただけである。

遺物包含層は、出土量が多いので2×2mの小グリッドで遺物を取り上げることとし既に杭（プラスチッ

ク）も打っていたが、当初の調査予定期間を既に過ぎていたこともあり、補佐の指導によって5×5mの中

グリッドで取り上げることになった。精査は、スコップ、ジョレンを基本とし、移植ゴテを併用したようで

ある。排土は、ベルトコンベアーで調査区中央南側の範囲外に上げていたが、調査区中央の精査が終了して

からは調査区内にも置いた。また調査区西側の範囲外の原野にも少し出している。

〔包含層の様子〕前述のように、NHⅡ、NHⅢ層が基本的な遺物包含層である。なお、 「NH」は西側包

含層の頭文字をとったもので、基本士層(I～Ⅵ層、 Ⅲ層が遺物包含層）は調査区中央から東側で確認し、

調査時には東側遺物包含層（Ⅲ層）と同じものか確信が持てなかったので、新たに層名を与えたものである。

調査後の今では、Ⅲa層=NHⅡ～Ⅲ層と考えている。

礫を含む比較的均質な黒褐色土が広がり、投げ込み焼土や地山掘削土などはほとんど含まず、 「捨て場」

と言うよりは「遺物包含層」と呼ぶのがふさわしいと思われる。詳細は報告者が確認しておらず記録がない

ので不明である。お詫び申し上げる次第である。なお、基本的な遺物包含層の下に顕著な黒土(NHⅣ層）

が広がり、 これは東側包含層でも見られるが（Ⅲb層)､遺物はほとんど含まず、その正体は不明である。

〔遺物の出土状況〕石器の出士は非常に少ない。包含層は礫を多く含んでおり、それと混同して捨ててしま

っている可能性もなくはないが、現地で調査員も確認しているので、少なかったことだけは確かである。土

器については、整理時に確認した限りでは、完形やそれがそのまま押しつぶされたような形で土器は出土し

’
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ていないようであり、足りない部分が多い。詳細は報告者が確認しておらず不明で、お詫び申し上げる。

〔出土遺物〕第V章相当グリッド部分参照。残念ながら取り上げ層位に混乱が見られる（第V章冒頭参照)。
〔時期〕大木5～6式を基本として、他の時期の遺物が混じるといった状態である。

〔所見〕出土土器から推測すると短期間に形成された包含層のようである。そのため上下に厚さ（層位差）
を持って遺物が出土しなかったのだと推測される。

東側遺物包含層（第5図、第28図、写真図版31～33、出土遺物は第V章）

〔位置・概要〕調査区中央付近～東部北側。 25～27グリッド。北側に傾斜する（急）斜面に形成。調査範囲

の北側は既に河川改修工事に入っていたため不明だが、おそらくもっと北側まで続いていたと推定され、ま

た、包含層の様子、出土土器の時期などから、離れて検出された西側遺物包含層と一連のものと思われる。

〔調査方法・経過〕重機で表土を剥いだ際に、黒褐色士（Ⅲ層）が北縁辺部に残っており遺物が多く出土す

ることを確認したが、北側は既に工事に入っていて崖になっており、 どのように精査したものか思いあぐね

ていた。結局、調査第一課長の指導で全部精査することになり、その際の安全対策として足場の設定を委託

者にお願いし、設定は7月上旬に行われた。

設定後、精査は調査区北縁に防波堤状に残していた表土を取ることから開始した。 7月下旬には、包含層

の概要、遺構の検出状況を見るためにトレンチを入れ始めた。急斜面で包含層が厚いことから安全性を考慮

して広く掘ることとし、大グリッド26の列の中央（中グリッドを東西に分ける軸線）から4mを抜いた。そ

の結果、Ⅲa層を基本的な遺物包含層とし、遺物包含層自体の規模は約45㎡(150㎡×厚さ0.3m)と推定さ

れた。傾斜が急なせいか風倒木痕等の疑似現象（第28図l～12層）のみで遺構は検出されなかった。

8月中旬近くから本格的な精査に入った。遺物の取り上げ方、精査の道具、排士の出し方などは、西側包

含層と同様であり、 こちらも調査課長補佐に監督をお願いした。

南端の平坦な部分で土坑（第32号士坑） 1基、周囲に焼土が認められたが、包含層自体は比較的単純で西

側包含層に比べ遺物の出土も少なかったことから、 8月下旬には精査は終了した。 27C～D付近に広がる黒

土は、ほとんどI層のみでⅢ層はないに等しかった。厚さも20cm程度である。

断面(1)をとった場所は幅1mのベルト状に残して、層ごとに遺物を取り上げた(｢東側包含層ベルト｣)。

その際、ベルトの西面（図面をとっていない方）の北端近くから焼土が検出されたが、Ⅲa層とⅡ層の間で

（両層に接している)､ブロック状になっており上面には炭化物は検出されず現地性のものではない可能性が

あり、なおかつ検出面から新しい可能性が高い（少なくとも縄文時代以後）ので、記録は取らなかった。厚

さは5～7cmであった。

包含層精査終了後地山面で検出を試みたが、傾斜が急なせいか、やはり遺構は検出されなかった。

〔包含層の様子〕前述のようにⅢa層が基本的な遺物包含層である。西側包含層と対比すればⅢa層=NH

Ⅱ～Ⅲ層と思われる。具体的な様子は西側包含層参照。なお、基本的な遺物包含層の下に顕著な黒土が広が

り （Ⅲb層)、これは西側包含層でも見られるが(NHⅣ層)､遺物はほとんど含まず正体は不明である。

〔遺物の出土状況〕西側遺物包含層と同様であるが、 「東側包含層ベルト」からは、大木5a式土器が特に

出土している（第110図667～第111図676)｡層位差はないが地点差はあったのかも知れない。

〔出土遺物〕第V章相当グリッド部分参照。残念ながら取り上げ層位に混乱が見られる（第V章冒頭参照)。

〔時期〕西側遺物包含層と同様である。 〔所見〕西側遺物包含層と同様である。
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V･遣物

今回出土した遺物は、縄文土器(30×40×30cmのコンテナ) 92箱、土師器2片、土製品は30点（土器？2

点、土偶16点、耳栓5点、不明2点＝イチジク形土製品？1， クマ形土製品？1，円盤状土製品4点、焼粘

土塊1点)､石器は160点、石器製作時の剥片が5,094.799,石製品は16点（石剣類12点、その他4点）であ

る。この他、近世以降の水路跡覆土付近から馬の骨が出土したが、近代以降と思われるので報告しない。

遺物の記載は図と表で行い、本文中にはその補足と概要のみ記したので、 ここで、図版、写真図版、表を

見る際の留意事項について述べておく。

本章では遺構出土の遺物も含めているが、それぞれ、その種類の遺物の中で最初に並べている。遺構出土

の遺物は､第Ⅳ章の最後に遺構ごとの集成図を掲げているので参照していただきたい(第29図～第34図)｡個々

の遺物（遺構内）の出土状況は第Ⅳ章を参照していただきたい。

遺構外出士の遺物は、遺構出土遺物の後に出土位置の順（はっきりしているもの→はっきりしないもの、

はっきりしているものはグリッド順としているが、若干混乱がある）に並べている。出土位置の欄の遺構の

①、②等については第Ⅳ章の冒頭部分、グリッドの①、②については第Ⅲ章を参照していただきたい。 「東

部包含層ベルト」は、第Ⅳ章第4節参照。 「重機から～」は重機で剥いだ面から下に○cmという意味であり、

「10～20cm」も同様で重機で剥いだ面下10cmから下20cmまでに出土したという意味である。

なお、遺物包含層での遺物の取り上げに混乱が見られ、西側包含層(20, 21B～Cグリッド等）にはⅢa

～b層はないが、そうした記載がしばしば見られる。おそらく層かグリッドが間違っているものと思われる

が、報告者の記載でないこともあり修正は不可能である。またⅡ層（Ⅲa層）など、 ⅡとⅢの書き間違いと

も思われる記載もあるが、 これについても報告者が関与していないこともあり修正は不可能である。出土地

点が不明瞭なものが多くなってしまい、お詫び申し上げる次第である。

1 ．縄文土器(第35図~第111図､写真図版35~81）
〔概要〕大コンテナ（30×40×30cm)で92箱出土し、全て前期～中期前葉の土器のようで、前期前半の土器

が十数点、それ以外は前期後半～中期前葉、中でも大木5～6式が85箱以上と大部分を占める。

〔掲載基準〕口縁部は5×5cm以上、胴部は10×10cm以上の破片、底部のみの場合は一周しているもの、小

型土器は1/2以上のものを掲載しているが、遺構内はこの限りでなく、基準を満たさない土器でも必ず1点

以上は掲載している。また、出土点数が少ない時期・型式、他と大きく異なる特徴を持つ土器も、 この限り

でなく積極的に掲載している。

〔記載要領・表の見方〕記載は基本的に図と表で行ったので、最初にその作成要領、表を見る際の留意事項

について述べておく。外面、内面の観察事項の欄の｢→｣は施文順序を表す。備考の欄の付着物の｢スス」「吹

きこぼれ｣｢おこげ」は、厳密に区別しておらず、単に付着している量によって分けている（右に行くほど多

い)。 「焼けはじけ」とは、煮炊きによって土器の表面に直径0.5～lcm程度の円がたくさんできたように剥

落した状態を示し、剥落がひどい場合を「ただれている」と表現している。上記以外の事項については本章

の冒頭部分を参照していただきたい。

〔出土状況〕遺構内遺物の個々の出土状況は第Ⅳ章を参照していただきたい。出土量は、縄文時代前期後葉
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（大木5～6式）が大半を占め（92箱中85箱以上)､士坑を中心にした遺構内、遺物包含層から出土している。

遺物包含層では大木4式も比較的多く出土している。第21号、第42号土坑では、大木6式の共伴関係がある
程度押さえられた。

〔型式学的特徴〕ミニチュアおよびやや変わった器形と思われるのは、 55？、 88， 117 （列孔浅鉢？→表の

補足参照)､134？、 177， 189 (輪積痕)､203 (大形深鉢)､233, 252, 293 (大形深鉢)､294(浅鉢)､332, 339,

342, 343, 355, 380， 388 （輪積痕)､417 (輪積痕)､480, 499, 507, 513, 517、 543, 584, 585, 627である。

この時期には「オオバコ回転文」という擬縄文が時々見られ（千葉2001 :p､200)、今回の調査でも、 75？、

535にそれらしいものが見られた。

その他、特に気のついた点として、隆帯は、縄文施文の後貼付し、その後特に器面にナデつけないものが

多いので、剥落している場合が極めて多い。成形時も同様にナデつけていないせいか、輪積痕がはっきりし

ていたり、そこから剥離している土器が極めて多い。器壁が厚い土器は、粘土を貼り合わせているためか表

面が剥落している場合が多い。縄文は、右撚りか左撚りかはっきりしないものが多い。半裁竹管状工具に似

ながら先端が二股に分かれる刺又状工具といったもので施文している場合が見られた。色調は、大木3式は

ススが付着しているものが多いせいか黒いという印象が強く、 4， 5式は赤、黒両方あり、 6式は赤っぽい

ものが多い。

〔時期・型式〕時期・型式を同定するに当たっては参考文献に掲げたものを参照したが、今回の調査では大

木7a式然とした土器が少なく大木6式と区別し難いものが多かったこと、大木4式と大木5a式の間も同

様で、 さらに報告者が十分にその違いを理解し得なかったため、特にこれらの間は同定間違いがあるものと

思われる。

縄文時代前期初頭～前葉（早稲田6類？）と思われるのは、 58， 191， 601．

前期前～中葉と思われるのは、 8（大木2a式？）、33(大木1式)、178(大木1式？）？、 363(大木1式？)、

448 （大木1式？)､602 (大木1式？)。

前期中～後葉と思われのは、 23 （大木3式？）､277 （3式)､291 (3式） ？、 292 (3式)､317=319 (3式)、

400 (3式？） ？、 423 (大木2b式？？)､548 (3式)､587？ （3？、 6式？)､626, 657．

前期後葉（大木4式）と思われるのは、 14？、 151 （＝154） ？、 152？、 172, 181？、 186, 200？、 201 (~

大木5a式)、243, 269, 284, 285, 286, 307， 324(～5a式)、361, 362, 365, 382, 392(～5a式)、394？、

395？、 399 （～5a式)､421 (～5a式)､450？、 457 (～5a式） ？、 467？、 470 (～5a式)､494, 514,

586 （～5a式)､600 (～5a式)､603？、 623？、 637？、 648， 662？、 667？、 669？

中期初頭(大木7a式)の可能性もあるものは、 130(大木6～7a式) 、176？、 231(6～7a式)、246(6

~7a式)､249 (6～7a式)､255 (6～7a式)､268？、 596？？

中期前葉（大木7b式）の可能性のあるものは、 171, 591？。

異系統と思われるのは、 117 (列孔浅鉢。関東系？？） ？、 270 (円筒下層d2式系？)､357 (円筒下層．

2式系？)､383 （十三菩提式系？） ？？、 625 （円筒下層d2式系？)。

上記以外は、縄文時代前期後葉～末（大木5～6式）に相当する可能性が高い。前期後葉～末の相当型式

名は、遺構内出土土器に関しては、個々の遺構の記載中に記しているので第Ⅳ章を参照していただきたい。

遺構外については後述。

－44－

’



（1 ）遺構出土の土器（第35図1～第53図167、写真図版35～44）

(a)住居状遺構出土の土器（第35図1～第36図10,写真図版35)

基本的には大木5b式～6式、中でも6式が主体を占めている。

以下、表の補足。 1は、①・3層出土が6/7，③～④出土が1/7． 2の施文順序は、 口縁隆帯→縄文→文様、

ナデ。頸～胴部はRLョ．同時施文で、その後頸部に半裁竹管状工具で施文。頸部は、 口縁と胴部の境を半

裁竹管状工具による沈線で区画しているが、所々一本線になっている。口縁の鋸歯文は、太くやや深め。内

面輪積み痕。 3の突起内面肥厚｡ 4の内面整形、工具痕残り、雑（ケズリに近い)。5の取り上げは、③～④

が16/21， 3層が2／21， 4層が3/21｡

(b)土坑出土の土器（第36図11～第53図167、写真図版35～44)

異型式も混じるが、基本的には大木5a式～大木6式が出土している。

以下、表の補足。 21の取り上げは、 c土器が3/8， ．土器が4/8， 9層？が1/8．波状口縁？、施文順序は、

縄文→文様、ボタン状貼付文→沈線文様。31の下の割口は、粘土接合面からの剥離。 32の内面整形は、土師

器のそれのようにはっきり見え、突起部分はナナメ、頚部はヨコ、胴部はタテにナデている。42の胴部施文

は、 LR(0段多条)+末端タテ→ナデだが、一部0段多条でない別の原体LRをタテに転がしている。外

面口縁部剥落。 43の上下の割れ口、粘土接合面からの剥離。 47の内面のススは底には付着していない。上の

割れ口（上段、中段とも）粘土接合面からの剥離。 48の突起は三山で、胴部文様は突起に対応して4単位。

口縁部の刺突列は半裁竹管状工具によるものだが、工具の先端は弧を描かず四角く箱状。刺突列の下は、太

く浅めの小刻みな鋸歯状沈線。施文順序は、胴部→口縁、胴部は半裁竹管状工具による沈線文様→ボタン状

貼付文の上ナデ。外面の胴部下半～底部の直線的な部分はナデ。内面は、胴部突出部から下はスス～おこげ

付着。外面摩耗ひどい° 49の突起右脇に凹み。文様は全て半裁竹管状工具による。 66の口縁部、 口縁に沿っ

て山形と頸部に水平方向にLRの側面圧痕。 74の口唇～口縁外側に鋸歯状隆帯貼付。 86の突起上は、中央に

1つとそれを取り囲む刺突列。 92内面のススは胴下半のみ付着するが、底にはない。底面の割れ方から成形

方法を推測すると、中央に円盤があり、その周囲に粘土紐を回して積み上げていくという手法が取られたよ

うである。 93の外面、下から8cmの屈曲部を境に、上はスス状付着物、下は二次焼成で赤い。内面も、ほぼ

それに対応して、下部にはスス状付着物（ただし底面にはない)｡98は104と同一個体？ 108の出土位置は、

②が1/2，③が1/2(やや多い) ｡117の「列孔浅鉢」は原田昌幸氏による（原田 1996:p.35)。小杉康氏の「木

の葉文浅鉢｣(小杉 1985)に含まれるようであり、著侈品の一種と考えられている。ここではより限定的な

原田氏の用語を用いた。 122の出土位置は、 8層上面1/9、その直下7/9， 4層が1/9．口縁、太く深めの沈線、

刺突列は半裁竹管状工具によるが、先端は円くなく四角い。 123の下の割れ口粘土接合面からの剥離。 128の

出土位置は、 7層中心黄褐色土1/5， 1層最下部～3層4/5．内面下から約6cmおこげ付着。その境に対応す

るように外面も、下は二次焼成で赤く、上はススが付着するが、一部底までススが付着している。 137の原

体、結束1 (LRとR？)｡138の取り上げ位置は、 c土器が2/9、 g土器が1/9， k土器(2層下面)が2/9， 2

層が2/9、④が2/9で、④で取り上げた部分は口縁から底まで点々と続く。施文順序は、胴部縄文→頸部、底

部付近ナデ(胴部自体も所々ナデ)｡底面ナデ。 139の内面、底から3cm上おこげ付着。 140の取り上げ位置は、

j土器（2層下面) 38/60， 3層1/60,④（第34号士坑) 18/60, 「クリーニング時」 3/60.口縁1/3周、

底部付近4/5周残存。内面、底から10cm以下スス付着するが、一部口縁まで幅10cmで帯状に続く。製作時に

粘土を貼り合わせているせいか、外面剥落しているところが多い。文様は4単位で、 口縁部は半裁竹管状刺

突列を充填、頚部には同工具押し引きにより鋸歯文を描く。 153は内面おこげ付着するが、幅7cm程度帯状
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にないところがある。 165内面のおこげは、胴部屈曲部から下に付着。 167内面のおこげは底面にはなく、た

だれている。外面摩耗。

（2）遺構外（遺物包含層含む）出土の土器（第54図168～第lll図676、写真図版44～81)

縄文時代前期初頭～前葉（早稲田6類？）と思われるのは、 191, 601．前期前～中葉と思われるのは､178

（大木1式？） ？、 363 （大木1式？)､448 （大木1式？)､602 （大木1式？)｡前期中～後葉と思われるもの

は、 277 （3式)､291 （3式） ？、 292 （3式)､317=319 (3式)､400 (3式？） ？、 423 (大木2b式？？)、

548 （3式)､587？、 626？、 657．

前期後葉（大木4式）と思われるのは、 172, 181？、 186, 200？、 201 (～大木5a式)､243, 269, 284、

285, 286, 307, 324 （～5a式)､361, 362, 365, 382, 392 (～5a式)､394？、 395？､399 (～5a式)､421

（～5a式)､450？、 457 (～5a式） ？、 467？、 470 (～5a式)､494, 514, 586 (～5a式)､600 (～5a

式)､603？、 623？、 637？、 648， 662？、 667？、 669？

中期初頭（大木7a式）の可能性もあるものは、 176？、 231 (6～7a式)､246 (6～7a式)､249 (6~

7a式)､255 (6～7a式)､268？、 596？？中期前葉（大木7b式）の可能性のあるものは、 171, 591？。

異系統と思われるのは、 270(円筒下層d2式系？） 、357(円筒下層d2式系？） 、383(十三菩提式系？）？？、

625 （円筒下層d2式系？)。

上記以外は、縄文時代前期後葉～末（大木5～6式）に相当する可能性が高い。

大木5a式と思われるのが、 168, 180？、 187 (4式～） ？、 189， 190， 206， 207， 216 (4式～） ？､217

（～6式)､218＝219？、 233 （4式～） ？、 241 (4式～） ？、 242 (4式～） ？、 253？、 257， 259？、 260,

280～282, 287, 293, 295？、 297， 298， 301， 305？、 308 (4式～） ？、 316, 323, 325, 328, 330？、 334,

335？、 336 （～5b式） ？、 341， 344 (4式～） ？、 348, 349？、 353 (～5b式） ？、 364， 367， 373 (4

式～） ？、 374， 388， 390 （～5b式） ？、 391, 393？、 396， 397？、 398, 401～404, 407 (～5b式） ？、

408～410, 411(～5b式） ？、 412， 413？、 414？、 417？、 420(～5b式） ？、 429？？、 430～432, 434？、

435？、 436， 437（～5b式） ？、 440， 442， 443， 444(～5b式） ？、 445, 446？、 447， 449(～5b式） ？、

451, 452, 453～454(～5b式） ？、 456(～5b式） ？、 458(～5b式） ？、 459， 460， 468(～5b式） ？、

469, 473, 475＝476, 477, 478, 479？？、 481， 482， 487？、 488， 489 (～5b式） ？、 497， 501 (～5b

式） ？、 503， 505， 506， 507 (～5b式） ？、 515？、 523， 526， 528？、 530 (～5b式） ？、 531, 537,

542？、 544？、 545， 547 （～5b式） ？、 559 (～5b式） ？、 562 (4式～)､572, 575 (4式～)､576, 577

（～5b式） ？、 580？、 619 (～5b式） ？、 622？、 635 (4式～） ？？、 642？、 643 (4式～)､645？、

650(～5b式） ？、 651 (～5b式） ？、 653？、 659～660(～5b式） ？、 663？、 669， 670(～5b式） ？、

671？、 672 (4式～)､673～675, 676 (～5b式？） ？

大木5b式と思われるのが、 170, 188, 195(～6式)、 209？、 215, 221, 226, 227, 240？、 252？？､262？？、

273, 290 （～6式)､296 (5a式～)､299, 304？？、 310 (5a式～） ？、 311？、 345？、 350？、 359, 381,

384, 385？？、 386＝387, 416？、 418？、 419？、 422？、 424, 425＝426？、 427(5a式～） ？？、 439(5

a式～） ？、 441？、 462， 463， 471， 474(5a式～)､486？、 495？、 496？、 498， 500？、 502 (～6式)、

508？、 509？？、 511？？、 512？？、 532？、 533？、 534？、 552？？、 554？、 555 (5a式～） ？、 556,

565？、 566？、 570 (～6式)､571？、 574？、 579？、 610， 616 (～6式） ？、 634， 661？、 667～668？

大木6式と思われるのが、 173＝193, 174, 175？、 179, 182, 183, 184？、 192, 194, 196？、 197, 199
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（～7a式） ？、 202(～7a式) 、203, 204(～7a式) 、205(～7a式)、208(5b式～) 、210～212, 213(5

b式～)､214, 222(6式最古)､224, 225？、 228(5式～)､229, 230, 232, 234、 235, 237, 238, 245, 247？、

248, 250, 251, 254, 256, 258， 271, 274, 276, 278、 283, 300, 302, 312～314, 321, 322, 326, 329,

332， 351？、 366， 368， 369， 370 (5b式～)､371, 372, 375, 376, 377=378 (6式新？)､379, 389, 405,

428 （6式最古)､433？、 438， 461， 464（6式最新？)､465, 472？？、 483=484 (5b式～） ？、 485, 493,

504？、 516, 520～522, 525, 537, 539, 541？、 546, 549, 550？、 551, 557, 561, 563(～7a式)､564(5

b式～)､567, 569？、 578, 582, 588, 589, 592, 594， 595， 597， 598， 599？？、 604～608, 609 (～7a

式)､611～613, 614 (～7a式)､615, 617, 618, 620, 621, 629 (～7a式)､630～633, 636(～7a式)､638

~641, 644, 646, 647, 649 (5b式に近い)､652, 654, 655, 656, 658、 664， 665 (6式最新)､666.

以下、表の補足。 171の口縁中央、 LRとRLを縦位交互に押圧し、上の刻目列との境はLの、下の刻目

列との境はRの側面圧痕で水平方向に区画。 172の内面は、胴部最大径から下におこげ付着し、その境に対

応するように外面は、上部にスス付着し下部は二次焼成で赤い。隆帯剥落しているため、文様意匠不明｡176

の内面、下から2cm以下黒い。 178の口縁最上部、隆帯、隆帯上部、 C字形爪形文列。 197の出土位置は、 21

B①．Ⅱ (ma)層56/63, 21BO･m(mc)層2/63, 21B③．Ⅲ(nb)層2/63, 21B④．Ⅲ(nc)

層3/63.口縁1/5周残存。内面、底から頸に向かって三角形状に黒く、その周囲は赤い。外面は、胴部突出

部以下はスス状付着物。 203の出土位置は、 21B①．Ⅲ(mc)層3/18, 21B③．Ⅱ (ma)層10/18, 21C

③．Ⅲ層（倒木痕) 5/18.口縁が一番残り良く、ほぼ一周している。口縁部文機下の刺突列は低いマウ

ンド状の隆帯の上にある。 210の出土位置は、 21B②．Ⅱ (mc)層2/4， 21B③．Ⅲ(mb)層1/4， 21B

④．Ⅱ層l/4．口縁部突起は丸みを帯び口唇またぐ。外面ススは、胴部突出部より下に付着｡ 222の出土位置

は、 21B③．Ⅲ(mb)層3/21, 21B③．Ⅱ (ma)層2/21, 21B③。Ⅱ (mb)層15/21, 21C③．Ⅲ層

（倒木痕) 1/21．口唇の刻目列は、 4単位のようだが場所によって数が異なり、残存部では4つと7つ以上

がある。 4つの方の口縁内面には半裁竹管状工具による波状文、 7つ以上の方には縄文がある。口縁最上部

の刻目列は、 口唇の刻目列のない場所に施される。胴部は、 LRヨコ→半裁竹管状工具による文様､底部ナデ

（ケズリに近い)｡胴部上部の大形鋸歯文は、 口唇刻目列とは位置ずれる。 228の出土位置は、 21BO･n(m

a)層l/ll， 21B③。Ⅲ(nc)層9/11, 21C①．Ⅲ(Hc)層1/11｡ 230の出土位置は、 Ⅱ (mb)層がl

/2，Ⅲ(nc)層が1/2．口唇～口縁最上部の刻目は、太く深い物（図左端)､爪形状（中央)､半裁竹管状工

具による物（右端）の三種があり、爪形状が最も多い。輪積み部分で顕著に割れている。 232は、 口縁1/4周、

頸部1/2周（最良）残存。底部付近ナデ。残存状況は、外面頸部以下ただれ、内面胴部突出部以下ただれ。

外面底部粘土接合面からの剥離。 233の出土位置は、Ⅲ(ma)層l/4， Ⅱ (mb)層1/4．口唇部の刺突は、

三角形、円形、長方形の変化あり。 237の外面の残存状況は、頸部より上黒、胴部突出部より下黒その間

オレンジ色。 239の出土位置は、 21B④が9/10， 21C③が1/10｡ 244の内面整形§底から3cmより上は幅2mm

の篦状工具による縦位の連続した工具痕があり、その下は滑らかな（痕跡の残らない）ナデ。外面二次焼成

で赤い。 248の出土位置は、 Ⅱ層2/8， Ⅱ (ma)層3/8，Ⅲ層3/8｡265の内面整形、底から7cmより上タテ

ナデ、その下ヨコナデ。 267の取り上げ位置は、 21C4a・20～30cm(茶褐色士）がl/5， 21C4b･30～40

cmが1/5， 25C②．Ⅲ層が3/5｡ 269の取り上げ位置は､21C4aが1/7， 21C②が6/7d270の内面のナデ《土

師器のそれに似る。 278の取り上げ位置は、 21C4b・重機5～10cm4/30, 21C4b･10～20cm3/30,21C

①．Ⅱ層が21/30, 21C②．Ⅱ (ma)層2/30｡ 279のスス付着、外面底から10cmより上に付着、内面はそれ

より下に付着するが一部口縁まで続く。 283の取り上げ位置は、 21C4bが9/1421C②．Ⅱ(ma)層4/
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14, 21C④．Ⅱ (ma)層1/14．外面色調、胴部突出より下は赤く、 口縁部は赤、黒両方、その間は黒い。

287の口縁1/3周強、胴部1/2周残存。文様は6単位？、細部は異なっている。外面、 口縁部はスス多く、胴

部下半部の変化点より下は二次焼成を受けて赤く、その間はややススが付着。 293の出土位置、 22B③が14/
15, 22C①が1/15｡ 294の出土位置、 21C①が1/6， 21C②が5/6｡

307の出土位置、 Ⅱ(ma)層1/18, Ⅱ(mb)層17/18｡ 308の出土位置、 21C①が2/3， 21C②が1/3｡ 310の

出土位置、 Ⅱ(mb)層4/5，Ⅲ(mc)層1/5．胴部上部変化点から上スス付着、底から約4cmより下二次焼成

で赤い。 314の出土位置は、 21C①．Ⅱ(mb)層2/5， 21C②。Ⅱ(ma)層が2/5， 21C④．Ⅱ(ma)層l/5.

353の出土位置は、 21B③．Ⅱ(mc)層2/8， 21B③．Ⅲ(nc)層1/8， 21C③が5/8｡ 371と372、同一個体ら

しい。 373の内面、貫通孔の横にもう一つ貫通していない孔あり。 383の半裁竹管状工具の先端丸くなく四角

い箱形。文様は他と異質で短沈線を充填しており、十三菩提式系か（むしろ五領ケ台式系？)｡385の外面、

下から6cmより上はススが付着して黒く、その下は二次焼成で赤い。その境界線に対応して内面も上は赤く、

下は黒っぽい。 390の取り上げ位置は、②が3/16、④が12/16、排土1/16.口縁突起4単位？、胴部文様は口

縁突起と対応しておらず6単位か。 391の口縁部1/4周残存。突起は剥落しているが、 口唇突起は蛇行隆帯？、

口唇～外面は鋸歯状隆帯。内面のナデ、上の方は指なでのせいか凹凸ある。内面下1/2スス付着、剥落部分

にも。底面接合面からの剥離（図では表現されていない)｡392の口縁部4/5周残存。口縁部の隆帯小波状だが

細かい単位（粘土紐）には分かれないようだ。胴部の原体附加条のようにも見えるが単なる条の高低らしい。

内面整形雑でケズリに近い。底面接合面からの剥離。外面上部スス付着。 394の貼付文、細部異なり剥落著

しいため単位不明。外面、輪積み痕顕著に残り(高さ約1.5cm)､ほぼこれに対応して口縁最上部ほぼ一周帯状

に剥落。外面、底から7cmより上は一部スス付着、下は二次焼成で赤い。内面もその境界に対応して上は黒、

赤、下は一面黒いが底は赤。 395は口縁が一番残りよく4/5周残存。口唇貼付文剥落ひどく全体の形不明。外

面二次焼成ひどいせいか(全面赤)､一部幅10cm帯状に上から下まで摩耗(その横黒斑が)｡内面は底から3cmよ

り上、 口に向かって広がる帯状に黒く(下方はスス付着)､その横は赤い。 396は口縁一番残り良し。 2波状で

間は口唇～外面にドーナツ状貼付文2。これに対応して、胴部文様も2種2単位か。波頂部下に貫通孔。外

面剥落。 407の外面、胴部下部変化点より上はスス付着、下は赤く二次焼成。内面は全体黒いが、外面の境

界線に対応して下はススが濃い。412の内面整形ケズリに近い。内面波頂部以外スス付着。413の口縁1/3周

残存。口縁弧状貼付(単位不明)｡内面底以外は黒く、底は肌色でただれている。415の外面、幅7cmの帯状に

底から上までただれ～摩耗。 422の頸部の下の太い隆帯上c字形刻目文で、その他の隆帯の上は竹管状刺突。

424の内面上部指なで風に凹凸あるが、下部は普通のナデ。 425＝426. 495の出土位置、③18/19,④1/19｡

外面下部二次焼成で赤い。外面一部摩耗、隆帯剥落。内面下部剥落。506の出土位置、 25B④が1/4， 25C@

が3/4．外面、胴部突出部より上スス付着、下二次焼成で赤い。内面は波頂部以外は全面スス付着。508の出

土位置、 25B④が5/9， 25C②が1/9， 25C④が3/9。外面、胴部突出部より上スス付着、下二次焼成で赤い。

その境界に対応して、内面上赤く、下スス付着。 509の外面下から5cm二次焼成で赤く、その上スス付着。

内面は、下から12cmスス付着、その上二次焼成で赤い。520の出土位置、 25C②が1/17， 25C②付近が3/17,

26C④付近が13/17.口縁一番残り良く3/4周以下、胴部は1/2周以下。525の口縁部突起は、剥落しているた

め形不明。内面頸部以下スス付着。外面二次焼成か。558の取り上げ位置、 26C①．検出面、 26C①～③.

’～Ⅲ層上部、 26C①～③． ’～Ⅲ層上部、 26C③．Ⅲ層（最も大きな破片で2/3占める）だが、注記の不

備により割合不明。587の出土位置、 26C②がl/10, 26C③が9/10．口縁l/4周。外面下部二次焼成で赤く、

上部スス付着、器面がもろもろで縄文よく見えないが、頸より上はそれほどでもない。繊維は含まない？
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605の外面突出部より上黒く、下オレンジ色。607の下部割れ口、粘土接合面からの剥離。 646の出土位置、

27D①。表土2/9， 27D①～②．表土3/9， 27D③～④抜根時が4/9｡ 667の口縁厚ぼったく重い。内面整形、

上部ヨコナデ、下部タテナデ。外面二次焼成のよる摩耗。676の口唇部刻目二箇所部分的に集中するが、欠

損しているため全体は不明。外面二次焼成で摩耗。内面、頸部の屈曲（口から5cm)から下ススが付着して

いるのか黒い。

参考文献

稲野彰子 1991 「大木式土器にみられる球胴形深鉢について｣『北上市立博物館研究報告』 8

興野義一1968～1970 「大木式土器の理解のために（Ⅲ)｣～「大木式土器の理解のために（Ⅵ)｣『考古学ジャーナ
ル』 18， 24， 32， 48ニユーサイエンス社

1970「大木5b式土器の提唱｣『古代文化』 22-4 (財）古代学協会

1981 「糠塚貝塚について｣『迫町史』迫町史編纂委員会

1984「大木式土器について｣『宮城の研究第1巻考古学篇』清文堂

1996 「山内清男先生供与の大木式土器写真セットについて｣『画竜点晴』山内先生没後25年記念論集刊行会

工藤竹久1989 「縄文尖底系土器様式｣『縄文土器大観1 草創期早期前期』小学館

小杉康 1985 「木の葉文浅鉢形土器の行方｣『季刊考古学』 12 (特集縄文時代のものと文化の交流）雄山閣

小林達雄ほか 1989『縄文土器大観1 草創期早期前期』小学館

1988『縄文土器大観3 中期Ⅱ』小学館

高橋亜貴子1992「東北地方縄文時代前期前葉組縄縄文について｣『東北文化論のための先史学歴史学論集』加藤稔先生

還暦記念会編

千葉正彦2001 「Ⅵ． まとめと考察｣『清水ヶ野遺跡発掘調査報告書』(財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

（第351集）

丹羽茂1989 「中期大木式土器様式｣『縄文土器大観l 草創期早期前期』小学館

芳賀栄-1985 「大木5式土器と東部関東との関係｣『古代』80 (西村正衛先生古希記念石器時代論集）早稲田大学考

古学会

原田昌幸 1996 「押出遺跡出土品の意味するもの｣『第3回特別展縄文のタイムカプセル押出遺跡』山形県立うきたむ

風土記の丘考古資料館

三宅徹也1982 「円筒土器｣『縄文文化の研究3縄文土器I』雄山閣

1989「円筒土器下層様式｣『縄文土器大観1 草創期早期前期』小学館

山内清男 1979『日本先史土器の縄紋』先史考古学会

2.土師器(第54図169,第91図491､写真図版44, 68）
ロクロ成形の坏が2片出土している。

3．土製品(第112図~第115図､写真図版99~101)
今回の調査で出土した土製品は30点で、土器？2点、土偶16点、耳栓5点、不明2点(イチジク形土製品？

1点、 クマ形土製品？1点)､円盤状土製品4点、焼粘土塊1点である。以下、それぞれについて概要と表の

補足を述べていく。なお、表の見方などの注意事項は本章の冒頭に述べている。

（1 ）土器？ （第112図1， 2、写真図版99)

土器と思われるが確信が持てないもの。 2点出土した。

（2）土偶（第112図3～第114図18、写真図版99～100)

16点出土。 18は出土位置から大木5a式期の可能性がある。小笠原好彦氏の編年(小笠原1984)と併せて

考えれば、 7はやや古く、大木4式期？、 14， 18は大木5a式期？、その他の多くは大木6式期と思われる。
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以下、表の補足。 7は胴部中央に粘土塊の接合に使った可能性のある痕跡が見られ、上部の窪みから下の

割口まで3～4×6mmの貫通孔が続いており、その横にも痕跡的な貫通孔？が途切れ途切れに続いている。 13

の右上の割口にも、粘土塊の接合に使った可能性のある直径約3mm程度の棒状痕跡が見られる(写真図版99)。
14は中央と腕部に貫通孔があり、中央はその周りに粘土紐が貼付されている。

（3）耳栓（第115図19～23、写真図版101)

5点出土。 22， 23は、耳栓でない可能性も高い。

（4）不明（第115図24, 25、写真図版101)

類例を見つけられなかった土製品である。 2点出土。 24はイチジク形土製品の可能性もあると指摘された

が、先端部分がないので何とも言えない（佐藤2002)。

（5）円盤状土製品（第115図26～29、写真図版101)

4点出土した。比較的はっきり研磨痕を残すものが多い。

（6）焼粘土塊（写真図版101の30）

1点出土した。 2．3×3.2×0.6cm、 6.19gである。肌色を基本とし一部オレンジ色を呈している。

参考文献

小笠原好彦 1984「縄文時代前・中期の土偶｣『宮城の研究第1巻考古学篇』清文堂出版

佐藤淳-2002 「大清水上遺跡｣『考古学ジャーナル』487ニューサイエンス社

4.石器(第116図~第120図､写真図版82~98､観察表は写真図版の方にある）
〔概要〕石器は160点、石器製作時の剥片が5,094.79g出土した。 うち43は、タール状にススが付着するも

ので、単なる自然礫ではないと思われるが通常の石器とは異なり石製品とするのもなんなので、 ここに含め

た。石製品の13は、 こちらに含めた方が良かったかも知れない。器種別の内訳（点数）は次々項参照。土器

に比べ石器の量が非常に少ないのが今回の調査の特徴である。

〔分類〕石器の分類は、大工原豊氏の分類を参考にした（大工原1998)｡打製系列、使用痕系列（研磨痕・

敲打痕により石器と認識できるもの)､複合技術系列（直接打撃・敲打・研磨を複合的に用いる）の三つに大

別され、打製系列は、押圧剥離系列（調整に押圧剥離を多用)､直接打撃系列（調整に直接打撃を多用）から

なる。各系列の主要な器種として、押圧剥離系列には石雛、石錐等が、直接打撃系列には打製石斧等が、使

用痕系列には凹石、敲石等が、複合技術系列には磨製石斧等が入る。押圧剥離系列の石器製作の過程で出る

剥片を剥片A類、打製系列のそれを剥片B類とした。

〔出土点数〕以上の分類に基づくと、石雛13点、石匙22点、スクレイパーA類.Uフレイク．Rフレイク83

点、打製石斧6点(A類3点、 B類3点。石製品の13も？）、磨敲器類24点(凹石3点、敲石13点、磨石10点)、

石皿2点、砥石1点、磨製石斧7点、剥片A類4,958.039、剥片B類136.769が調査で出土した。

〔掲載基準〕 トゥールは全て、石器製作時の剥片も遺構内は全て掲載した。ただし図化は最小限にとどめた。

〔記載要領・表の見方〕写真だけのものも多いので観察表は写真図版の方に掲載した。掲載順序は、遺構内

については出土位置（遺構）に従って、遺構外については分類に従っている。その他、本章の冒頭部分参照。

（1 ）石錨（5， 14， 55， 64， 84～92)
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13点出土し、遺構内から4点出土した。全て基部が扇状に窪む凹基である。

（2）石匙(21， 33， 48， 77， 93～110)

22点出土し、遺構内から4点出土した。

（3）スクレイパーA類。Uフレイク。Rフレイク（2，3， 12， 15， 17， 18， 19， 23， 24， 28， 34， 35，

36， 39， 45， 51， 53， 60， 69， 74， 78， 111～172)

押圧剥離系列およびその製作の過程から派生すると考えられる、定型化していない剥片石器類で、欠損し

てわからなくなった定形石器（特に石匙)､Uフレイク、 Rフレイクやピエス・エスキーユもここに含める。

83点出土。

（4）打製石斧（173～178)

6点出土した。二種類に分け、A類は通常のもの、 B類は薄い板状で石剣の未製品とも考えられるものと

した。それぞれ3点ずつ出土している。

（5）礫石錘(179)

1点出土した。

（6）磨敲器類（凹石、敲石、磨石）

これらは使用痕が複合することが多いので一緒に扱う。 24点出土し、使用痕が複合する183, 193を複数カ

ウントすると凹石は3点、敲石13点、磨石10点、その内訳は以下の通りである。

・凹石（49, 180, 181)

・敲石（13, 44？、 61？、 62？、 76？、 183, 192～198)

・磨石（50？、 182～189, 193)

（7）石皿(190, 191)

遺構外から2点出土。 自然礫をそのまま使用したものである。

（8）砥石(199)

1点出土した。

（9）磨製石斧（6， 200～205)

7点出土し、遺構内から1点出土。

参考文献

大工原豊1998 「縄文時代の石器研究の方法｣『遺跡・遺物から何を読みとるか』(帝京大学山梨文化財研究所研究集会

報告集1)岩田書院

5．石製品(第121図~第123図､写真図版101~102）
今回の調査で出土した石製品は16点で、石剣類12点、その他4点である。以下、それぞれについて概要と

表の補足を述べていく。なお、表の見方などの注意事項は本章の冒頭に述べている。

（1 ）石剣類（第121図1～第123図12、写真図版101～102)

遺構外から12点出土した。 10は出土地点から大木5a式期の可能性がある。

（2）その他（第123図13～16、写真図版102)

13は、石材、製作技術からは打製石斧のB類に含められるものであるが類例があまりないので石製品とし

て扱った。 14は自然礫に穴を穿ったものである。 15と16は軽石で、 15は周囲を研磨加工している。
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Ⅵ、考察

報告書の見積もりが甘く紙数が足りなくなってしまったので、若干の私見を述べて考察としたい。

1 ．遺跡の性格

本遺跡の今回の調査区の様子を時期別に見ていく。

・縄文時代前期前半

土器片がごく僅かながらほぼ全期間を通じて出土している。

・縄文時代前期後葉（大木3～6式期）

大木3式から土器の量が次第に増加し、 5a式からは急カーブを描き6式でピークに達する。大木5a~

6式期には、調査区東の斜面に土坑が掘られ（墓擴として使用したと推測されるものがある)､調査区中央に

は大木6式期の住居状遺構がある。北側斜面の伊手川に向かってものを捨てていた。土偶や石剣類は出土し

ているが、なぜか映状耳飾はない。集落の中心は、調査区の南側にあったものと推測される。

・縄文時代中期前葉（大木7a～7b式期）

突然土器の量が激減し前期前半の状態に戻る。近くの大中田遺跡（第1表2）に移住したのかも知れない。

・平安時代

土師器坏の破片が2点出土しているので、近くに竪穴住居跡があったのかも知れない。

・近世以降

調査区南側に人が住み、調査区内でも水路を初め様々な地形の改変を行ったようである。

2．地域の中で

昨年岩手県における縄文時代の集落史を通観する中で（金子2001b)､前期後半から中期前葉までの出土

土器量、遺跡数の変動が、関東地方と東北地方（大木式分布圏）で丁度ネガ・ポジの関係にあることを改め

て思い知った。関東地方で激減する大木5式期から土器が急増し、壊滅的になる6， 7a式と多く、復活す

る7b式になると激減してしまうからである。この傾向は特に北関東で顕著なことから（今村1992)､人の

移動を考えたくなるが、今村啓爾氏は、土器型式の在り方から否定する（今村1997:p.58)｡確かに、該

期の土器は、基本的には自律的で系統的に変遷し他地域の影響を考える必要はない。しかし、服に落ちない

点もある。今村氏は、関東地方のそれを自然環境の変化に伴う人口減少の結果ととらえているようだが（今

村1992:p､86)､それが突発的な災害に伴うものでないなら（同上:p.113)､人は手をこまねいてただ死

んでいくだろうか。より良い環境に移動するのが自然ではないだろうか。土器製作のメカニズムもはっきり

と解明されているわけではない。土器の製作は土着民にしか許されていなかったという想定も今のところあ

り得ないことではないだろう。壊滅的な関東地方の十三菩提式が大木式に影響を与えている（稲野1991 :

p.4)というのも考えてみれば不自然な話である。時代や社会の変化時における人の移動は、他の時期に

も想定される（金子2001a)｡当該期の研究者の積極的なアプローチを期待したい。

参考文献

稲野彰子1991 「大木式土器にみられる球胴形深鉢について｣『北上市立博物館研究報告』 8

今村啓爾1992 「縄文前期末の関東における人口減少とそれに関連する諸現象｣『武蔵野の考古学一吉田格先生古稀記念
論文集一』吉田格先生記念論文集刊行会（協力立正大学考古学研究室）

1997 「縄文時代の住居祉数と人口の変動｣『住の考古学』同成社<2000年2刷を引用＞

金子昭彦2001a 『遮光器土偶と縄文社会』(ものが語る歴史シリーズ④）同成社
2001b 「岩手県における縄文時代集落の諸様相｣『第1回研究集会基礎資料集列島における縄文時代集落の

諸様相』縄文時代文化研究会
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1．暗褐色(lOYR3/3)シルトややもろい。

2．褐色(lOYR4/4)シルトややもろい。 I2

1．暗褐色(lOYR3/3)シルト焼土粒， こぶし大のレキ含む。

2．にぶい黄褐色(l0YR4/3)シルトⅣ～V層の再堆積。小石含む。

3.黒褐色(lOYR3/2)シルト焼土粒比較的多く、炭化物、 レキ～小石含む。

4.褐色(lOYR4/4)シルトⅣ層の再堆積。小石多い。

5.褐灰色(lOYR4/l)粘土質シルト

6．にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルト

mm程度の炭化物わずに含む。

0 1：40 2m

第7図第1号住居状遺構
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1 ． 2号

A A′

1．灰黄褐色(lOYR4/2)シルト 2周より暗く、炭化物含む。第1号土坑。

2.褐色(lOYR4/4)シルト汚れV層の再堆積。第1号土坑。

3.褐色(lOYR4/4)シルト汚れV層の再堆積。 2層より若干明るいか。第1号土坑．

4．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト固くしまる。汚れV層の再堆積。 3厨よりさらに明るいか。第

1号土坑。

5.明黄褐色(lOYR6/6)粘土V層粘土の再堆積。第1号土坑。

6.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト第1号土坑。

7．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト炭化物含む。別の土坑の掴土か。

3．2号
B

8.第2号土坑の5層

9.第2号土坑の6a層

10.第2号土坑の7層

11.第2号土坑の10層

12.黒褐色（lOYR3/l）シルトI闇と12燗の漸移間。別の土坑の覆土？

13.褐色（lOYR4/4）シルト V層のブロック、炭化物含む。別の土坑の覆土？

14.灰黄褐色（lOYR4/2）シルト V層の再堆積。別の土坑の覆土？

B′

2号

C C′

ｍ２

ｌ
０４●

●１０

1 ．にぶい黄褐色(lOYR5/3)砂質シルト石多。 7．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト

2．にぶい黄褐色(l0YR4/3)砂質シルト V層のブロック含む。 8．にぶい黄褐色(lOYR5/3)シルト根によるカクラン受けている。

3.褐色(lOYR4/4)砂質シルト V層の小さなブロック、石、 レキ含む。 9.褐色(lOYR4/4)砂質シルト V層起源の土、炭化物、小石含む。

4．にぶい黄褐色(lOYR5/4)砂質シルト V層起源の土多い。炭化物含む。 10.灰白色(2.5Y8/l)粘土V厨が粘土化したもの？

5．にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト V層ブロック多い・根によるカクランを受けていて、色調 11.明黄褐色(lOYR6/6)砂質シルト V周が根等によって汚れたもの。

場所により異なる。 12.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト粘性あり。根によるカクランと思われる。

6a.にぶい黄褐色(l0YR5/4)砂質シルト V層ブロック含む。 13.浅黄色(2.5Y7/3)粘土V厨が粘土化したもの。

6b､黄褐色(lOYR5/6)シルト 白色粘土のブロック顕著に含む。

第8図第1号～第3号土坑
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･第4号、 5号、 6号、 7号土坑

▲。⑥
〆

6号7号 〃
2号／

ダ

B⑥

｡B′

◎
4号

武ｰαミ8号

A′

:ﾖ芸 ＋

4．5号
A

ﾄｰｰL=133.900m
A

ヨ

lOYR3/4)シルト炭化物含み、灰白色(2.5Y8/1)のブロックわずかに含む。第7号土坑の

っていたが。

2.褐色(lOYR4/4)シルト炭化物含む。第5号土坑の覆土。

3.褐色(lOYR4/4)地に鯖降状に灰白色(2.5Y8/l)シルト V厨の再堆積。 3～5周は、よく似ている。

D42. 43F土坑の断面実測時には気づかず、 1層の一部と思っていた。

4.にぶい黄褐色(l0YR5/4)地に霜降状に灰白色(2.5Y8/l)シルト第5号土坑の覆土。

5.褐色(lOYR4/4)地に細降状に灰白色(2.5Y8/1)シルト第5号土坑の覆土。

6．にぶい黄褐色(lOYR5/3)シルト灰白色(2.5Y8/1)のブロックわずかに含む。第5号土坑の楓土。

7.明黄褐色(lOYR6/6)砂質シルトV層の再堆積。第5号土坑の覆土。

8.褐色(lOYR4/4)砂質シルトV層の再堆積。第4号土坑の覆土。

9.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト第4号土坑の覆土。

10.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト第4号土坑の覆土。

11.褐色(lOYR4/4)砂質シルト V届の再堆積。第4号土坑の覆土。

12.にぶい黄褐色(l0YR4/4)シルト炭化物含む。第4号土坑の覆土。

13.にぶい黄褐色(lOYR5/3)シルト第4号土坑の彊土。

14.にぶい黄褐色(lOYR5/3)粘土質シルト もろい。第4号土坑副穴の穏土。

0 1 ：40 2m

トー計一一一計

7．6号
B

トーーL=133.800m

一頁ニエ、ご－1

7号～5号の重複

f_Lg'33800L『′
B′

計

園
1．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト V層起源の砂、石多い。炭化物含む。

2．にぶい黄褐色(l0YR4/3)シルト 1厨とほとんど同じだが、V層起源の黄色いブロック含み

やや明るい気がする。

3a.にぶい黄褐色(lOYR4/3)粘土質シルトややもろい。V層起源の黄色い砂のブロック。

3b､にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト 2層とほとんど同じだが、やや暗い気がする。

4.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルトポソボソ。根によるカクラン。

5.にぶい黄榿色(lOYR6/4)粘土V層の一部？

6.灰白色(5Y7/2)粘土V層の一部？

1．にぶい黄褐色(l0YR4/3)砂質シルト第7号土坑のl層。

2.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト第6号土坑の2周。

3.にぶい黄褐色(l0YR4/3)シルト第6号土坑の3b園。

4.褐色(lOYR4/4)シルト粘性強い・第5号土坑のl層。

5.褐色(lOYR4/4)シルト第5号土坑の6層。

第9図第4号～第7号土坑
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1.暗褐色(lOYR3/4)シルト小石、土器小片多い。V層のブロック、炭化物含む。第14号土坑の覆土

2．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト小石～レキ多い・第15号土坑の鬮土。

3.黒褐色(lOYR3/2)シルト小石～レキ多い°V層のブロック含む。

4.黒褐色(lOYR3/2)シルト上面にレキ並ぶ。 3層より暗く、 V屑のブロック含まない。

5.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト汚れたV層の再堆積。

6.褐色(lOYR4/4)シルト霜降り状にⅣ層のブロック含む。

7.褐色(lOYR4/6)シルト小石～レキ多い・V層のブロック含む。

8．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト もろい。レキ多い°

9．にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルト V層のブロック多い・

10.暗褐色(lOYR3/4)シルト もろい。

11.褐色(lOYR4/4)シルト V層の再堆積。

12.黒褐色(lOYR3/2)シルトややもろい。

13.褐色(lOYR4/4)シルト V層のブロック非常に多く含む。

14.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルトややもろい。Ⅵ届の再堆領。

15.褐色(lOYR4/4)シルト非淵にもろい。Ⅵ層のブロック、炭化物含む。根によるカクランひどい。

第11図第14号～第16号土坑
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第17号、 18号土坑
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⑤ 17号
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調査範囲外 0 l ：40 、

トーートーヨ
⑨

A

14．17．7．8号
A

I====E1亘二 重
7号1B層

第14号土坑のl層.暗褐色(lOYR3/4)シルト小石、土器小片多い。V届のブロック、炭化物含む。

第17号土坑の2A風にぶい黄褐色(l0YR5/4)砂質シルト V層起源の粘土ブロック、砂多い。

第17号土坑の2層.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト V層起源のブロック、 レキ多い。第17号土坑の覆土。

第7号土坑のlB層.灰黄褐色(lOYR4/2)砂質シルト炭化物混じる。

第7号土坑のl闇.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト V層起源の砂、石多い。炭化物含む。

第8号土坑のl層.にぶい黄褐色(lOYR5/4)砂質シルト V層起源の砂多い。石～レキ多い。

第8号土坑の2層.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト粘性あり。炭化物含む。

17．18号
B B′

1．黒褐色(lOYR3/2)シルト木根によるカクラン。

2.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト V層起源のブロック、 レキ多い。第17号土坑の個土。

3．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト 2周に似るが、 V層起源らしい白い粘土ブロッ

ク？多く含む。第17号土坑の覆土。

4.暗褐色(lOYR3/3)シルト小石、 レキ多い・

5.暗褐色(lOYR3/4)シルト 4層に似るが、より明るい。

6．にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト 5層に似るが、より明るく， V届起源の土

最も多く含む。

7．暗褐色(lOYR3/4)シルト炭化物含む。

第12図第17号～第18号土坑
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･第19号、 20号土坑 ＋＋

号

＠
eA

ラ／~~~~‐1

0号

A′

引
A

ﾄｰｰL=134.400m

0 l ：40 2m

ー一計一一一計

1.褐色(lOYR4/4)シルト小石、炭化物多い。第19号土坑。

2.褐色(l0YR4/4)シルト l層によく似るがレキ、V層ブロック多い°第19号土坑。

3.暗褐色(lOYR3/4)シルト小石、炭化物含む。第19号土坑。

4.褐色(lOYR4/4)砂質シルトー部レキ多く含む。 1層に非常によく似る。

5.にぶい黄褐色(lOYR5/4)砂質シルト 4届とほとんど同じだが、V層起源の砂多い。ベルトの反対側の－部にある。

6.黒褐色(l0YR3/2)シルト レキ多い°

7.暗褐色(lOYR3/3)シルトややもろい。V層起源の土、 レキ多い。炭化物含む。

8.褐色(lOYR4/4)シルト 7脳とほとんど同じ。

9.褐色(lOYR4/4)シルト レキ、石ほとんど含まない。

a.第21号土坑のc層

b､第21号土坑のd周

第13図第19号～第20号土坑
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。第21号、 22号土坑
B′
③

22号
A

トーーL=135.100m
A′

計

2号2

◎C 1．暗褐色(lOYR3/3)シルト小石多い°

｡A′ 2.にぶい黄褐色(loYR4/3)シルト小石、v届起源の砂多い。 3層に似るが、

り暗い・

3.褐色(lOYR4/6)シルト汚れたV層の再堆禎。

4.暗褐色(lOYR3/4)粘土質シルト もろい部分あり。

5.黒褐色(lOYR3/2)シルト もろい部分多い。炭化物多い°

6.オリーブ褐色(2.5Y4/3)砂～砂質シルト レキ多い、V層の再堆積。西側0

部に存在。

7.褐色(lOYR4/4)粘土質シルトⅣ層の再堆積。

8．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト汚れたV層の再堆積。レキ多い°

9.黄褐色(lOYR5/6)粘土Ⅳ層の一部。

10.赤褐色(5YR4/6)砂質シルトⅣ周の一部。

11.明黄褐色(10YR7/6,2.5Y6/6)と灰黄褐色(lOYR4/2)の混土。砂V層が酸化l

ものと思われる。

よ

ｊ
ｊ
司
ｊ
ｊ
ｆ

サブ

トレンチ
A②

ー

津を
20号 た

21号

十 ＋一

21．22号
B

ﾄｰｰL=134.900m

。
ｎ
口

〃

Ｂ

計
Ｓｆ

S

根
S

”
ｓ
／

１
５
グ

－根
1 ノ

ご廷恭窒
a

S

e

3
f

S 8
8P CP CV

．．

a.にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト炭化物含む。レキ多い・

b,にぶい黄褐色(lOYR5/3)砂質シルト V厨のブロック、大きなレキ多い°

c、褐色(l0YR4/4)砂質シルトV層のブロック、炭化物含む。

d､暗褐色(lOYR3/4)砂質シルト粘性あり。炭化物含む。

e・明褐色(7.5YR5/6)粘土Ⅳ層の一部。

f,明黄褐色(lOYR6/8)砂V層の－部。

21号土坑土器出土状況

6
．土器 0 1：40 2m

トーーーートー－－c土

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌb土器

Q"

第14図第21号～第22号土坑
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A′

引
．第23号、 24号土坑 A

トL=135.000m

十 s根室s15

10－1

叩

『
ざ

11
S

》､＜香芝/；〃 8

,鰐(＆
4

:
14 ‐－s V

警歪8 ）”"S9 S

A③

婆厘跨

⑨
24

1．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト 15層よりやや明るい。

2.暗褐色(lOYR3/4)シルト焼土粒多鼠に含む。

3.褐色(lOYR4/4)シルト汚れV層。レキ多い。

4.黒褐色(lOYR3/2)シルト

5.暗褐色(lOYR3/4)シルトボソボソ。根穴。

6.暗褐色(l0YR3/3)粘土質シルトややポソボソ。

7．黒褐色(lOYR3/2)シルト

8.暗褐色(lOYR3/3)シルト

9.暗褐色(lOYR3/3)シルト

10.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルトややポソボソ。

11.褐色(lOYR4/4)シルトややしまり弱い部分有り。V厨の再堆積

石多い。

12.黒褐色(lOYR3/2)粘土質シルト

13.暗褐色(lOYR3/3)シルト

－－

▲
へ
人
４

Ｗ

Ｄ
″
、

〃
ケ

ノ
〃 〃 eA′
'

ノ

ノ
ノ

23号 グ

全

14.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト

15.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト

る。Ⅲ層か。

第23号土坑の顧土。

しまり弱い。 1層より渡く見え

24号2層中焼土

B′

-－1
B

ﾄｰｰL=135.100m

鶴
－多少

1.明褐色(7.5YR5/6)砂質シルト焼土。

2.褐色(7.5YR4/4)シルト焼土と思われるが､カクランを受け､汚れている

0 1 ：40 2m

－トーラ

第15図第23号～第24号土坑
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第25号土坑 ＋

掘

／ り
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A･③
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ｌ
ｊ

、
ｊ
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に〉 1

t 掘り

』すぎ
1
1

上層焼土調査範囲外

、
１
１
１
１

１

１

１

、

、

、

、

Ｌ
、
｜

、
一
一

、
、

、

口
〕

、
⑥

、
『

、
、

一
一

一

B"⑦

鍵
調査範囲外

0 l ：40 2m

A B′

司
B

トーL二135.700m
A

引L=135.600m

で三二

認ご夛ｰﾏ
⑤

『〆 6

、 。
4 ～一一二 S

1．褐色(lOYR4/4)砂質シルトⅣ～V層の再堆棡。

2．にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト レキ多い。

3.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト小石多い。V層のブロック含む。

4.褐色(lOYR4/4)砂質シルト

5．にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト汚れたⅣ～V層の再堆積

6．褐色(lOYR4/4)シルト 3層に似るが、より暗い。

1．明赤褐色(5YR5/6)シルト焼土。

2．にぶい黄樋色(lOYR6/4)砂質シルト

3.下の過柵の覆土。

第16図第25号土坑
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Ａ
③

｡第26号、 27号土坑

◎
l】 ソfI

■

ﾛ ﾛ ； !』

〃
ｏ
Ａ

0 1：40 2m

一一一催一一
26号

A

ﾄｰｰL二136.000m

A′

引

にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト小石～レキ多い・土器多い。焼土粒一部集中する所がある。

炭化物含む。

灰黄褐色(lOYR4/2)シルト粘性強い。炭化物含む。

黒褐色(lOYR3/2)砂質シルト V厨のブロック含む。

にぶい黄橿色(lOYR6/4)砂炭化物含む。汚れたV層の再堆積。実測した面の要にある。

1

２
３
４

27号
B′B

】I

麓

1．褐色(lOYR4/4)シルト汚れたⅣ層の再堆積。小石多い・

2.暗褐色(lOYR3/3)砂質シルト炭化物多く含む。

3.にぶい黄褐色(l0YR4/3)シルト汚れたV周の再堆積。レキ多い．

4.暗褐色(lOYR3/3)シルト炭化物含む。小石～レキ多い・

5.にぶい黄褐色(lOYR5/3)砂質シルト炭化物含む。汚れたV層の再堆穂。

6.灰競褐色(lOYR5/2)砂炭化物含む．V府の再堆積。

7．蝋褐色(lOYR3/2)シルl、 箙26}） ｜坑の:{間“

第17図第26号～第27号土坑
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29号、§

９
１
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３
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亘
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亘
巧

８
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２
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第●

⑤

◎
30号

A

ﾄｰｰL=135.300m

グ

Ａ

引

1.黒褐色(lOYR3/2)シルトややもろい。レキ、砂利多。 Ⅱ層

とⅢ層の中間的。

2．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト レキ多。本週跡の一般的な

遺栂の彊土。

十 eA'

29号

A

トーL=135.500m▲
－－－~、､

、
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ノ ノ
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－斗

延延二論一一
A③

29号

1.暗褐色(lOYR3/3)シルト砂利含む。一般的な遺櫛の覆土。

｡A′

／

、 、 ノ ダ
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、~~~ヰニーーーーー一一

号28

。
31号

A
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紬
吻
す
ぎ

ノ
ノ

A′

昼幻

〃

夕
〆

28号

A

トーーL=135.800m
A′

ヨ

1．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト レキ，土器多く含む。

2.暗褐色(l0YR3/3)シルト炭化物多く含む。

3.褐色(lOYR4/4)粘土質シルトⅣ閥起源の土多くふくみ、炭化物わずかに含む。

4.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト汚れたV層土。炭化物含む。

5.褐色(lOYR4/4)粘土質シルトややもろい。炭化物含む。

6.褐色(lOYR4/6)シルトややもろい。Ⅲ層か。

1．黒褐色(lOYR3/2)砂質シルト

2.黒褐色(lOYR3/2)砂質シルト 1層より暗い。

3.灰黄褐色(lOYR4/2)砂質シルトV層と黒土の混土。

4.にぶい黄褐色(l0YR4/3)砂質シルトややもろい。V層起源の砂を多くふくむ。

5.淡黄色(2.5Y8/4)地にまだらに灰黄褐色(lOYR4/2)砂

l ：40 2m0

踵室室重重二コ三二二三二二コ
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･第32号土坑 上面焼土Ａ
⑥

▲
１
１
１
１
ノ
ー
－
１
１

掘りすぎ
戸

鍾灘
一

〆
〆

＋
'

ダ

鯵
ｆ
ｊ
ｌ
ｌ

十 十

、

○

A′

A

トL二135600m
A′

引 1．にぶい黄褐色(lOYR5/4)砂質シルト炭化物含む。レキ多い。

lb､にぶい黄榿色(lOYR6/4)砂質シルト V層のブロック。

2.褐色(lOYR4/4)砂質シルト V厨の再堆積。

3.暗褐色(lOYR3/3)シルト炭化物含む。Ⅲb層の再堆稠。

4.暗褐色(lOYR3/4)シルト V届起源の土多い。

5.にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト 3層よりうすい。

･第33号、 34号土坑

A

トーーL二136.100m ゴ
カクラン

42号

▲
一一

一一一

〆一一一
ジ

グ

〆

夕
ダ

〆

1．にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト もろい。 I層に似る。拳大のレ

キ多く含む。

2.灰黄褐色(10YR4/2)砂質シルト V層起源の砂多く含む。

3.灰黄褐色(l0YR4/2)砂質シルト小石～レキ多い。 2層より暗い。炭

化物含む。

4.暗褐色(lOYR3/3)砂質シルト炭化物含む。土器多鼠に含む箇所があ

る。

5．にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト レキ最も多く含む。

6．にぶい黄褐色(l0YR4/3)砂質シルト V層起源の砂利含む。

7.褐色(lOYR4/4)砂質シルトややもろい。 6層より砂多いと思われる

が、同じかもしれない。

8．にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト 2層に似る。

9.黒褐色(lOYR3/2)シルトややもろい。 4厨に似る。

10.黒褐色(lOYR3/2)シルト非常にもろい。 9層とほとんど同じ。

11.明黄褐色(lOYR6/6)粘土質シルト固くしまる。炭化物わずかにふく

む。Ⅳ層の再堆積に小石が多く含まれたもの。

12.黄褐色(lOYR5/8)シルト固くしまる。 17層の再堆積と思う。

13.明黄褐色(lOYR6/6)とにぶい黄褐色(lOYR5/3)の混土。砂質シルト

部分的にもろい。Ⅳ層のブロック多く含む。

14． にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルトややもろい。砂多い。

15．浅黄色(2.5Y7/4)とにぶい黄褐色(lOYR4/3)の混土。砂質シルトや

やもろい。 14届とV届の混土。
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16． にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルトⅣ～V層の再堆積。

17．明黄褐色(lOYR6/6)粘土非総に固い。Ⅳ届と思う。

＋0 1 ：40 2m
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＋･第3
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引

A

トーーL=136.100m

1．黒褐色(lOYR3/2)シルト非常にもろい。根穴。

2.褐色(7.5YR4/6)砂質シルト第35号土坑焼土の残がい。

3．にぶい黄褐色(l0YR4/3)シルト 4層との違いは、よりシルト質の土であること。

4.褐色(lOYR4/4)砂質シルト汚れV層の再堆積。

検出面焼土

B B′

ﾄｰｰL=136.200m3

4 3

一宅訂

鍵”
ヨ⑨

S

1．黒褐色(lOYR3/2)シルト

2.褐色(lOYR4/4)シルトかたくしまる。小石含む。

3．にぶい赤褐色(5YR4/4)シルト焼土。 （V層が火を受けたもの）

4.黒褐色(lOYR3/2)シルト もろい。根によるカクラン？

l ：40 2m0
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･第36号、 37号土坑

37号16層焼土

十

37号

＋
36号

37号22層焼土

笥翰

蕊
､ご 詮守

A A’

一引トL=136.200m
カクラン カクラン カクラン

一

0 1 ：40 2m

11

1．にぶい黄褐色(lOYR5/3)砂質シルト炭化物、小石含む。

2.にぶい黄褐色(lOYR5/4)砂質シルト汚れたV周。炭化物含む。石少ない。

3.にぶい黄褐色(lOYR5/4)砂質シルト

4.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルト

5.黄褐色(l0YR5/6)シルトⅣ層起源のブロック多く含む。

6．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト炭化物、灰？含む。

7．にぶい黄褐色(lOYR5/3)砂質シルト レキ～小石多い・炭化物含む。

8.灰黄褐色(lOYR4/2)砂質シルト炭化物、灰？多く含む。

9.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト小石～レキ多い°

10.にぶい黄褐色(lOYR5/4)砂質シルト よごれたV層。レキ～小石最も多い。

11.黒褐色(lOYR3/2)シルト もろい。炭化物、灰？多く含む。

12.黒褐色(lOYR2/3)シルト レキやや多い．炭化物含む。

13.にぶい黄檀色(lOYR6/4)シルト V層の再堆稲。炭化物含む。

14.にぶい黄色(2.5Y6/3)砂V層のくずれたもの。

15.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト第37号土坑の概土。

16.明褐色(7.5YR5/8)砂質シルト焼土。

17.にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルトややもろい。小石、焼土粒ふくむ。

18.にぶい黄褐色(lOYR5/3)シルト V層のブロック、石、 レキ含む。

19.褐色(lOYR4/4)砂質シルト焼土粒含む。

20.灰黄褐色(l0YR4/2)砂質シルト もろい。炭化物多量に含む。一部焼土ブロック含む。

21.にぶい黄褐色(lOYR5/3)砂質シルト焼土粒、V層起源の砂含む。カクラン受けたもの？

22.褐色(7.5YR4/6)砂質シルト焼土。東側はカクラン受けているか。

23.にぶい黄褐色(lOYR5/3)砂質シルト V層の再堆積。 25間に非術によく似る。

24.暗褐色(lOYR3/3)シルト炭化物、焼土粒含む。

25.にぶい黄褐色(l0YR5/4)砂V厨の再堆積。 23層に非常によく似る。

26.にぶい黄褐色(lOYR4/3～5/4)砂質シルト 25層と24闇の混土。

27.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルト汚れたV厨の再堆積。
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･第38号土坑 ＋十
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1.暗褐色(lOYR3/3)シルト レキ多い。

2．にぶい黄褐色(lOYR5/4)～黄褐色(lOYR5/6)砂質シルト V層のブロック多・

3．にぶい黄褐色(l0YR5/4)シルト

4.にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト レキ多く含む。

5a､褐色(lOYR4/6)粘土質シルトⅣ間のブロック多°

5b､黄褐色の砂のブロック。南側にあった。

6.暗褐色(lOYR3/3)シルト炭化物含む。

7.暗褐色土。南側にあった。

8.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト下部に小石～レキ多い。

1．褐色(7.5YR4/4)砂質シルト焼土粒散る。

2.褐色(lOYR4/4)砂質シルトややもろい。 1層によく似るが、焼土粒なし。重複す

る遺構の覆土。

3.褐色(7.5YR4/4)砂質シルトややもろい。 1層より焼土粒多い。

4.赤褐色(5YR4/6)シルト焼土粒最も多く含む。しまりもあるが、 ここで火をたいた

のかは確信が持てない。

5.褐色(7.5YR4/6)シルト焼土粒二番目に多く含む。

6.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト 7層によく似るが焼土粒含む。

7.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト重複する遺構の覆土。

8.褐色(lOYR4/4)シルト重複する遺構の覆土。

9.褐色(lOYR4/6)砂質シルト V層に焼土粒が混じったもの。

第22図第38号土坑
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･第39号土坑

誰
▲ A′

引
A

トL=136.000m

A ｡

｡A′

＋
1.褐色(lOYR4/4)シルト拳大のレキ多。

2．にぶい黄褐色(l0YR5/4)シルトⅣ～V闇起源の土多く含む

3.にぶい黄褐色(l0YR4/3)シルト砂多く含む。

4.褐色(lOYR4/6)粘土質シルトⅣ～V周の再堆積。

5.にぶい黄褐色(lOYR4/3)粘土質シルト

6．にぶい黄褐色(lOYR5/3)シルト

7.明黄褐色(lOYR6/6)シルト

8.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルト非常にもろい。砂多い。

0 1：40 2m

トーーーヨー一計

･第40号土坑

A′

引
A

トーL=136.300m

11b

1．暗褐色(l0YR3/3)地に黄褐色(lOYR5/6)のブロック。シルト

2.暗褐色(lOYR3/3)シルトⅣ～V届のブロック、小石やや多い。

3.黄褐色(l0YR5/6)地に暗褐色(lOYR3/3)のブロック。粘土質シルト

4.褐色(lOYR4/4)シルトⅣ～V層のブロック、粒子やや多い。炭化物わずか

に含む。

5．にぶい黄褐色(l0YR5/3)シルト汚れⅣ～V層の再堆積。炭化物わずかに含

む。下面にレキ含む。

6.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト

7．にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト固くしまる。

8.褐色(lOYR4/4)シルトややもろい。

9.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルトややもろい。 5層に似るが、やや暗く、石

多い。

10.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルトⅣ～V層の粒子多。

lla､暗褐色(lOYR3/3)粘土質シルトややもろい。炭化物含む。

1lb.にぶい黄褐色(lOYR4/3)粘土質シルト lla層よりⅣ～V層の粒子多く、

明るい。

12.黄褐色(lOYR5/6)地に暗褐色(lOYR3/3)混じる。粘土質シルト

13.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルトⅣ～V層のブロック含む。

14.にぶい黄褐色(lOYR5/3)粘土質シルト炭化物最も多い。

15.黄褐色(lOYR5/6)シルト もろい。Ⅳ～V層の再堆積。

16.にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質シルト炭化物わずかに含む。

17.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルト

第23図第39号～第40号土坑
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･第41号土坑 A′

計
A

トL二136.500m

1.暗褐色(lOYR3/3)シルト炭化物､焼土粒含む。

2.黄褐色(lOYR5/6)シルト汚れたV層の再堆積。

3a,暗褐色(lOYR3/4)シルト固くしまる｡炭化物､V層起源のブロック含む。

3b・灰黄褐色(lOYR4/2)シルト炭化物含む．V層起源のブロックなし｡3層のうち炭

化物が多い部分。

4.にぶい黄褐色(lOYR4/3)粘土質シルト 3a層に似るが､よりV層起源の土多し。

5.褐色(lOYR4/4)シルト汚れたV層の再堆積｡4層よりやや明るい。

6.黄褐色(lOYR5/6)砂質シルト固くしまる｡汚れたV層の再堆積。

7.褐色(lOYR4/4)シルト固くしまる。

8.灰黄褐色(lOYR4/2)地に黒色(lOYR1.7/1)のブロック｡粘土質シルト炭化物最も

多く含む。

9.にぶい黄褐色(lOYR4/3)粘土質シルト炭化物含む。

10a､褐灰色(lOYR4/l)粘土質シルト炭化物2番目に多く含む。

lOb,褐色(lOYR4/4)粘土質シルト 10a層の続きと思われるが､炭化物ほとんどふく

まない｡9層に似るが､それだと不自然なので作った層。

11.褐色(lOYR4/4)砂質シルト炭化物含む｡汚れたV層の再堆積。

12.黄褐色(lOYR5/6)砂質シルト V層の再堆積。
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あにぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト根多い。い層に似るが、よ

り暗く見える。第43号土坑の覆土？

いにぷい黄褐色(lOYR4/3)シルト第43号土坑の覆土？

うにぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト第43号土坑の2層？

え褐色(lOYR4/4)砂質シルト V層の再堆積。石多。第43号土

坑の3b層？

お黒褐色(lOYR3/2)シルト第43号土坑の5層。

かにぷい黄褐色(lOYR5/3)砂質シルト石多。第43号土坑の覆

土。

き暗褐色(lOYR3/4)シルト第43号土坑の覆土。

く暗褐色(lOYR3/4)シルトか閥とほとんど同じ。き層の不自

然さを解決するためにつくった。第43号土坑の覆土。

け暗褐色(lOYR3/3)シルト第43号土坑の覆土。

こ褐色(lOYR4/4)シルト V層の再堆積に黒土が混じったもの

だが、地点によってその混じり方大きく異なる。第43号土坑の

7b層。

さ暗褐色(lOYR3/4)シルト V層の再堆積？石少ない。第44

号土坑の1層。

さ－し暗褐色(lOYR3/3)シルト炭化物わずかに含む。さ層と

し厨の中間的で色鯛はし層に近く、性状はさ層に近い。最初は

さ屑の一部で第44号土坑に含まれると考えていた。第42号土坑

の覆土。

し暗褐色(lOYR3/4)シルトかたくしまる。石多。第42号土坑

の覆土。

す暗褐色(lOYR3/3)シルト レキ多。第42号土坑の覆土。

43～42号の重複
A

催L雲136.200m
A′

一計

42号土抗
44号土抗

S43号土抗

1．褐色(lOYR4/4)シルト

2.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルト l層に似るが、より明るい。

3a周に非常によく似ている。

3a,褐色(lOYR4/4)シルト レキ多い°V層起源の土多い。

3b､にぶい黄褐色(lOYR5/4)砂質シルトV層の再堆積。

3c、にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト石非常に少ない。

4.暗褐色(lOYR3/3)シルトややもろい。

3c－5.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト根によるカクランのため

か、 3c厨と5厨の土が混じっており、 3c層と5層の層順に

疑問を感じたためにつくったが、やはり3c届の一部と考え

て良いようである。

5.にぶい黄褐色(lOYR4/3)シルト汚れたV闇の再堆積。

6.暗褐色(lOYR3/3)シルトややもろい。炭化物含む。

7a､黄褐色(lOYR5/6)砂質シルト 7b層のうちV層起源の土

が集中した部分。

7b,にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルトV厨起源の土と暗褐色土

の混土。

8．Ⅳ～V層がくずれたもの。北側と南側の一部に存在。

9.暗褐色(lOYR3/3)シルト もろい。

10.にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルトV層起源の土含む。第45号

土坑の覆土。

11.暗褐色(lOYR3/4)シルト 10掴によく似るが、より暗い。第

45号土坑の穏土。

42号
C′C

可 】I

Eg

、

42号
D

トーL=136.000m
D

引

1.暗褐色(lOYR3/4)砂質シルト小石多い。当初第44号土坑の騒土と考えていた。北東隅の一部に存在。

2．にぶい黄褐色(lOYR4/3)～黒褐色(lOYR3/2)砂質シルト レキ、土器多く含む。炭化物含む。

3.黒褐色(lOYR3/2)シルト炭化物含む。

4.褐色(10YR4/4)シルト小石多い°

4b､にぶい黄褐色(lOYR5/3)シルト 10間と4層の混土的。

5.暗褐色(lOYR3/4)シルト小石多い。

6.灰黄褐色(lOYR4/2)シルト小石多い°炭化物含む。

7.黒褐色(lOYR3/2)粘土質シルト殿も黒い。

8.黄褐色(2.5Y5/4)砂V間の再堆禰。

9.褐色(lOYR4/4)シルト レキ多い°Ⅳ～V層のブロック含む。

10.明黄褐色(lOYR6/6)シルトⅣ～V層の再堆積。第34号土坑の11層。

11.にぶい黄色(2.5Y6/4)砂V層の再堆積。

12.明黄褐色(lOYR6/6)粘土Ⅳ層の再堆積。第34号土坑の17層。

13.にぶい黄褐色(l0YR5/4)シルトⅣ層のブロック、小石含む。

14.明黄褐色(lOYR6/6)砂質シルト V～Ⅵ層の再堆積か、そのもの。 （後者の可能性が高い｡）

･第46号土坑

＋

▲
A

トL=136.400m
A′

－－1

、 〆
AC

1．黄褐色(lOYR5/6)砂質シルト固くしまる．小石を多く含み、 レキを含む。V層の再

堆積。
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･第1号溝跡

、
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GB′

＋

B③
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＋ 十

L=136,300m

B B′

卜計

L=136,300m

A A′

ト斗

丁エヌ，

⑧A′

⑨
Ａ”一

灰黄褐色(lOYR4/2)シルトややもろい。Ⅳ～V層起源の粒子、ブロック含み、小石わずかに含む。Ⅲ層‘

うよりⅡ閥に近い。

にぶい黄褐色(lOYR5/4)シルト固くしまる。Ⅳ～V層起源の粒子、ブロック含む。石はほとんど含まない

色Ⅱ

(lOYR4/2)シルトややもろい。Ⅳ～V層起源の粒子、ブロック含み、小石わずかに含む。Ⅲ層とい

閥に近い。

1

2

調査範囲外
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1 ・q
L Qu l ()c、1 1

本文
記載

内 ｜向i
(凹頼など

‘'： 考川外面（文様・装飾、地文・原体など）器利I ・部位㈹

一

訓

蝿

一

瀦

一

劉

妬

一

妬

一

”

鍬

一

調

一

帥

別

一

塊

出_l:地点･仲1位

c l:器､ ' 11(1 1器､ 1 j1 ． 9肘？ 深鉢(l/3A'1） I｣癖l淵(liり返し？）／州lIl職lfkナナメ刻'三|／》|搬竹11;状［恥による文様・ボタン状貼{､1文／LRナナメ ミガキ

・ 9層？ 深鉢・ I叩|部 LRタテ、ナナメ、ボタン状貼付文→半裁竹椅状工典による文様 ナデ(丁寧）

・ 9屑？ 深鉢. ｜ |縁部 口唇：竹軒状刺突11／Ll ：竹祷状嚥'1突11 ．半雄竹欄;状T具による文様 ナデ

’ 91稗？ 深鉢 l｣唇：刻11ダ11／1 1～111リ ：股|l落ひどい・典lII I 11 .LRナナメ？ ナデ

・ 9層？ 深鉢・ I |縁部 U唇部突起？、 口縁部肥厚、盲孔 ナデ

・ 91｢グーl lIiイ 深鉢・ IldI部 LRナナメ→深く太い沈線 ナデ

クリーニング 深鉢・ I l縁部 1 1～頚部：無文／I1il ：LRヨコ、ナナメ ナデ

a土器 深鉢・ ''1部(l/燗） RL？ヨコ、ナナメ ナデ

［'土器

・ 3川,i 深鉢･腓1部 大きめの淵｛状突起・ iiillillI絡5 （R？）ナナメ ナデ？

’ 3層 深鉢・ '11部 RLヨコ？→半裁竹智状工具による文様 ナデ

･ ’1層 深鉢・ '-1縁部 波状口縁頂部外1mに環状貼付文・単軸絡1 （L） タテ ナチ

外IrI iススイ､lｲ,'i：

外I､ｽｽ付耕

胎l:イ,.多い

白い砂混入・外、スス

白い砂混入

白い砂混入

F1い砂捉人

|Ⅶスス|､鯖, 29と|可 .

28とM-llI1休

日いり混入･ I縦ひどい

日い砂混入･内齢l瀞

内外1mスス付着

用F

1)．HD坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑

土
土
土
土
土
土
土
土
上
土
上
土

凶
げ
巨
万
巨
石
酉
弓
口
弓
口
弓
口
巧
ロ
百
口
百
口
筍
口
弓
ロ
ヴ

ワ
出
ワ
】
？
】
２
？
］
２
，
】
ｎ
ｊ
ｎ
ｄ
ハ
リ
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

鯏
第
第
第
第
第
鯆
第
輔
輔
第
第

二
詩

第37図土器（3）
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脚
h{35

41

1
1

r/38

９３

り
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
‐

’
一

41

(） l ：3 10cm

叩
一
一
粥
一
制
一
弱
一
節
一
師
一
銘
一
洲
一
伽

弧
一
蝿

出上地,'‘'､< ・ル杣 ｢人l IAI
(調擦など）

器祁・部ｲｶ 本文

lid紺
外lfli （文様・装飾、地文・ ルj(体など） 備 考

心
リ

、
Ｌ

巾
‐

口
旬

ハ
Ⅱ
）

叩
／
】第く“

Ｌ肋
器
器
器

肘
半
半
上
肘
ｔ
土
土

２
南
南
号
８
ｂ
ｂ
ｂ

Ｏ２

坑
坑
坑
坑
坑
第
坑
坑
坑
坑

士
土
土
土
土
一
ｋ
ｋ
土
土

哩
け
ロ
与
口
弓
口
弓
口
可
口
言
凹
句
口
ご
ロ
言
ロ
ヴ

が
、
〉
７
１
Ｑ
Ｕ
○
０
〈
凹
型
ｎ
判
り
ｎ
Ｍ
ｑ
ｉ
Ｌ
１
４
ｑ
Ｉ
Ｊ

１
１
今
１
４
Ｏ
Ｉ
Ｌ
・
１
１
１
↓
Ｊ
Ｉ
Ｌ
り
ぬ
、
色
切
竺
ｎ
卓

輔
輔
第
蛎
鯆
第
輔
輔
第
輔

深鉢・頸～Iliil部 l l : ii'i節（R？） ヨコ／jll1 ：組紐（,－ ． ｜各

球胴深鉢？ . ｜ l波頂部 LRヨコ→1 1雌‘滞貼{､j・ （kに竹摘:状巾1突列）

深鉢・口縁部 太く深い沈線

深鉢・ IiiIil部 LRヨコ、ナナメ

深鉢・ルi1部 1.1ミヨコ

深鉢’ 1111部 LRヨコ→半裁竹管状工具による文様

ル]部 RI"ナナメ

深鉢・ ’ '縁部 突!起下盲ｲL ・半数竹植:状':典による文様

深鉢・底部 底血：ナデ（丁寧）

深鉢(l/4周弱） 1 1 ： |唯帯状（上に太く深めの沈線、盲孔）

' 1 ： ボili節（R？） ヨコ／jll1 ：組紐（1- . ｜各

太く深い沈線

1.1ミヨコ

突!起下盲ｲL ・半数竹植:状1:典による文様

1 1 ：降榊状（上に太く深めの沈線、盲孔）

2本）ナナメ

？
．

一
テ
ヂ
／
ニ
ノ
ー
テ
ー
テ
デ
／
デ
″
一
テ
ー
ナ
ニ
ノ

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

白い砂混入､臘維なし？

日い砂混入．やや摩耗

やや摩耗

内{､摩耗，天地逆？

内1mスス・外旧i剥蒋

外lrliスス付着

内向スス付着
内i力jド部ただれ| ,,45／斜縄文→頸部ナデ

第38図土器（4）
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l
l

fI
45

6

I

47

l ()〔.、( ） ｜ ： 3

’
本文
記載

内面
期畷など)

備 考外面（文様・装飾、地文・原体など）器械・部(1)出土地点･ I↑引ウ恥

拝
一
汚
一
汚
拝
一
存
一
存

外IfIiスス{､1粁 I).45

外|、糸'1藩ひどい

外1m霞All蕗

RLﾅﾅﾒ？→Wjt竹杵状1典による文様

1 1 ：無文（ナデ）／LRタテ→半裁竹符状工典による文様（頚部も）

RLタテ？→､ドルR竹1γi;状［具？による文様

深鉢・肺1部

球IliIi]深鉢系(3/4脚）

深鉢・ Il I ]祁

淡鉢・ 11,鮒|｛

深鉢・底部

球胴深鉢(肋l一周）

43朔21号土坑l〕上器

44第21号土坑cL器（(1 1州

,15 鰯2]局･上坑 （ ｜ ｜器（( l『‘i）

,16 館21 )ﾅ上坑 （I 上器（(1 1W）

47 第21号土坑e上器(c上器ド半の東隣）

48 第21号土坑a l2器

底部～庇1m：ナデ

|H1部ド部：繩又‘？／庇部{､i近：ナデ／底面：網代り良→ナデ
－
０
戸
３

‐
４
０
４

ｐ

ｐ

白砂混入･岫ｽｽ|帽

' 1～F燗硝l淵ひどい'1 1形突起4jii､位／11111 ：RLタテ→半裁竹荊:状T典による文様・ボタン状貼(､1文

第39図土器（5）
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峅
州
Ｈ
Ｍ
Ｈ
ｕ
Ⅷ
ｕ
州
引

刀
〃
〕
／

ノ
ハ
ソ
ノ
Ｉ

0

亀

‘
9

『一八

0匹

I－ごi5@
７

ゴ
イ
」

〃

‐
1 I

－

－’

９５

１
、
Ｉ
ｌ
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‘
ｆ

A

6

7

、雪ブt,
、

霞難

、／『

〃
lI

ノ/60

l ； 3（） 10cm

内 Ihi
(凋擢など）

文
化

水
肥

出上地点・層位

坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑

。
△
△
一
二
一
二
』
一
一
一
二
“
や
“
ロ
一
二
一
◇
↓
一
一
一
一
。

ｌ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
土
卜

Ⅱ
Ｕ
円
ご
ロ
万
ロ
ヴ
画
言
哩
弓
口
Ｕ
ｕ
Ｕ
ｕ
巧
口
匂
口
匂
口
巧
口
筍

１
１
１
１
１
．
１
２
３
ｏ
Ｄ
０
咄
‐
４
４
４

リ
】
ソ
】
ク
】
リ
】
，
』
ワ
程
ワ
】
リ
】
ワ
］
リ
】
ワ
】
？
】
り
】

輔
輔
第
鯆
第
第
輔
輔
第
輔
第
第
輔

叱
佃
則
刷
馳
識
別
弱
冊
研
弼
弱
帥
刷

器種・部位 外I、 （文様・装飾、地文・原体など） 備 考

〔1 1仲

I）I1

b胴

c岡

clW

第22号上坑①

.11F1

球111曲l深鉢(l/豊l周以ド）

深鉢。 ｜ ｜絃部

深鉢・ '1面1部上半

深鉢･ ’'1部

深鉢

深鉢・口縁部

底部（ ・"ij）

深鉢・底部(l/3周）

11‘蝿部(l/4周弱）

深鉢・底部

深鉢・ ’'11部

深鉢・口縁部

深鉢・底部

'突起|寺！‘I皿ｲL／'二 I緑雌,榊状／llllil ： 1 ，Rヨコ→､ド雄竹制:状I:典による文梯

| ｜絨肥lリ／鮒IIlく深い沈線

LRヨコ､ナナメ→隆帯( l啓に刻目)

痔
一
拝
一
存
一
痔

Ｆ
踊
りｊ

繩粥ｉ卜

惚
〃

＃側
Ｘ

・
ル
Ｘ

ｉ
・
ｌ

－
１

，
０
口
卜
Ⅱ

リ
タ

LRナナメ→､卜裁竹楢:状工!↓による文様

＊1 1縁部貼{､1．文

台形突起？／RLヨコ→C字状貼付文

白い砂混入

外面スス'内醗雛龍

雑

一
ナ
ー
ナ
ー
テ
ー
ナ
ー
ナ
ー
ナ
ー
プ
ー
ア

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

底I‘flI~11,“11 ；ナテ

庇部：ナデ／庇|｢|i ：網代j｣X→ナデ

（外|抑擢粍）

LRタテ

LRヨコ→半裁竹管状［典による文様

|ﾉ11mススイ､｣着

Iﾉ､Imi黒色帥
帥
一
恥
一
稲

山形突起／口縁隆帯状／LRヨコ→半裁竹管状工具による文様→口縁ナデ

Iil lさHli ：RI.？ナナメ／底部～庇lrii ：ナデ 噸スス‘外面二次I誠

第40図土器（6）
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〃
ノ'γVﾊﾍ

0．

ト

轆識溌溌識

鐘心､入或減

lOcnll ・ ‘』
L ① 4J

I ）

Iﾉ､1 面

(凋憾など）

本文

耐[』城lllii 必外li1i （文様・装飾、地文・原休など）器郁・部位州11地点・屑位岨

他 緬ｽｽ‘間<欺鰄？LRヨコ、ナナメー→口～頚部ナデ ただれ

郡,IiIll絡， （R？）ナナメ→人く深い沈線 ナデ

, , ,形突起／, ,紘降州:状．突I哩,<に澱い門ｲL／､'裁竹梢;状' :典による文様 ナデ

Ll縁:無文／lllnI :単軸絡1 （R） タテーナナメ ナデ(雑

, , ,形突起／, ， ：隆帯貼ｲ､,.（kに{Illl lmj ,ﾐ痕)／胴：ボタン状貼{､i→半栽竹管状工具による文様ナデ

,」 ：無文／岬, ： iii軸絡， （L）ナナメ ナデ

ロ唇：抑圧列／口：無文／胴：結節回権？ ナデ？

lllliI ：LRナナメ／底面：網代艇？→ナデ ナデ

深鉢(l/4周弱）

深鉢・ ’'1部

深鉢． ｜ |紘部

探鉢. L｣縁部

深鉢・ LI縁部

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢・口縁部

深鉢(l/4周弱）

第24号土坑・ 31吋？

第24号土坑・ 3仲f？

輔24)｝上坑・ 7M

第24号上坑・ 8～13層

第24号？、範33号？上坑

第24弓上坑カベM}し

第25号土坑」上半

第26号士坑a上器（ l層）

鯛

一

鯏

鮖

齢

一

脈

肥

的

||形突起／| |紘降州:状・突I哩|<に澱い門ｲL／､MR竹梢;状| :典による文榔

Ll縁:無文／lllnI :単軸絡l (R) ﾀﾃｰﾅﾅﾒ

外lrIjスス付ｲ'鰯f

岫鼎､I嚇仁伽鰄?）

内外I、スス付牌p､45

白い砂・内外面l緊耗

外IIIj lスス､下日い

第41図土器（7）
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ぐ麓

!I 樋 雪

瀞霊…

1
’3

(･盈重舞奏罰

l7q
1J

２

翌、

漣 78

7

( ｝ １１Ｃ
〈
Ｕｌ

出土地点・ 1W位 内 ｜m

(凋蛾など

本文
妃仙

器械・部位恥
一
一
刈
一
利
一
氾
淵
一
別
一
祁
一
祁
一
”
｜
沌

外|、 （文様・装飾、地文・原体など） 備 考

坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑

上
土
士
上
土
土
上
土
土

号
号
時
吟
号
号
号
号
号

ハ
リ
《
ｂ
毎
Ｉ
Ｒ
〕
Ｒ
〉
Ｑ
リ
ハ
リ
１
１

７
】
９
』
り
富
川
色
リ
】
り
〕
、
５
ｎ
Ｊ
小
。

鯆
第
飾
蛎
鋪
輔
第
第
第

I)上器（ l層）

l層

l層

2h､'1

2層

l屑

l lW

l層

l屑

深鉢(l/8脚）

深鉢・ '11面I部

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢・ lil部

深鉢(l/3周弱）

川I部

'''11部

深鉢・ LJ縁部

深鉢・ I I縁部

IIlIiI ：LRナナメ／底部{､l近：無文／底面：網代痕？

RLナナメ？→半裁竹管状工具による文様

I |唇；抑' 1ﾐ ﾘ／1 1 ：無文／IllI1 ： iii軸絡1 （R）ナナメ

LI 』ナナメ‘ﾉ→細く蝿いl1Ili{､1文

口唇：抑圧列／単軸絡1 （R）ナブーメ→貼付文（上り' |リモ)、u縁ナデ

原休不IﾘI （オオーバコ同蛎文？？）

｣);(体不11ﾉ1

1 1縁降帯状／LRタテ？→上部（u縁～頚部）ナデ

' 1 ：無文／Ii1 ：LRナナメ

一
互
春
一
存
汚
一
汚
一
痔
一
存
一
痔
一
存

|恰土石多い

|ﾉ､l外'､スス付叩'i

lu"'5
内|mｽｽ

胎土石多い・整形離

幣形雅・外面スス

第42図土器（8）
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蕊曇総濠苗癖唱導準灌鍵舞掩伊

塾費

瀞

嶮

↓
1
1

L,;;'I
； ：§.#北

織I

ﾉ

、

~Y､l81鋒畢;燕

卜

1，

.塒

l ：3 1()c、(）

本文

l;d城
内 ｜、

(I閲雛など〕
備 考外1m （文様・装飾、地文・ Ij(体など）器械・部位出土地点・ I簡仙恥

一
一
測
一
帥
一
別
”

拝

一

拝

存

拝

下剤ﾛ左|始曲から雛|｣唇：押圧列と波状貼{､1．文／| l ：無文／胴：LRヨコ→貼{､1文（波状）深鉢(IllIil l/41:11）

深鉢． illlij部

深鉢．口縁部

深鉢． ｜ I縁突,腿

坑
坑
坑
坑

上
上
上
ｋ

口
巧
脳
々
圃
巧
、
可

１
１
１
‐

３
３
３
３

節
堀
輔
輔

lル1

1＃1

2屑

iﾉ1，スス{､l ｲｲf

外面口縁累'1落

LRヨコ、ナナメ

| |縁降帯状／1 1縁～頚部：雌文／LRナナメ

ト1m尖った棒状正叫による州||く深い山ﾘ突'1

第43図土器（9）
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一

霧

85

88

岬
″
峰

､r

, ‘ F

，

91

l ：3 l()L･、1 1

↑寛文
id職

|人1 1m

調轆など）
ⅡI上地点・層位 器fin ･部位 外IfIi （文様・装飾、地文・原休など） llWi 考恥

一
一
部
一
剖
雛
部
一
説
一
甜
一
鋤
一
伽
一
例

坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑

ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｔ
ｉ
ｋ
Ｌ
ｔ

一
一

一

１
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
土
Ｊ
Ｉ
ｆ
ｌ
ｆ
ｌ
Ｊ
１
ｆ

Ｉ
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
型
プ
１
Ｊ
１
Ｊ
１
丁
１
Ｊ

１
１
、
／
】
ハ
ム
⑪
色
、
色
川
強
１
４
昊
』
バ
リ

叩
旬
叩
９
９
⑩
、
く
ｕ
９
Ｊ
小
旬
９
Ｊ
⑫
』
ｑ
叩

輔
輔
輔
輔
輔
輔
輔
第
第

'|ル1 1:lili？

l～lb層

l～1b層

l～lb肘

4層

l層

l層

深鉢(Iill/41liil）

澱鉢・ ' 1緑部

深鉢・底部

深鉢・ ’ 1級部

深鉢

底部('/2ﾙｯ強）

ル1部

深鉢

深鉢(l/2周弱）

LRヨコ、ナナメ→､|ﾘit竹制:状［典による文様 （＊ ’ 2部駝似1 1紬）

l｣唇：蛇行状貼{､1文／| |線：大きめの蛎状突起

LRナナメ／底部～庇lrli ：ナデ

ヒ血桁''1形突起（ ｜ ､に太く没めの' '1刺突、 ［'1典は深い）／格j名状11,1i｛､1文（ |ざ水平沈線）

[｣～頚部ナデ→LRヨコ→細く短い貼付文

底部～底而：ナデ

iii軸絡1 （I.） ヨコ

ロ～頚部ナデ→単軸絡1 （L） タテーナナメ

| |縁波状（4） ？／1 1縁：降僻状（上に指頭状D字形押j iﾐ |l）／|＃l ：LRタテ

一

万

齪

汚

幟

汚

存

一

瞬

一

拝

一

万

,憎みあ|） ・外'''1スス

峠駝ひどい

Iﾉ11｢|肌・ ］／l鰯

l瀧粍ひどい I).45

外1mスス、剥落

摩耗

摩耗

内雌艫,外ﾛｽｽ､轆

外1mスス2層

第44図土器(10）
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１
１ 藩
94

95

害、

鴬

Ⅱ lOclll

1

l

本文
iLl 1仙

｜Al Im

(測憾など）
外1m （文様・挫飾、地文・ Ijji体など） (Iiii 必．器械・部位川土地‘'ﾉ､{ ・ I‘f他叩

一
蛇
一
粥
一
例
一
妬
一
恥
一
Ｗ
蛇
蜘

雑
雑

一
テ
ー
テ
ー
ナ
ー
ア
ー
テ
ー
テ
ー
テ
手

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
十

lllliI ：RLタテ（末端も）／底部：ナデ／庇1m：網代狼→ナデ

,lIli] ； ， ‘タテ：庇部：ナデ／底而：網代り良→ナデ

R,，タテ→､|ら敗竹智状工具による文嫌

1 , 1形突起卜.に太く深い(指頭による？）盲ｲL/半殿竹彊;状工具による文様→指頭による？太い沈線

iii軸絡5 （L） タテー→結節タテ （＊ド判' '接合面からの乗''離）

u絃ド人く深い沈線／太く深い沈線（棒状' :典） による文様

LI縁降帯状／I｣縁下半裁竹管状工具による刻目列／太く深い沈線(棒状工具？）による文様

1 1縁降榊状／頸：LRヨコ→文様／半餓竹梼状工具による2条一組の刻｢i リ

内面スス･外lii嘩耗 ').45

内外Ⅲススイ､iｲ‘'『 ,) ,15
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑

土
ｋ
上
士
士
上
土
土

口
ご
Ｈ
ワ
皿
●
〃
〕
筍
ロ
唖
凹
舎
勺
口
可
ロ
筍

６
６
６
６
６
６
６
６

３
３
３
３
３
３
３
３

第
輔
鯏
第
鯆
鯆
第
第

深鉢(底5/6周）

深鉢(底2/3周）

深鉢・Iil部

深鉢(l/4周弱）

深鉢(l/5周）

深鉢。 L｣縁部

深鉢・口縁部

深鉢・口縁部

内I、隙粍

外胴Iススイ､lｲ,『

眺綴→ナデによるつぷｵ1 1).45

波状1 1縁

第45図土器(11）
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00

03

I
盤
、
７

縛鐙亭
･ヘヴ

軍
q

噸
畠
４

5

107
6

10

l ：3 10cm1 1

’ l

内 IilI
(潤犠など）

本文

向｡鞍
出土地点・層位 器械・部位恥

一
一
皿
叫
帷

幽
叩
一
噸
一
ｍ
一
皿
哩
皿
叩

外1m （文様・装飾、地文・ ル;〔体など） 附 考

？
．
？
．
？
．

坑
坑
坑

上
土
土

巨
万
ロ
弓
ロ
筍

７
７
７

③

３

３

３

第
第
第

？
？
？
．
①
②
②
③
③

坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑

上
上
土
ｔ
ｌ
上
止
上
土
土
ｋ

ｕ
び
い
〃
瞬
句
ロ
筍
Ⅲ
ワ
ロ
百
四
げ
い
Ｕ
ｐ
筍
口
筍
叩
ヴ

６
６
６
６
６
７
８
８
８
８
８

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

節
蛎
蛎
鯆
鯆
節
第
蛎
第
第
鯆

深鉢・ I |緑部

深鉢｡ | |縁部

深鉢(l/5A11）

深鉢・ '1111部

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢・ ’'111部

深鉢・口縁部

縦鉢・ 111,i1部l私半

深鉢(l/4周）

深鉢・口縁部

深鉢・ ’ 1縁部

口縁：降榊状（ '二Rナナメ？）／頸：Rナナメ？→ナデ 雑
，
‐

デ
デ
燐
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ

ナ
ナ
ミ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

1 1縁： |職H;状（ | iLRヨコ→ナデ）／猟：ナテ

LRタテ、 ヨコ （一}‘flI羽状）

LRナナメ→半批竹禰:状下具による文様

LRタテ、 ヨコ （一}‘flI羽状）

外lfl iスス{､lｲ'f

外IiiI群f ・内|､スス

| |縁|蹄州:状/l i"|､. 』'4般竹符状 ｢:1 Lによる賞ll l lダ'1／太く深い沈線(棒状1:ルノ ）による文様

単軸絡1 （R）ナナメ

ロ縁：峰帯状（上太く深い沈線による文様）／頸：太く深いD字形刻日列

外I、スス付ｲ'『？ p,45

外而最'1蕪

深めで乱れがちの蛇行沈線／LRヨコ、結節ヨコ

u内I削：突起内？二重弧沈線、その他竹管状刺突列2条／口縁隆排上／太く渋めの沈線による文様

口縁隆帯上→頚部RLタテ→口縁ナデ／太く深めの沈線

Ll縁；降榊状（ |君に非術に太く深い沈線）／頭r l"Rナナメ？

駕起？剥階･外面スス p,45

外面摩耗剥落

第46図土器(12）
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'γ1 111

ﾉ

1 14

、 /／
ノ1 15

ロ

I
～～ 17

19

l ：3 l()cll〕(）

本文

氾,liR
内 1m
(,洲樅など）

iIiii 当外1m （文様・装飾、地文・Mi体など）緋'1 ．部付出｜:地点･岬榊恥
一
一
山
一
叩
岬
一
Ｍ
｜
順
一
鵬
一
脈
｜
鵬
一
山

ナデ

ナテ

ナデ

ナデ

ナテ

I獺粍

ナデ

ナデ(丁寧）

ナデ

3M3/7,04/7で1W) lけ

外Irli咋耗ひどい

'ﾉ､l lfljややただれ

Iﾉ､I IiI刷然

外1，摩耗

L|絃：降拙状（太く深めの沈線）／蝋：LRヨコ→1 1緑|くナデ節38Mth'[③、 I 1i1 ． 3層

節38号上坑. l屑

鯆381j l:坑・ l府

鯆38}J･上坑・ 3層

第38号土坑・ 3層

蛎38}j･ I:坑・ 4層

輔38弓･上坑・ 4層

鯆38号上坑・ 4層

鯆洲}]上坑・ 4府

深鉢(伽l/51‘lil）

深鉢． | |縁部

維鉢･ '1ﾄil部

深鉢・頚部

底部(2/3周）

深鉢. ｜ |縁部

'1孔浅鉢？

深鉢・胴部

深鉢・ ’ 1緑部

口縁剥落／1 1縁ド､ド敗竹管状工具による刻目 11／半数竹禰:状工具による文様

ナデ（ IざにMlIj器のケズリに近い工11痕見える）

降幣上に細く深いfll l Iダ'1

底面：ナデ

1 1縁：雌榊状（上に二又状1:具による刺突列）／頚： I"Rタテ

焼成後に賞j曲ｲL （|町11'1からだが主として外から）→ミガ．キ？

LRヨコ？→胴部IIl[上二又状工具による刺突列、 ｜司じT具による文様

1 1緑降,州| :、そのド半雌竹袖:状T貝による区mji沈線／l 1 iIT風による文械

上紬始側から岬l離p､45

下割ﾛ接合面から調l灘

外[IIi嘩托

第47図土器(13）
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4

120I

21

3

25

( ） 1 l （)('111

1

内 1m

(潤協など

本文
↓id靴

I l l上地点・屑位 器械・部位恥
一
一
剛
一
凹
一
唾
一
噸
一
脚
慨

外1m （文撤・挫飾、地文・陳休など） 倫 塔

第38}ﾅ上坑

第38号土坑

輔38))l:坑・

輔38)ナ’二坑

蛎39蹄1:坑

輔39〃･ I :坑

6層 深鉢(l/4周弱）

8層 深鉢・M1部

81荷|倉|鮴その面ド, Ilil ・ ‘lル1 深鉢

l:面焼土～笹｜：上部 深鉢・ Ll縁部

3層 深鉢・ I I縁部

31､If 深鉢・ I |緑部

半Af竹荊;状工只による文様／LRタテ

半裁竹軒状工具による文様／摩耗ひどく原体不Iﾘl

l l～剛； |踊柵状／1il ：結束1 （L、 R） タテ→､|リ&竹袖状丁:具による沈線

| ｜絃|雌ｲ|｝状（上、二又状工典による刺突'1）／Ll《タテ→､卜裁竹管状｜JLによる文械

| ｜ ：無文／Lヨコ→太く深めの細かい鯲州状沈線

| |梓： lI l II l;による？小波状／iiil剛絡1 （I ‘） タテ→除'1H； （C'下形ｲ' '' 1 1:) 、 ｜ |絃ナデ 鋤

デ
デ
デ
デ
デ
許

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

外|力i摩耗ひどい

外面摩耗ひどい

I).45

p, ‘ 15|ﾉﾘ'''1i嘩粍

|人I而摩粍

縦ひとい(洲こIA1 1Ii）

第48図土器(14）

97



I

gum■津n戸

厩。
U

一三
1，可

｜廷／ －－－ 〆

1

､リヶ

ず
雑
ｙ
〆
α
ゞ

》

理
蚕
叶
Ｊ
ｌ

ｏ
プ
！

￥
蕨
＃
漕
‐

ヘ

岬

悲

ワ

輯

ｊ

Ｊ

縦

到

屏

振

込

、

‐
酌
、
ｊ
・
榔
承
‐
餌
鍜

ｑ
都
碍
『
、
Ｐ
ｂ
ｏ
ｂ
鵡
興
“
一

、

〃

ｊ

、

０

ｌｂ軸
伊
も

弛

覇

青

松

１

港

蕊

岼
Ｊ押蜘巳母。’ｑ５ｌｂみや唖争壁一唐ゴ

輔
叩
：
．
《
農

．
，
々
幅
叩
傘

艶. -野.…『』瓦7

<『了溌溌巍巍割濟嘘一
$

．‘-論
ノ

鰯
f b

溌“ﾔ 愈”
h 1

ﾂ､
瞼
〆
↑
が

』
や
１
〃
？

γ
132

l ：3 10〔･11］(）

水文
氾,殿

｜ﾉ､l lill
（,IMI軸など）

ﾛも』 肱

'1 毎ﾝWI i （文様・装飾、地文・原休など）器椰・部ｲウM| ｜ :地‘','､( ・ '1'1(1)恥
一
一
噸
一
断
咄
一
”
蜘
一
剛
一
塊
一
晩
｜
蝿

卿

榴
？
れ

描
デ
デ
デ
デ
デ
デ
だ
デ

汚
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
た
ナ

ヒド|飴Iiiからの剥離

外、スス・内面摩耗

l輌おこげ､外面スス p､ -15

LRタテ？ （隙糀ひどい）

' 1唇：刻目列／口：低いマウンド状の降帯？に細長く深い刻[I |l／IIIil ：LRタテ

LRタテ、ナナメ→底部付近ナデ （下の割れ口底部板から索'1雛）

11｣形突起／太く,笥い隆榊による文様、左上沈線沿わす

附加条（RにRを左巻き） ？？ヨコ→結節（R） タテ

LR （0段多条？）ナナメ→半雄竹1Ti:状1二具による文様→ボタン状貼ｲ､|文（上抑圧）

｜ l ：降排状（太く深い沈線．深い両ｲL）／11 ‘il ：結束1 （R， L） タテ

庇、j ：網代痕

lj‘蛾|{～庇IiIi ：ナデ

第40号土坑 2a l器（21『''i l竜部）

第40号土坑

辮1号土坑’ 1屑雌下～3a風'1 ， 7層中心尚褐色土

第41号上坑 1判偶． l府卜部

第41号土坑南隅・ ’層下部

癖11号土坑南|糾・ l IWl<部

第41号土坑・ 3alf,1 ‘？

第41号土坑・ 6層

榊11号| 鷺坑･ 61W

深鉢・ '111部

深鉢・ I |縁部

深鉢(l/2周）

深鉢・ LI縁部

深鉢・胴部

深鉢・胴部

深鉢(l/41,,梓j）

深鉢・底部(一ﾙ11

底部(l/2ﾙ1ｹl弱）

圷i始曲からの剥蔑

|人] [m粘l:接合痕

外、摩耗

第49図土器(15）
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13

135

珊侭
〕 一

一
一
三

Ｆ
〆

I

イヘマ

1．／

0 l ：3

内面

(凋繁など）

本文

‘id純
出土地点・層位 器種・部位1m 出土地点・層位 器種・部位 外I、（文様・装飾、地文・原体など）

135粥ll Ij． ｜坑 深鉢(l/4周弱） ｜ ｜ ；降榊状（深い鞭'1突）／Illml ；LRタテ、 ナナメ→ナヂ

136鋪42}j化坑 （l '二器 底部(一周） 底部～底面：ナデ （＊底I力刷藩）

137鋪42咄 ｜抗a、 C l器 深鉢(l/8周弱） ｜ ｜ ；除帯状（太い深めの沈線）／胴：結束lタテ→頸部刻｜ Iダ11

138鰯'12｝;･ ’抗c､9,k(21W下而)上器､同④､ '1．2屑 深鉢(一部欠似） ｜ l ： |雌,Ⅲ:状（太く深めの沈線）／蝋： ｜ ｜と同じ沈線／IⅡ11 ：LRタテ

外I、（文様・装飾、地文・原体など） 備 考

|内面粘l接合痕｜
外凹i,内面縁ｽｽ|慨

春
一
拝
一
存
一
拝

外面胴下部ｽｽ{"f l,)45
1 1 ,) ゞ'5，ナデ

第50図土器(16)
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1

|｜
Il

l

i"I_
1 ３

4

／ ／ 140

I

l〔)c、l ：3I

本文

記載
内面
(列漿など〉

11Ni 考外間（文様・装飾、地文・原体など）器櫛・部位出土地点・卜1位

深鉢・底部（ ’ '''1）

深鉢(蛾3/4j,:1）

深鉢・ ' 1縁1,1；

深鉢・ IllI l l 2I‘flI

深鉢， ｜｣緑＃|i

底部（一周）

深鉢(111,1 .A11）

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ(凹凸）

ナデ

ナデ

|Ⅷおこげ､外IIliスス

内I川底付近スス

内I『|iIl神［

底：ナデ／底|m：網代ｿ｣X→ナデ

l」 ：やや肥ドメ ． 、ド数竹禰;状［具による文様／ﾙﾘ ： I ‘Rタテ→| ,il文様→I唾部{､l近ナデ

外側からの111'i付による' 1 1形突起／LRタテ→｜ |緑部ナチ

RLタテ→雌,Ⅲ;11,'i付（ lzに1ljll突ﾘ）

｜牌：押j+汐11 （爪形｣ |狼も）／帆紬絡1 （L） タテ？→人く深い沈線→u縁ナデ

底部～底面：ナデ

1 1 ：降補状？ （:尚11港）／LRタテ， ナナメ→航部太く茂めの沈線→ナデ

139鰯.12号土坑 ｢ | 吾器

110卿2号上坑 j土器(2吋耐)､ |覗､ |ﾛ' ' 3胤'11ｸﾘｰﾆﾝグ

’' ’ 第42号･k坑①

1 12蛎,121） | :j'[①

143第42吟|坑④（第34)j･上坑禽む？）

1－M塀12号土坑・ 2届

115鋪12蹄上坑・ 31W

Ｕ
畠
０

４
０
判

１
１

外I『|iややI群［

外lrliスス、 ；ﾑﾘ蒲

第51図土器(17）
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146

１１Ｆ ７14

9

150

．
．
。
・
・
邑
庁
９

‐
毎
歩

凸

《

辞

．

・

ず

４
４

碁F帝ｬ哩・筆や…,や．､'－－－

n℃
153

鎮鳥
152

＆

蕊ご震g蔑熱

56

｜ ：3 l()c、I ）

本文
記級

内川

(凋確など）
出上地点・層位 器種・部位 外|、 （文様・装飾、地文・原体など）叱 出上地点・層位

146第42卜j上坑・ 4層

1－17第42号t坑・ 7層

148第42号土坑・ 7層

149第421） ｜:坑～第44号･ '菖坑

15(）輔‘131ﾅ上坑①（ⅢM含む）

l51 輔43号士坑①（Ⅲ層含む）

152節43}j･ I:坑①（111層含む）

153鯛43月･土坑・ 6層

154塊43号上坑・ 6層

」55鯛13｝j･ '二坑・ 6層

156第43時･上坑～第44弓上坑

157"44HI坑・ ’層上部(にぶい錨褐色t）

'58”! ') |坑･ lRTk部(にぶい“色| :）

備 考

内面スス付若

外面剥落

内1mスス付着

外iiiスス付杵

内Ⅲおこ'f(脈mなし）

154と同一個体？

外I、摩耗

内面おこげ I). -15

151と同一個体？

深鉢・口縁部

深鉢・ ’ 1縁部

底部(l/2周）

深鉢・ ’ 1緑部

I崎‘fli(l/3I'1）

深鉢・口縁部

渋鉢・ ’ 1縁部

底部(l/3周）

深鉢・口縁部

深鉢・口縁部

深鉢・ I｣縁部

深鉢・口縁部

深鉢。 ｜ |緑部

iii'胸'1絡1 （L） タテ？→｢I縁ナデ

LRナナメ？→口縁波状降榊（ |鷺に竹管状工具による深い*'1突）

lIjl ：斜縄文（？）／底部～底IAi ：ナデ

突起（ |川形で大きめ刺突）／I､ナナメ→1 1緑ナデ

ル,〔部~庇I､：ﾅヂ

:|繩文（原休不明）→口緑に細い述統した降帯

胤榊}状突起／斜縄文？？

LRヨコ→底郁ナデ／庇I力i ：網ｲW良→ナデ

LRナナメ‘>→口縁に細い連続した雌‘時

1 1牌： ＃''1Eによる小波状／1 1線：ナデ

LRヨコー→| l縁ナデ

1 1唇；押j liによる小波状／1 1縁：ナデ／1ld1 ：縄文（結節？）

| ｜ ： 州}|く深い沈線→ナデ／11 il ： iiillilll絡I （L）ナナメ

拝
一
存
一
一
万
一
拝
一
拝
一
存
存
一
一
万
汚
一
拝
一
拝
一
拝
拝

第52図土器(18）
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162

60

鶏灯161

刀

Ｔ
小
、

l ：3 l （
一

)(､11]

本文
,忍叔恥

一
一
㈱
｜
、
皿
呪
一
咽
一
岬
一
脈
一
肺
一
町

内面

I測轆など
術 考外旧i （文様・装飾、地文･原体など）器柵・部位' 1 1土地点・ 1W位

LR＋結節（？）ナナーメ→1 1縁隆帯（上竹管状探い刺突）→1 1唇ナデ

u？ ：無文／胴：RLナナメ

LRヨコ

' 1縁隆帯状／ナデ

ナデ

I |縁雌帯状／I.Rナナメ？→､|リ没竹管状1: !Lによる文様

I |縁隆柵状／LRタテ、 ナナメ→l｣縁ナデ

沈線？、ナデ

Lタテ．ナナメ→底部ナデ／底面：網代ｿ良→ナデ

ナデ

ナデ(丁寧）

I掌粍

ナデ

ナデ

ナデ

､一

フーーア

ナテ

摩耗

I |縁部

Ilpl部

I1il部

1 1絃部

I |縁部

（ l／5ﾙljl）

1 1絃部

u縁部

(底I、一周）

総
一
癖
織
一
榊
一
癖
一
織
一
織
一
織
一
卿

第44号上坑・ 2屑上伽？

第45号土坑・ ’1層

第46号土坑。 l屑

輔9)； ・第1O)｝ ・館ll lナ |坑及び問辺土坑

第9号，第1()号・第11時l坑没び周辺土坑

輔12号～節13号）川:坑ﾉ史びﾊlfl辺｜ も坑

蛎12蹄･～第13)ﾅﾋ坑及び'内l辺｜島坑

第12号～第13号土坑及び周辺土坑

節9号～第13号|坑

外面スス付着

外|mススi,1粁

外I、ススイ､1-粁

白い砂混人

|ﾉ､1 1m峠椛

|ﾉ､1 1mおこげ{､lｲ''i
｜
曲

内1mおこげ付着n46

第53図土器(19）
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罐蝿漂港護
午
‐
基
＆

寺
を
冬

〆
、q

》

ﾑｰ 酷柏

170

71
11

αX"r'
P幸

Ｉ
2

174

蝿綴霧謬 繊灘潔

■二・~▼ー古皐二回り･‘･三 ､

公一〃
壷

177

9

6

0 ｜ ：3 10〔.、

内 lm
I叫納など）

本文
化,I、

川lJu』I,'､( ・僻位胸
一
一
㈱
｜
㈱
｜
、
｜
、
｜
咽
一
ｍ
｜
脚
一
応
一
価
一
”
｜
脇
一
”

器ｲ1 ．部{ウ 外|iii （文様・装飾、地文・原休など） 備 考

2()B②～④． 11 （ IIl l)）M

20B④. Ⅱ （Ⅱb） 11，'i

20B④.Ⅲ （、c） 1両

20B④.Ⅲ （IIIC） 1弾

20B④.Ⅲ （Ⅲb） I瀞

21B4b・表t （黙色上）

21B4b・衣｜：

21B4b・表土

21B4b・表上

21B4b・表~上

21B4b・表土

21B4c・表上

深鉢・ llil部

坏（小ハ･）

深鉢(l/411lil弱）

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢・ Ll縁部

球Ⅱil深鉢・ '111部

深鉢・ 1緑部

深鉢・ ’ 1縁部

球''11深鉢？ ・ lIil部

小j1u鉢‘ノ

深鉢.u縁部

深鉢・ ’ 1縁部

LRヨコ、 ナナメ→州'1く淵llかいiii位‘ﾉの雌,1W

ロクロナデ

L｣唇： 笈ll I lによる小波状／RLタテー→I |縁ナデ

ロ； 上下端剛沈線､ ' 1 '央LRとRL縦位交711 i狼､その僻|含R， ド1- 1 1狼でI八IiW／頚；RLヨコ

一
丁

寧

ナ
雑

デ
知
デ
ー
テ
デ
デ
デ
デ
乳
デ
デ
デ

ー

ナ
ロ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

胎上繊維混入？

内面おこげ､外､iスス

193とl lil ・{M|体

p､47

0戸

D－4イ' 1唇：竹管状刺突'1／RLタテ、ナナメ→太め隆帯（上沈線）

LRヨコ？→‘卜ﾙ竹祷状丁具による文様→ボタン状貼{､i文

1 1 1人I l I’|j ： 賞ll i lダ'1／LRナナメ→1 1ナデ→､'2披竹管状| :災による文脈

l｣唇：刺突ﾀ'1／| |ナデ（無文） ‐→猟～Il11ii軸絡1 （R） タテ、ナナメ

斜縄文（1%(休不|ﾘj）→細く深めの沈線、尖った棒状丁:具による深めの刺突ll

LRヨコ→細く深めの沈線

波状縁／1 1唇強いナデ／結束1 （RL， LR． （)段多条）→低い降帯→C字形爪形文列

口辱：抑'1号による小波状／太く深めの沈線

内面スス付群？ ｜p､ ﾆ17

|細部獣鎚?雛混 |n47
1 口縁折り返し？

第54図土器(20）
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4

･ゅ緋〆‐
も･

典

5

噛吟瓢l鯵
画色鐸迩摩夢｡

､て

／

I
／

192

心

〆し1194

ミミス，
l ()〔､m

l

1 . ‘ミ
ユ . 4J( ）

文
載

本
記

内 IiII
(測轄など）

術 考外面（文様・盤飾、地文・原体など）器極・部仙出土地点・府｛､〉地 出土地点・府似

l80 21B4c・表土

l81 21B4c・表土

l82 21B4c・表lを

l83 21B4c・表'二

l84 21B4c・表土

l85 21B4c・表l:下l()c11l （茶褐色｜:）

l86 21B4c・血キから10～20L‘Ⅲ

l87 21B4c・重キから20～30cln

l88 21B4c・重キから20～30cm

l89 21B4c・精査雌後（褐色t）

l90 21B4c・精査最後（褐色土）

l91 21B4c・精査娘後（糊色上）

l92 21B4(l ・亜キから2()L･'1' （l ()L･ '''はなし）

l93 21B4d・精査最後（茶棚色土）

l94 21B4c・箙キからl(1(･''1

剥落

十草
"ノ

1一

ナーア

l一

ナプー

I一

ナフー

1一

ナフー

I一

ナプー

’一

ナフー

，一

ナナ

、一

ナフー

ナデ

､一

ナーア

ナデ(|幣耗）

突起上 ：棒状工具による深い刺突'1，沈線

突起上から兇ると楕円形（中央人く深い刺突）／口縁押圧により口唇kから見ると蛇行

I I B雌'腓状（太く深めの沈線）／蝋：無文

1 1 ：雌’Ⅲ:状（糸'1落）／半雌竹欄:状I:肌による叩1突|j/太めで渋めの沈線

､|リ枇竹祷状工具による沈線／先端I l l l l Iilある半裁竹智状工具による刺突ll

I ,R＋紡節（R） ヨコ→'二l緑ナデ（雌又）

｜ |牌（～突起上Iili） 糺{|い紐状|端W／#II状突起／糾繩又（？）→|堆榊

突起1 1唇押圧三山状／LRヨコ→Ll縁ナデ

1 1緑外側細かい鋸歯状降帯／LRタテ

外1111帖l曽輪械疲顕苫

1 1唇：強いナデ／口：無文/RLヨコ、ナナメ→峰帯

LRヨ．

太く深い沈線→LRタテ→蛾i‘flけ-デ

深鉢・突起

深鉢・突起

深鉢・口縁部

深鉢.u縁部

深鉢･口縁部

深鉢・口緑}‘fK

深鉢・ Ll縁部

深鉢・口縁部

深鉢・口縁部

鉢・服部

深鉢・口縁部

深鉢・底部

深鉢・航部

球胴探鉢・ llinl部

深鉢・ ’ 1緑部

『｜I、スス{､lｲｲf

|人l Iii剥藩

外嚇(二次賊?) ‘内面黒

Iﾉ､l 1fIi l: !L1 1割良､ノ

173と| ,『'一''11体

|-デ( l噸）ﾙくく深い沈線・半雄竹符状I:災による1111突ﾀI

第55図土器(21）
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鑓蝿翰塗熟",:“澱鰕繊

I"
，’ 一

合
．
』
配
》
》
〉
‐
ｊ
Ｊ
ｆ

/196

1

蕊
198

寺
オ
リ

、 1 ：3 l()Cm

199

胸

噸

一

帥

Ｍ

｜

鵬

岫

一

郷

一

刈

一

蝿

IAl Inj
(関憾など)

文
戦

本
品lll上地点･層位 器柿･部付 外面（文嫌，災飾、地文・ ル;(体など） 倣 汚

21B4e・車キからlOcm

21B4e・ ’11キからl ()〔･'Ⅱ

21B0,1(Ⅱ(1) ､ |1Ⅲ(Ⅲc)W,21B､‘I| (Ⅱb)屑‘ |j,Ⅲ( II c卿）

21B①．Ⅲ（Ⅲa）肘

21B①. lll （11lb） Iw

21B①．Ⅲ （11lb）咽

21B①.Ⅲ （Ⅲh）層

21B①.Ⅲ （Ⅲb） 11，1

碓鉢・ '｣縁(l/燗） u唇：刻I ｜による小波状／口：無文・噸軸絡I （R）圧痕／llldl ： iii軸絡1 （R）ナナメ ナデ u径l6cⅢ

深鉢・ I I縁部 ’ 1縁|ﾉ､j外交ﾉI抑Iliにより上から兄ると蛇行/櫛歯状T具による文様 ナデ

深鉢(l IiI2/31‘'1） ｜ ｜ ：降,Ⅲ;状（ ､脚批竹管状［典による刺突'1）／鍼無地に出い沈線→LR＋紬節（R） タテナデ 外l、ススイ､lｲ'‘f l).47

鉢 Ll縁無文→I.Lタテ？？

深鉢 1 1無文ﾄ1,1《 （＋州じた末端） ‘ノタテ ナデ

深鉢・ ’ 1縁部 1 1唇太いI雌帯／｜ ｜ ：無文／RLナナメ→火い隆帯貼付 ナデ

深鉢・胴部 LRヨコ→細い紐状貼付文（一部剥落） ナデ(丁寧） 外l自iスス付着

深鉢． ｜ |縁部 LR （＋lVlじた末端？） タテ→1 1緑ナデ ナデ

第56図土器(22）
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細…”すず@てFo-・Fo意､－．.垂-す亘区C四三一一

§
１

Ｉ
ｌ
Ｉ

ＩK

I

5

20

207

1()(･Il ； 3{） I

y

文
仙

小
池

|ﾉ､l lrlI

岨Ⅲ塾など）

J91．

号111M外伽（文様. :災飾、地文・ 1%(体など）' 1 1上地点･I1付 冊ｲ'1 ， |･il刑肋

Ⅲ （Ⅲ（･） ルォほか

lll IW, 21B④． ｜ⅡM(倒木狼）

l胴

I層

I屑

1 1縁隆帯状（大きめ深い刺突|｣）／LRタテ→| |緑{､l近ナデ

：無文／11 'i] ： iii |ill l絡’ （R）ナナメ

｜ ｜ ：桁' 1形貼{､I （太く深い”1郷） 。渋い沈線／llIlil ： ltLヨコリ

突起中央深い盲孔、 1 1群含め深い刺突列／突起ドRLタテ

突起1人1 [m弧状庇（ I:Irli深い刺突列）／中ﾘと深い荷ｲL，深い刺'尖リ

I).47深鉢（1 1緑欠批）

深鉢(| ｜ l/,111lilj1j）

深鉢。 ｜ ｜緑}‘fM

深鉢･突起

突起・ 1 1縁

ナテ

トヒナ声一ァ
11 1ノ歩L

ナデ

ナデ

十一

ｕ
ｑ
ｅ
⑫
、

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

り
』
り
】
リ
】
リ
】
り
】

１
１
１
Ｆ
Ｄ
ハ
リ
【
ｊ

ｌ
１
１
１
１

１
１
１
１
１

ワ
】
リ
】
リ
】
？
】
リ
］

l)Ⅲ| :l/7､』H |:6/7
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、一A

雫錘｡勢驚溌蕊参議.

ｒ

r､ノ 209

へ引

と’

#W

稗 14

当…器辿蝦七…誌試 213

壌璃壇塞 職職辮撫ゞ

＃穆職〆雲俺湧《録…､聴割慈篭鼠｡鼠繊
n1 句

と’ 1

216

漂瀞f勘､ 。 ,織乳瀬淑難聴鱗雛

218

10cml ：3【 I

|j､］ ｜ill
(‘州憾など）

本文
,+d1u

' ' 1 ｜ ：地‘!;'､( ・ル州 器!｢1 ．部位恥
一
一
畑
一
畑
一
抑
一
刎

北
小
狐
一
妬
那
一
諏
一
小

外1m（文様・装飾、地文・ li(体など） {lili ﾉﾁ

21B②. I層

21B②． ’屑． 21B・③・ I～II層

21B②．Ⅱ(Ⅲc)肘､21B③,Ⅲ(Ⅲb)層､21B④． II用

21B②. 111 （Ⅱc）屑

21B③. I Iil'i

21B③. I 11‘1

21B③． I層

深鉢・胴部 LRヨコ→半裁竹管状T具による文様

深鉢・ l i縁部 突起上3賞llkl／I ｜ ：無文／111リ ：LR＋結節（R） ヨコ

球昨l深鉢( 1 1 1/3111） 突起.l iii位／RLタテ､ナナメ→半数竹祷状l: !Lによる沈線/l lfl l :！Lによるドからの刺突'1

深鉢・ I |縁部 ｜ |唇： 、|皇裁竹管状 [11による刺突列／' 1 ：微降起線上に同様巾11突'’ （別I:具）

深鉢・ I i州i 1,1《タテー→ '‘,fiい降州： （深い1ljIl炎'1）→脈,1M:の| ･沈線、 ｜､､ナデ

深鉢. L｣縁部 ｜ ｜ ：雌文（櫛|蜘状l i狐）／胴： i“||絡1 （ '《） タテ→除榊(ll ilj l"l1) ､淵'1い沈線

探鉢. L｣縁部 11緑やや隆帯状／LRタテ、 ナナメ→口～頸ナデ

深鉢・ I I緑部 蝋： |雌排上にD字形爪形文／胴：短い微|端IFによる鏥期又

探鉢・ ’ 1縁部 1 1梓：太いc字形降榊／RLヨコ→人い雌州

深鉢・ LI縁部 I l j汗：刻目列／RLナナメ→降帯（刻目ダ'1)、 ｜ I緑ナデ

深鉢。 ｜ ｜緑部 ｜ I j,¥～｜ ｜緑外 ''' i ：太い蛇↑｣黒|雌榊（太く深めの ljll'尖11）／その他は217参照

｜ |唇： 、|皇裁竹管状 [! lによる刺突列／' 1 ：微降起線上に同様巾11突'’ （別I:具）

1,1《タテー→ '‘,fiい降州： （深い1ljIl炎'1）→脈,1M:の| ･沈線、 ｜､､ナデ

｜ ｜ ：雌文（櫛歯状l i狐）／胴： i“||絡1 （ '《） タテ→除榊（ll ll1 li '1) ､淵'1い沈線

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ(丁寧）
1一

フーフー

、一

ナナ

ナデ(雑）

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

錐員？ ・上下肘|諸ﾛ

外面スス‘ 1噸スス麺 I),J1

輔スス・ 卜粘土|蛤Ⅲ

附榊ii制に脚文ﾘ鮎

21B③． I屑

21B③。 I〃f

内血スス状付締物

21B ③. I 1門

21B③． 1 11，''i， 11 （Ⅲ(･府）

218と|両l ・{|内|体

217とl 1il-11lil体

第58図十器(24）
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戸
巨
Ｕ
｛
）
一

弱
函
｛

二

一
因
劇

４
㎡
畿
侭
鄭
毎
鋪
嫌
一
愚

”

〔、」

篭
伽 吟 縦

阜緬どい力(218と'4 ．？

緬スス・ '粘土|始面

Ⅱ出土5/7,Ⅲ2/7

内外血永'1落 p､47

盃み

本文

,氾,殿伽 拷
Iﾉ､1 1｢H

1川掘など）
外IIli （文様・装飾、地文・ ルI〔体など）器繩・部位I l i l 2地ﾉ､'､（ ・ I↑'1位Nq I l I l 2地,1,'､（ ・ I↑l11lZ 諾抑・ 首|j世

219 21B@･ n (HIa) l目 徐鉢・ロ縁部
22(） 21B③’ 11 （III a）層 底部(雄大l/2周）

221 21B③． Ⅱ （Ⅲa)ル1， M。Ⅲ（Ⅱc)ルi 深鉢・ ' 1縁部

222 9lB13‘Ⅱ(Ⅲa) ､Ⅱ(Ⅲb) ､Ⅲ(Ⅱb)層､21C、,Ⅲ層(鮴卿深鉢(L｣l/2周）

223 21B③. 11 （111 【'）府 深鉢・ ’ 1緑部

蛇行陸帯状突起（筏めの刺突列）／RLナナメ→降帯（亥|｣目ﾘ) 、口縁ナデ

結束1 （RL、 LR） タテ→底部ナデ／底『[i ：網代痕

1 1牌：刻' 1／RLナナメ→降州： （刺突'1）

縣
一
拝
一
一
万
一
拝
一
拝

l｣内旧i ：半裁竹管状工典による文様→ナデで痕跡的、 LRヨコ／口降'Ⅲ:状／LRヨコ

I ‘Rタテ→1 1緑ナデ

第59図土器(25）
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(、 227

6

ｆ
Ｔ
ｆ
と

／
加
剣
舟

郷229

磯鶴簿， 綴・ 劇、．;電亨噌錘拳､…剖鐸j歯
簿鎮蕊蹴議事

！
ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
１
１
１
１
Ｔ1. .蜜一息

ﾑやら ．. ･ミ 認蕊
や毫悪へ噂

･ｬ： …．．「内
密一 . 』土〃

230

-.4雪

ｈ
・
型
ｊ
Ｔ
ｒ
己
《
岱
勾

。
、
”

載
叫
釦
‐

雷

ソ

(） 1 . ‘4
4 ． 6J 10cm

■■■■■■

本文
ii洲Ⅲ

｢入1 m1

川轆など）
川土地』【iﾔ( ･層位 器概・部ｲウNO 川土地‘‘,#;( ・噌位

224 21B③． Ⅲ （Ⅲa）府

225 21B③。Ⅱ （Ⅲa）層

226 21B③。 Ⅱ （Ⅲa）府

227 21B③. Ⅱ （Ⅲa）M

228 21B③･ 11 (Ⅲa)層､ 11(IIc)層､21C①.Ⅲ(IIc層）

229 21B③。 Ⅱ （lll l)） If

23(） 21B③・ 11 （Ⅲl)） lIlf、 lⅡ （IIc） lW

231 21B③． Ⅱ （Ⅲb）層

232 21B③.Ⅱ （Ⅲb）層

233 21B③．Ⅲ （Ⅲa） iD1、 11 （IIIb）肘

234 21B③. Ⅱ （IIlc）肘

235 21B③． Ⅱ （ IllL･）肘

外Ihi （文様・装飾、地文・原体など） 術 考

深鉢・ ’1縁部

深鉢・口縁部

深鉢・口縁部

深鉢・ ’-1縁部

深鉢(口2/3周）

深鉢・口縁部

深鉢･ ' 1縁部

深鉢・口縁部

球胴深鉢

小形鉢（’ 13/41‘'1）

球lI1？ ・頚部

深鉢・口緑部

I i絃降椛状（浅い竹佃:状刺突→ナデで盲ｲL）／､ド殿竹悩;状工具による文嫌

細lく筏い痕跡的な沈線（？）

I順～外Iii隆帯状突起／突起親桁による？深い盲孔／I｣縁突起、頚部隆帯竹椅状工具による深い刺突

蝋部雌'三部微隆起線／,f雄竹管状I具による沈線、 C字形爪形文

竹祷状I:具による文様→1 1緑ナデ

' 1牌： fll llダ'1／｜ ｜縁降榊状（D字形刻'二|列）／1.Rナプーメ→ナデ

' 1＃縦ll l l／I |縁隆僻状／I．Rヨコ→､|皇雄竹欄；状’ :典による文様

半雄竹管状工具による押しIjlき文様→縦位降州:→横位沈線、突起上煙沈線

[ I ：太く深い沈線／胴：LRヨコ→半裁竹管状工具による文様→ボタン状貼付文

1 1牌：刺突|I （＊底の削れ'二I粘上接合痕からの剥離）

野I : ‘ド雄竹管状工具による押し引き沈線／lﾙil ：Lヨコ→沈線､横からの刺突列

| ｜ j群： －部太く深い笈ll l lにより突起状／口緑降榊状/lIliI ：Lナナメ

拝
》
’
一
万
一
拝
一
癖
拝
一
一
二
痔
一
一
二
一
万
一
一
二
一
万
拝

突起刺突貫通せず

IIHj面黒い

外l／2摩耗 I).47

協雑？ ,外叫外もナデ

外IAi兼11蒋ひどい I).47

隆帯突起~上に口唇に

I).47

1). ‘ 17

刺突は刺股状l君11

胎|:大きなfi含む

第60図土器(26)
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蝿蕊雛鳥蕊鶴蕊愚瞳鯵篤

蕊 36 へ句う

こOイ

鶏
瀞蕊

群1
．録画,P， 〃 、駈

溌”制純溌
P

冬b

翁 ミ蕊‘簿; ・冒錬､､罰．"‘′ 苧 b

， ． ‘ ． ．-N
、 （

首 tﾛ

蕊40

癖… ､

苧町

､

241

'γ1242
3

45

紅

睡
拝

244

祝で｡:， ,1
《.． 金"
ｰﾛ 247

蕊 l ()(､、(） 1

内面
(｢iM鞭など）

本文

向｡!脳外1m （文様･装飾、地文・原体など lliIi ，￥' ' 1 ｜ :地′i,}､( ・屑位 綱'1 ．部位NO l l l l :｣ul‘i‘‘,1， ． 1F1W：

23(i 21B③． 11 （ |Il c） 11‘‘'i

237 21B③.Ⅲ （lil l)） 肺1

238 21B③～④風倒木

239 21B④。 II （Ⅲa） 1W、 21C・ I1 1ﾔi

240 2'Bon (!Ⅱ副)刑
2"l l 21B④． 'I （IIIa） l 1

2l2 21B④． ’I （Ⅲ〔'） ！↑'1

243 21B④。Ⅱ （Ⅲa）M

244 21B④. II （Ⅲa） ルi

245 21B④. II （Ⅲa） ルイ

246 21B④. Ⅱ （IⅡa）屑

247 21B④， Ⅱ （IHa） ル1

|ﾉ､1 1m:fll然

内面黒 p,47

外､iスス{､|粁

外l向iスス付粁 I).47

ド割れI 1接合痕

ナデ

ナデ

ナデ

b一

ナ・ア

ナデ

ナデ

1一

ププ.

l学粍

ナテ

ナデ

ただれ

ナデ(凹凸）

' 1枠：深い刻I ｜ダ|l／' 1 ：なめらかなマウンド状隆'1ル （D'i･1陸11 1 ｜ 11）／IIIil ：LRタテ

4波状？／､|皇裁竹管状工具による文様（刺突はドから) ､Lタテ？→ナデ

ll l形突起／｢i縁降帯状／LRヨコ、ナナメ

' 1牌：強いナデ／LRヨコ→細く鯉い粘t紐による鋸歯文

山形突起／LRヨコ→深い盲孔→ナデ（盲ｲL周I#I溶岩状に粘上広がる）

Ll ﾉ辞鋸歯状降帯／RLナナメ→太く,闘い降帯→ナデ（|端榊M1llに[具痕）

l Ij蒜：強いナデ／RLタテ→太めの|雌,Ⅲ：

Ll唇： ｜から兇ると精円形の突起(太く深い刺突） ・蛇行|唖榊／' 1 1群突起→RLタテ､ヨコ､ナナメ

I→R＋絲節（R） ヨコ→底部ナデ／庇1m：木柴痕

1 1唇： ’ 11い刺突11／I l縁降排状／施文は皆半雄竹17i;状｢狐？

口：商いボタン状貼付文→半裁竹管状工具押し引き文／Il同j ： iii軸絡1 （R） タテ？

LRナナメ→1 1縁ナテ

深鉢. ｜ ｜綜部

球''1深鉢(Ml4l/燗）

探鉢・口縁部

探鉢(4/5問）

深鉢， I｣縁部

深鉢・ l I縁部

深鉢・ ’ 1絲部

深鉢・ ' 1縁部

底部(l/2ﾙ計）

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢.u縁部

深鉢・ ’ 1縁部

下iifllれ|｣催合浪

内而熱形痕 I〕､47

外IfI球'1蒋

胎tｲi含む

第61図土器(27）
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、

、

250

248

1

53全

塵1-零

257

n『一rー

と00
八J一戸

とOb

1 ：3 10cmI ）

8 Ｉ
ｌ
ｌ259

内面
測整など

出上地点・ I『‘1位 本文
記載

肥

248 21B④

249 21B④

25(） 21B④

251 21B④

252 21B④

253 21B④

254 21C4a

255 21C4a

256 21C4a

257 21C4a

258 21C4fl

259 21C4a

260 21C4a

器穐・部位 外面（文様，装飾、地文. j;(体など） 陥 考

'Ⅷ‘｢R,外II沸く際耗 |p,17、層、 11 （Ⅲa） 1W， Ⅲ屑

Ⅱ （ⅢI)） l↑'1

Ⅱ （Ⅲb） lw

Ⅲ（Ⅲb）胴

（倒木痕) (21C～）

抜根

車キから10m（茶褐色上）

重キからlOcⅡ1 （茶褐色上）

重キからlOCnl （茶褐色'二）

砿キからl()ClⅡ （茶渦〔nt）

,侭キからl ()(,Ⅲ （茶礼)色上）

10～2oclll （茶間色上）

10～20cm （茶褐色上）

球胴深鉢(4/5II1）

探鉢・ ’ 1級部

深鉢・ルil部

深鉢・ ’ 1緑部

鉢（一部欠柵）

深鉢・ ’ 1縁部

球胴深鉢・口緑部

深鉢・ Iﾙil部

深鉢・ I服1部

深鉢・ I ｜繊細

球IllIi滕鉢

深鉢・口縁部

深鉢・ I1il部

LRヨコ、 タテ、 ナナメ （＊ﾙ11曲部のみ4／5脚幾作・外Ini二次焼成）

縦位|端H:→太く深めの沈線

LR→半数竹管状IJLによる文様→ナデ

I l縁低い降僻状／LRヨコ，ﾉ→半裁竹特状T具による文様（下端線のみ深い）→I l緑ナデ

底Irli含みナデ （＊縦位ナナメ帯状に剥落）

口唇～外鋸歯状降帯（深い沈線）／LRヨコ→厚い峰排（C字形刻目列）

' 1唇：半裁竹管状，4による刺突列／微隆起線'2に細いlIjl縦［具による刺突11

1.R＋結節(R)タテ→半j&竹箭状工具による押し引き沈線-→その深いﾄﾞ端線底に横から細く尖った刺突ll

LR＋結節（R） タテ→上部ナデ→半殿竹管状工具による沈線

波状| |緑？／i”'1絡1 （L）ナナメ？ （斜繩文？）→人く深めの沈線

' 1牌：強いナデ／1 1 ： llu〃／I |～鮒：微雌州(抑' 1 1ﾀ'1)→､|棚竹怖状［!↓による沈線／ll 1i] ： I剛|紺lナブーメ？

汚
拝
一
存
一
存
一
一
万
一
万
一
痔
存
拝
一
存
一
一
万
一
痔
一
拝

蝿「榊向ル外側縦

下剤ﾛ齢嘱，鵬鴎轆

上割LIl始疵， |Al l帷

|ﾉ､I外| '『'刷藩

外lrIiスス、 求'1藩

ヨ
’天地逆？

第62図土器(28）

-111



＞

駅
、
蕊

燕
吟芋

～-ざ唖｡ ､ 、一

ノ
ゾ
ィ

263

l ； 3 | （)し,11】1 1

寺
ｘ
沖
收

水
肥

内面

(渕披など
lliIi 考外1m （又様・装飾、地文・原休など）器杣・梛位出 |:地‘!‘!､( ・ル1位叱

外 rl iススイ､lﾈ&'f

IAlI1スス･外 iに測献

内閲調|淵･艸雌峨成

底耐始iiiから詞l落 I〕.47

底部（ほぼ一l1fl） LRタテ→底部ナデ／KIm：木菓痕

深鉢(猟,/4llil強） 頸：水平方IrlI雌,1脚l淵/lllliI ： I.Rナラ

底部（Ij,《 ．l,） ，,,,i,部： RI－ヨコ→1崎'111ナデ／底IrIi ：

底部（底一間） Ilpl ：RL（＋閉じた末端） ヨコ→底

深鉢．底祁 単軸絡， （R） ？ナナメ→底部ナデ

LRタテ→底部ナデ／KIm：木菓痕 存
一
存
一
拝
一
存
一
存

→ナデ

頸：水平方IrlI雌,,脚,淵/,,,liI ： ，.Rナナメ→上部ナデ

，,,,i,部： RI－ヨコ→,崎,1,1ナデ／底IrIi ： ：水雌ﾘ良→ナデ

Ilpl ：RL（＋閉じた末端） ヨコ→底ナデ／底|、：網代り良→ナデ

10～20cⅡ’ （茶褐色士）

l()～2()〔' '1’ （茶卜断色上）

2()～3()L､Ⅲ （茶出色l息 |寺部）

20～30cill （茶褐色」：卜部）

20～30cⅢ （茶褐色t卜部）

１
１
１
１
’

ず
煙
ｆ
Ｌ
Ｆ
ｆ
ｒ
し
ず
く

４
４
４
４
４

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｌ
１
１
１
１

７
】
？
］
リ
】
ワ
］
２

１
ソ
】
３
‐
１
ニ
リ

ハ
リ
抑
０
６
６
ハ
ｂ

り
］
リ
】
ソ
］
り
】
リ
】
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＝､遵言然華籍錘蕊琴読謹“
内
川
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，
ｆ
ｊ
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Ｊ
Ｊ

／

I

川

1270
､い匙jざ

r」
」
ノノ

〃

。, .－P－． ，－弧寺 、9f窪

ｑ
苦
さ

僻
娠
讓

フ1
II

､ず

(） l ：3 | ()C、

’

内血
(調整など)

本文
記載

i l l土地点・屑位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）恥

266 21C4a

267 21C4a

268 21C4a

269 21(､4〔1

27(） 21C‘1b

271 2｣C4b

272 21C･ ' 1)

llMi 考

内miｽｽ付将 ｜
内1ili底部ただれ|p47

20～30cm （茶褐色I:卜部）

21C4b， 25C

30～40cm（茶褐色～こげ茶）

30～40cⅡ'､21C②・ 11 （I昨') 1W

血キから10cm､21〔.②. Ⅱ（111 〔')脳

重キからlOcI11

，nキから10(､111

11111部(l/4周弱）

深鉢(底l/2ﾙｮ弱）

深鉢・胴部

鉢（1 1 1/2周）

深鉢・ LI縁部

深鉢・胴部

11'研|{( l/51！lil）

LRヨコ

iii,軸絡1 （L） タテ．ナナメ→底部ナデ／底1m：ナデ

LR＋結節（R） ヨコ

I |唇～外突起4噸位／LRかLヨコ→紐状降榊貼付(その下突起に対応してv～柧状降滞）

' 1 ： |端‘附状・ 11叩''1絡1 （L） ヨコ→,Wiい縦突1浬（' 1唇まで）／lⅢil ： | , 『Ⅱﾙ(体タテ

､卜殿竹符状丁:具による刺突列

Iil 『 1,1《タテ／底部～底而：ナデ

汚
一
汚
擁
一
存
一
存
一
拝
拝

IAIIIM･外lili隙耗 |p｣71
4bl/4､②3/4 1 1).47

'卜lrliスス、 ハゼ純

第64図土器(30）
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潮"鞭與笈x！震裏'
参･･" , :〆‘ぺ寂争壺F~F〒了

274

ヘヲハ

色/0

幸

一

’
1

（）

上

278

10cml ：3

本文
記叔

内面
〈凋轆など）

陽
外面（文様・装飾、地文・原体など） llii 考器種・部位出土地点・屑位

LRタテ、 ヨコ→太く浅めの鋸歯状沈線 ナデ

LRナナメ→半裁竹管状工具による沈線 ナデ

’ 1唇：刺突による小波状／11.1 ：LR＋紬節（R） ヨコ ナデ

|｣縁|ﾉﾘ側に肥jlji／RLナナメ→太く深い沈線 ナデ

I｣唇：一部刻目／LRヨコ→細く深い沈線､細く深い卜からの刺突列／文梯6単位？(微妙に違う） ナデ

LRナナメ→' 1緑ナデ ナデ

内IAi頸ドただれ｜

外,Iliスス付清
鉢(l/3周）

深鉢・胴部

深鉢・口縁部

深鉢・口縁部

鉢(胴3/4周）

深鉢(頸l/2問）

亜キからlOcⅢ

重キから10cm

重キから20cm

10～20clll （茶褐色上）

10～20cm （茶褐色上）

21C①、 2]C②

21C4b

21C4b

21C4b

21C41）

21C4b

21C4b，

隙
刎
一
獅
一
姉

内im黒･外1mスス ｜
外,hi)"I Ip47

第65図土器(31）
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1
I

桟
向
昨
。
Ｐ
Ｐ
Ｌ
。
’
、
凸
や
、

阜
蜂
グ
マ

卜
唖
垂
鍾
凸
串
や
田
上
〆
．

I

『瀞尋駕輝
象霧&‘γ等式

藍

一誤~』『

§

ヨ円

剖

悪

灘
γソ282

印■一

3
少

鵜
I 、碑も､4

r r鷺． ，
け
Ｏ
ｆ

f

騨 ノ

7、P

聯必ゞ

蕊

(） 1 10cm

本文
記載

|人l 旧1

凋捜など）
出土地点・層位 器棚・部{血 卜1m （文様・装飾、地文・原体など） 肺 考Nq 出土地点・居位

279 21C4b・ 10～20cI11 （茶褐色上）

280 21C4b・ 10～20Cnl

281 21C4b・ 10～20cm

282 21C4b・ 10～20cm

283 21C4b・ 10～20cm， 21c②、 21C④

284 21C4b・20～30cm （赤褐色士）

285 21C4b・ 20～30〔、（赤褐色上）

深鉢（I､全A11）

深鉢・ I1il部

深鉢・ I l緑部

深鉢･ ' 1緑部

球ﾙ'1深鉢？

深鉢・ LI縁部

深鉢・ ’ 1縁部

Lタテ、ナナメ→｜ |縁、底部ナデ／底lfIi ：ナデ

RLタテ、ナナメ→太い降榊（太く深い刺突列）

口唇～外面鋸歯状突起（斜め下からの刺突列）／RLタテ→降帯

RLヨコー→降榊（D字形刻｜ ｜列）

結束1 （LR,RL)タテ､口縁峰州:→半裁竹管状工具による文搬(降榊上は斜めからの刺突）

口唇：太い渦巻き降帯（庇状にはみ出す)､細い蛇行隆帯／LRヨコ→太い隆帯

RLヨコ→蛇行|端杵

ナデ(凹凸

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナテ

ナデ

内Imススイ､Iｲ|'f ''47
外血隆榊剥落

p､47

内面スス付着

外面スス付狩？
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剛惑識職:奇、:鐸篭､膿謁#､;｛。r

議鍵

292
1)129

0 l ：3 10〔'、

｜ﾉ､］ 曲

(渦幣など）

牛又

!}｡’戦外面（文様・装Wlj，地文・原体など）
Ir

fJ器種・部位 {ポ出土地点・噌位恥
一
一
州
一
Ｗ
｜
拙
一
郷
一
釧
一
到
如

深鉢・ ’ 1緑部(l/41i'1） Iff ： 8‘ i･:|雌ｲH:4？／LRタテ、 ヨコ、ナナメ→｜ |緑ナデ

深鉢(11期4/5脚） RLヨコ、 ナナメ→底部ナデ、 紺|く煙い#,' i l ﾕ紐11,'i付

深鉢(l/4周） LR＋結節（L） ヨユナナメ→口縁ナデ

深鉢・口縁部 ナデ

深鉢．u縁部 u降排状／LRヨコ→非常に深い綾繰文状沈線

深鉢・口縁部 RLヨコ、ナナメ→細い隆帯（C字形爪形文）→太めで深い沈線

深鉢・ '化]部 Lヨコ→ヒナデ→深い沈線

て

デ
デ
な
デ
デ
デ
デ

ナ
ナ
指
ナ
ナ
ナ
ナ

ド1'fllｵ1 1 1催合痕

ｸﾄIjiスス､二次焼成 I). 18

外向ススイ､l将

2()～3()(･''1 （,ﾉIi褐色｜:）

I～IⅡ層

I～IⅡ層

I～IⅡ屑

l～IⅡ層

I～Ⅲ層

I～111脚

Ⅱ
①
①
①
①
①
①

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
Ｃ
ｃ

７
】
リ
】
ソ
〕
リ
】
２
２
２
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刑
Ⅷ
Ⅷ
円
川
川
剖

’
胃

”
● ○

胃

｡
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地 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(岡整など）

備 考
本文
紀戦

293 22B③. I～Ⅲ層、 22C①I～Ⅲ層 深鉢(l/2周） 口唇：三山鋸歯状隆帯4単位・LRヨコ/LRタテ、ナナメ→太く浅い鋸歯状沈線 ナデ 内面剥落 p､48

294 21C①。Ⅱ(Ⅲa)層､21C②．Ⅲ(Ⅲb)層 浅鉢(l/3周） ナデ（＊梢円形浅鉢.歪んでいる） ナデ ①l/6,②5/6出土 p､48



弓働-打浦，紫守鋼
マミ

傍〆豚

報誠“灘敷鰄鐵

篭
一■, Q■

一
電

j/1 ．

鷺
へ

寺

303

韓

鐸鐸謎?篭
卜･ ･ . . ・γ ･ ‘. 箸: 〆″' ，

蕊議
群､ .．.

‘ . ･ ･､奄異､ 鴎 』‘
f ･ 胃 .:. 〃.. ；
'.！ ‘､.．←､ ､’ 27 .
』岨よ■へ ■

蕊鯲承率鼠

305

l ； 3 1
306 （ノ

E

()C、

本文

記Ilf
内 ｜m

(閲轆など）
11Ni 考外面（文様・ ;災Nli，地文・原体など）出土地点・ lWｲ11 器種・部位胸

一
一
郷
一
刈
一
如
細
一
如
Ⅷ
｜
刈
一
如
一
州
一
州
一
繩
一
Ⅷ

1 1脾：ナデ／Lヨコ、ナナメ→｜ |縁ナデ

LRタテ→§|《裁竹管状工具による撫棚状沈線

’ 1牌～外突起1IIli{､1． （浅い沈線）／降,' ' 1： （太い刻I |） ・鋸l胸状沈線

’ 1牌～外人い雌』淵／RLヨコ→,'‘.iい隙,1M： （竹椚:状刺突）

1 1縁降帯状(上口唇､下刻目 '1)／RLヨコ→ナデ

太く縦い沈線･竹椅状刺突'1

1 l辱～外梢'1形貼付（深い刺突） .太く深い鋸歯状沈線

' 1縁降帯状／太く深い沈線・半裁竹管状工具による刺突列

｜ l縁|玲榊状／半数竹梢;状工具による沈線

,！'iiいボタン状M,'i付文／単蜘ll絡1 （R）ナブーメ･ノ

隆ｲl i: | :に竹椅状刺突列／LRヨ．

太く深い沈線・竹符状刺突11／RLヨコ→ナデ

”
僻
鋤
一
秘
一
癖
一
癖
一
癖
一
織
一
耕
一
糊
一
癖
一
繩

ナデ(凹凸）

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

摩耗

ナデ

口縁部

口縁部

1 1縁部

1 1縁部

口縁部

1 1縁部

口縁部

口縁部

｜ l縁部

lIpl部

口縁部

口緑部

(Ⅲa） 岬i

(Ⅲa）層

(Ⅲa） 1W

(Ⅲa） I#'i

(Ⅲa）層

(Ⅲa）肘

(Ⅲa）層

(Ⅲa）層

(Ⅲa）胴

(Ⅲa） l櫛

(Ⅲa）層

(I[I fl）胴

Ｑ
Ｑ
ｑ
Ｇ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
ｑ
Ｑ
ｃ
Ｇ
河

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
に
に
に
に
に
に

Ｉ
１
１

７
】
り
］
り
由

り
】
り
』
ワ
棹
り
】
り
】
，
】
リ
】
リ
』
？
】

Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ⅱ
｜
Ⅱ

|Al外IiIi兼'1落

外伽ススイ､l･ｲ，'i

外|ｶﾙfII藩

外lfIjスス{､l舶

Iﾉ､1 1｢11峠粍

外1m灰色峠粍
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〔
畠
Ｕ
Ｃ
『

の

ミミミ昂

め
“
『

全甦堂竺こ:-竺菫旦古
函
涯
黙
ゾ
凡
ゲ
踊
餌
潅
謬
”
浅
赤
ヂ

戸
↑
の

本文
,1.1鮫

’八I lrⅡ

(I側轍など）
出上地点・層位

3肋07 21C①

308 21(》①

309 21C①

310 21C①

31 1 21C①

312 21C①

313 21C@
314 2'c@

器#'R ・ }‘fl外7 外|｢|I （文様・焚飾、地文・ ル;〔体など） 術 塔‐

８
８

４
４

ｐ
ｐ

Ⅱ （Ⅲa）層、 Ⅱ （mb）層 深鉢(l/2ﾙ【il弱）

11 （Ⅲb)1W、 21C②. Ⅱ（Ⅲl))府深鉢(l/411iil）

11 （Ⅲb）層 深鉢.u縁部

Ⅱ（Ⅲb)層、 21C・Ⅲ（Ⅲc)層深鉢(底l/3周）

II （IⅡb）届 深鉢・ ’ 1縁部

Ⅱ （Ⅲb）層 深鉢・ ’ 1縁部

Ⅱ （Ⅲb）層 深鉢・頚部

21C②、 21C④ 球胴深鉢？(l/渦以下）

H'1 ： I.Rヨコ→細く蝿めの？粘｜:紐／底部：ナテ

4波状？／RLヨコ、ナナメ

ロ縁外lnj円形粘｜ :版貼付／RLヨコ、 ナナメ

単軸絡1 （L） タテ、ナナメ→太く深い鋸歯文

口縁突起、除榊求'1藩／RLヨコ→降榊（深い竹管状刺突'｣）

l｣唇;ﾅﾅﾒ鎖状刻| |ダ|｣／太く深めの沈線

半裁竹管状工具による波状沈線

結束1 （L， R） タテ→底部ナデ

痔
存
一
存
一
壱
一
春
一
一
万
痔
存

外IrIi摩耗

|Ⅷスス･${)9と'1－？

IⅧスス･308と'1－'ノ

外油iスス{､1着

卜割れI I接合痕

ド削れ’ l接合痕

p,48

外Ⅲ''11部F一身次焼成 ｜ I〕.48
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轤帯灘邸鰊

鰯

篭
蟻
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1
321

20

Ｌ
も
？

Ｄ
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ｑ
Ｌ

》
一

電
》淫

弓〆

篭轟
八八へ

dと｡

～

》
碧

燃
討弄蔀

表
‐

」

“

茨

蕊曇簿〆、－‐
』 . L『.・

蝋“＃欺浬

７

０
卜

６２３●
ｈ

《

萢

咋

や

味

。

』

パ
ヘ
一
七
“
記
当 t

l ：3 10cm

==

文
裁

本
記

内面
(閲整など)

i'lii 考外1m （文様・装飾、地文・原体など）

I,R＋絲節（R）ナヅーメ→底部ナデ （＊ ｜､の削れ’ ｜接合疵）I,R＋絲節（R）ナヅーメ→底部ナデ （＊ ｜､の削れ’ ’接合疵）

器椰・部位出土地点･炳位恥

315 21C①

316 21C①

317 21C①

318 21c①

319 21C①

320 21C①

321 21C①

322 21C①

323 21C①

324 21C①

325 21C①

326 21C①

327 21C①

外IiIi lLスス､ ド 加鰄ナデ

ロ唇～外突起．その他I ,将'' '1圧ﾀ11/RLヨコ､ナナメ→,|‘'iい'端,l#／突起､ |雌ｲlfl人く深い沈線 1鞍耗

微隆帯上C字形刎{ ｜ダ'1 （＊319と同一1ﾊ|体） ナデ

朧糀 際椛

Lヨコ？？→微隆州: |:C字形刻目列（＊317と|両1仙体） ナデ

LLヨコ？？ （＊外面スス付着） ナテ

ユド雄竹管状TlLによる文様 （＊右下粘｣披合'mからの剥離） ’準耗

， 1 ,形突起／突起ドIII'〃く大きな瘤状突起→，|栽竹桐:状I:典による刺突、沈線 ナデ

ロ縁外面に接続. 上に太く深い短沈線

LRヨコ？→州'|く畑めの*lli Iも紐 ナデ

， ,将：突起外抑' 1ﾓ '1／突起上太く深い沈線／RLタテ、 ヨコ→u～IllIi] |部ナデ ナデ

半裁竹管状工具による沈線 ナテ

， ， ：無文／j叩l ： i}1.$'11,絡’ （L） タテ、ナナメ （＊I ’従'k,Ⅲ？） ナデ

朧糀

Lヨコ？？→微隆州: |:C字形刻目列（＊317と|両1仙体）

LLヨコ？？ （＊外面スス付着）

ﾕ雄竹管状TlLによる文様 （＊右下粘｣披合lmからの剥離）

1 1 |形突起／突起ド11‘,〃く大きな瘤状突起→，|栽竹桐:状I:典による刺突、沈線

庇}‘flI (l/41,1）

深鉢・ I l紘部

蔽鉢・ ’ 1緑祁

1崎ﾈ'1(鵬l/5i';l）

1 1縁部(l/41‘'1）

胴部

深鉢・ルil部

深鉢・ ’ 1線部

撫歯状突起

深鉢・ llNMI

探鉢・ ’ 1絃M1

球胴深鉢・ llllil部

鉢(l/4h11）

II （Ⅲh） 〃'i

ll （ '11 1)） 〃'i

Ⅲ （mb） I『･1

Ⅲ （IⅡ l)）M

Ⅲ （Ⅲb）晒

Ⅲ （Ⅲb）屑

、 （Ⅲb） I『'1

Ⅲ （mb） 1W

Ⅲ （Ⅲh）刑

Ⅲ （ⅢI)） 1W

Ⅲ （Ⅱ1 1)）肘

Ⅲ眉(倒木ｿ良)

ⅢI↑イ (倒木痕)

Iﾉ､l liil〈部スス{､階

|人l lrli底付近スス

綴雑臘？ ・外スス|揃

紺維混？ ，内面おこげ

外I、ススイ､1 ｲ』‘『

外l lIli吹きこぼｵ1

1人l l I'|iHf粍

外l茶粍・内IHj黒

外IfIjスス、 承'1落
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、

1人l 血
(澗憾など）

本文
記iii

出土地点・ lWｲウ 器種･部位地

秘

郷

和

一

測

一

蝿

一

郷

一

洲

一

昨

型

郡

和

外lrIi （文様・装飾、地文･ jj1体など） 備 考

Ⅲ府（倒木痕）

、層（倒木痕）

Ⅲ層（倒木痕）

11 （Ⅲa）胴

II （IⅡa）層

Ⅱ （IⅡa）屑

11 （Ⅲb） k''i

n層

Ⅱ層

Ⅱ層

①
①
①
②
②
②
②
②
②
②

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｌ
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

ソ
】
リ
】
，
】
，
】
２
ワ
】
２
２
２
２

深鉢・ lllljl部

深鉢・口縁部

深鉢・口縁部

深鉢. ｜ ｜緑部

小型球Ii1深鉢？

深鉢（3/4A11弱）

深鉢・ ’ 1絨部

深鉢･ ' 1縁部

深鉢（l/8周強）

深鉢・ ’ 1緑部

RLヨコ？→太く渋めの沈線

I l縁隆帯状／半裁竹澗:状工具による太く深い沈線、 iIlIし引き刺突列

1 1牌：C字形刻目 11／iii軸絡I （R）タテ→隆帯（細く浅めの沈線）

1 1縁庇状に外IiIiに突出／Lヨコ‘〉

I ' 1形突起頂部に刻’ 1／LRタテ→太く深い沈線

LRタテ （＊外面二次焼成・ ド割ｵ1口粘士接合Ihiから刺離）

｜ ｜梓あり／突起' ' 1央1,1j、、 l11川尖った棒状'て貝による澱めの刺突'1

4大波状？／RLヨコ、 ナナメ→低く連続した＃,'1t紐（深い叩ﾘ突）→口緑ナデ

ロ唇～外山形突起・突起外口唇刺突列／口：無文／Iil ：LRヨコ？

RLヨコ、ナナメ→’ 1特ナデ

春
一
万
痔
一
一
万
一
汚
一
拝
一
存
一
存
壱
一
拝

外Ifliスス{､lｲ''i

外降帯､内面剥蕗

内面ド2cm除きスズ

左下割ｵ11 1粘土I飴mi
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垂､雰一･~心壌？

347
冬､ペア'セン

執謬熱

や
、
了

349 350詳幕

"II"崇瀞

”雑感や鴬
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可q D-ン'酬忌十
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Ｆ
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：
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1
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４
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．

６
、
以

謹
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一
，
、
稗甲

、

寮
ゞ

心
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・
士蕊

ｒ

？
？
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ｂ
、
■
』
Ｆ

軒
△
恥
》
Ｐ
哩
畦

弔
晶
・
・

■
や
小
弔
問
▽
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も
ｐ
－
Ｆ
Ｆ
シ

０

．

邑

子

余

壷

手

寮

Ｆ

雪
島
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、

4

10cml ：3(）

' i －－ヨ53

｜ﾉ､I 1il

(糾愉など）

本文
,氾''1{11N 考ｹﾄ|f'』 （文様・捜飾．地文・原体など）器稲・部ｲﾄ！器械・鄙11｝出 '三地点・ル'i位t地‘11‘ｲ（ ・ 1W他NC 州 ：

338 21C②． Ⅱ層 底部（一周）

339 21C②. Ⅱ層 小型台付鉢？

34(） 21C②． Ⅱ層 底部（一間）

341 21C②. Ⅱ層 深鉢・胴部

342 2】C②． Ⅱ層 底部（l/3周）

343 21C②. Ⅱ層 不明(l/4周弱以下

344 21C②. Ⅱi曹 深鉢.U縁部

345 21C②. Ⅱ層 深鉢・口縁部

3.16 21〔､②.Ⅲ （IⅡb）肘 深鉢？

347 21C②.Ⅲ （Ⅲb） l削 深鉢・口縁部

348 21C②.Ⅲ （Ⅲb）層 深鉢・口縁部

349 21C②．Ⅲ （Ⅲb）屑 深鉢・口縁部

350 21C②．Ⅲ （Ⅲb）層 深鉢・口縁部

351 21C②。Ⅲ（Ⅲb）層 深鉢・口縁部

352 21C②． IⅡ （Ⅲb）層 深鉢・口縁部

353 21B③Ⅱ（Ⅲc)層､Ⅲ（I]c)層､21C③. 11ル1 深鉢・ I｣縁部

354 21C③。 Ⅱ層 底部（l/2周）

355 21C③. ［I府 浅鉢（l/5周） ？

緬二>伽鰄･岫雌雛RLタテ、ナナメ→庇部ナデ／底lni ：ナデ

ナデ（台部はスカート状に中空洞）

LRタテ、ナナメ→底部ナデ／底Irli ：ナデ（中央窪み）

RLヨコ、ナナメ→低い貼付文（尖った棒状工具による深い刺突）

底部～底面：ナデ

ナデ

, ,梓~外鯲歯状貼付／R?ﾖｺ､ナナメ?→制|い隆榊（形一様でないが一部煙い1M位)

[1｝浮：押川薮'1／口～頸：竹祇:状刺突'1→1 1ナデ／胴：LR＋結節（？） ヨコ

1 1 ｝ずf ：LRヨコ／1 1～lIliiI ； I－Rタテ→1 1縁に,1‘iめの捕状突起

口：無文／111リ ：LRタテ

口唇：鋸歯状貼付文／太く浅めの鋸歯文

L1緑肥ﾉﾘ／LRヨコ→比較的短い？紐状貼ｲ､1文

111形突起／I｣縁肥厚／LRヨコ、ナナメ→ナデ

u縁肥厚

LRヨコ？？→i l唇ナデ、細く渋めの沈線

1 1特～外蛇行降帯(刺突ﾀﾘ） ・その他1 1牌刻| ｜ 11／| ｜ ：無文／111 ：RLナナメ→|蟻'淵(刻'二|タリ）

RLヨコ→底部ナデ／底面：ナデ

ナデ

拝
差
万
一
痔
一
一
万
一
一
万
一
一
万
一
痔
一
一
万
一
拝
一
拝
三
二
汚
一
汚
汚
一
拝
一
一
万
一
汚
一
拝

繊維混？ ・外面スズ

外Iiiスス・ lAl l岬l落

1 1牌突起剥蒲？

外Irl iススイ､iｲ順‘『

外面スス・内面剥落

| ').48

k焼成で赤い ’
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1
358

篭襲f涛認譲冒-婆

／

蝿qR7
JｰI

､皇星鞘

罵麓入

〃
"

360
や

－……:､御津鐸津艤診識識鱗1,4轤鼬, ､ ↓ .

’
362

l ：3 10cm
1

句六勺

000
0

内面
(湖轆など）

本文
1ｹ｡価

出土地点・層位 器種・部位恥

356 21C⑥

357 21C③

358 21C④

359 22B①

36(） 22Bc

361 22B①

362 22B①

363 22B①

364 22B①

365 22B①

外I力i (文様･装飾､地文･原体など) 備 考

IⅡ （IUb）屑

111 （Ⅲh）肘

Ⅱ （Ⅲa）眉

②． 表土

I～Ⅱ層

I～Ⅱ層

I～Ⅲ屑、 22B③

l～Ⅲ層22B③

I～Ⅱ層

［～Ⅱ層

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢・ LI縁部

深鉢・胴部

深鉢．u縁部

深鉢・ ' l縁部

深鉢・口縁部

深鉢・口縁部

深鉢(口3/4周）

深鉢・口縁部

深鉢・ ’ 1縁部

太く,Wiい降榊・ ユド欺竹箔:状工1↓による刺突列

' 1牌：一部刻目／u線低い降州;状／' 1～蝋：LR{lIlljl：／lIil ： I‘Rタテ

LRヨコ？

細く低めの降帯（乗'1蕗）／I"Rヨコ？→半裁竹領:状工具による*'1突列、 文様

半雄竹管状工具による刺突ダ11， 太く深い沈線

1 1唇鋸歯状隆帯／LRヨコ→口縁ナデ

I |唇蛇行陳帯4？／口：無文／RLタテ、ナナメ

"突起‘1単位／u：RL＋結節（L） ヨコ／ﾉﾙ1 ：組紐（r’1各2本？） ヨコ／施文胴→1 1

1｣唇～外鋸歯状突起／RLヨコ

| ｜牌： T瓠i状降帯

Ⅱ

粍

款

デ

粍

デ

デ

デ

デ

デ

デ

隙
ナ
ナ
峠
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

内胴離に;力鰔による?1

1り外スス‘下割ﾛ|胎蝋

オオバコ回転文？

①2/5､②3/5出土

外面摩耗．剥落

屑
層

Ⅲ
Ⅱ

一
一

Ｉ
１

01／5,③4/5出i

繊維混・内外間スス

内面摩耗

第74図土器(40）
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胸 出士地点・層付 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(詞整など）

備 考
本文
記載

366 22B①． I～Ⅱ層 深鉢・口縁部 口～頚部剥落／太く深い沈線 ナデ

367 22B①。 I～Ⅱ層 深鉢・突起 深い竹管状刺突 ナデ

368 22B①、 22B② 深鉢・口縁部 太く深い沈線、盲孔 （＊下の割れ口粘土接合面からの剥離） ナデ ①3／5，②2／5出土

369 22B② 深鉢・口縁部 太く深い沈線 ナデ

370 22B②(｢表土」と明記6／13） 深鉢・胴部 LRヨコ、ナナメ→半裁竹管状工具による沈線 ナデ 上下割れ口粘土接合面

371 22B②(｢表土」と明記l／4） 深鉢・口縁部 口唇:口縁貼付上刻目／口縁隆帯状．高い突起/半裁竹管状工具による深い沈線､刺突列･ボタン状貼付文//LRタテ ナデ 下割れ口接合面･内面剥滞 P､48

372 22B②(｢表土」と明記l／11） 深鉢・胴部 (＊371と同一個体・ボタン状貼付文3つ1単位？） ナデ 下割れ口接合面 p､48

373 22B②．表土 深鉢・口縁部 突起上から見ると梢円形(中央深い盲孔､周囲深く細い刺突列)／RLヨコ？→低い隆帯(深い刺突列） ナデ？ 内外面摩耗ひどい P､48

374 22B②．表土 深鉢・口縁部 口唇～外鋸歯状隆帯、その外口唇刺突列／LRタテ→口縁ナデ ナデ

375 22B② 深鉢・口縁部 口唇：一部刻目／口縁肥厚／太く深い沈線 ナデ 胎土石含む
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謬・･、
、壷や必焚邑､”

甦腎識豊
＝;･

聡鐘" :,誤
一.

377
ノ
ノ
ノ
ジノ秒

卜
由

j'／378

職

、
Ｌ

'~)′

0 l ：3 10cm

内 1m
(調禁など）

本文

記載
{ | |土地点・層位 器械・部位 外山i （文様・装飾、地文・原体など）NQ

376 22B②

377 22B②

378 22B②

379 22B②

380 22B②

381 22B②

382 22B②

383 22B②

384 22B②

385 22B②

術 塔

LRタテ→､|リ&竹栫状［!Lによる沈線

1 1緑肥jlj4／太く深い沈線／RLタテ、 ナナメ→ナデ

1 1縁文様4iii位？

1 1緑隆帯状（箆状塊ll l lダ11）／1 ,Rタテ

ナデ （＊｜ |絃l／3iliI ， 庇一l‘11）

竹管状工具による細く深い沈線（他とやや異質） （＊右ド削ｵ1 1 1帖上接合面から剥離）

口唇：緩蛇行降帯（剣I l状刺突）／LRヨコ→細い隆,腓

波状口縁K1部3つの押旺／II'＃いボタン状貼{､1．文→半殿竹荊:状I邑典による噸|l突、沈線

口唇：弧状突起価j脇に押If／半殿竹管状工具による浅めの沈線→刺股状工具による斜めからの刺突列

単軸絡1 （R） タテ、 ナナメ

深鉢・ルiI部

深鉢

深鉢. ｜ |緑(l/4周）

深鉢・ I |緑部

小ﾉil』鉢

深鉢・口縁部

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢・ I｣絃部

深鉢・ ［｣縁部

深鉢(1 1 1/4刷弱）

拝
一
拝

胎二lﾕｲ｢街む

内雌〃蝋什) ,湘胴-

377とl 1fl-ll占1体

ド”' 1 11胎耐ら剥離拝
一
存
一
存
一
汚
一
痔
一
存
一
存

L1唇摩耗

下粘土l始1Mから剥離

p､48

外lml部スス(､|杵 I〕’48
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本文
1.靴胸

内 ｜(li

(側稚など）
Ⅲi 考外Ini （文様・装飾、地文・原休など）器柿・部位川土地点・ I哲仙

突起？／RLヨコ？→半裁竹管状工具による浅い沈線→いびつなボタン状貼付文

（＊387とI 1 il個体・艮方形状突起中央に押1 12）

| |牌：強いｰヂ／1'1鮴fiみ狼そのまま

口内|m･ I l ･弧部:竹摺;状刺突列

口辱～外蛇行|雌榊(竹領:状刺突) ､その他口唇卯|l突'1／RI､タテ→|雌‘冊(刺突～D字形刻1 1） ８４成

本
水

１
１

焼

個
個
次

同
同
ス

と
と
ス

７
６

Ⅲ

８
８

３
３

外

一
テ
一
テ
ー
テ
ー
テ

ナ
ナ
ナ
ナ

深鉢(l/4周未満）

深鉢・ ’ l縁部

深鉢

深鉢．u縁部

深鉢(3/4周弱）

細

一

州

州

22B②、②～④(②5／9で取りkげ）

22B②

22B②、 22B④、排二’

第77図土器(43）
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蚤
|富
|患
|室
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房

謄 国 、 。 〒 く こ 潤

腱 国 、 ． 〒 上 ］ 雲

隠 国 、

隠 国 ◎ 〒 く ． 罰

〒 斤 筐 」 一 志 ・ 通 言

兼 尊 （ こ 空 室 更 ‐ ご

兼 幹 （ 造 望 一 『 鴬 二 今

兼 響 （ こ 望 里 ）

莞 韓 （ ｌ 雲 汽 壷 ）

華 .
i
君

苦
も
＝
、

聿 奎

滞 儲 瞠 慧 《 》

｜ 」 輔 》 蕊 一 ‐ ］

滞 簡 瞠 熱 《 》 白 匡 刻 ？ 一 二 範 ‐ ｆ 宴 ） 〃 潴 儲 享 匡 和 堂 臘 望 、 三 重 讓 一 完 ） 町 中

｜ 一 輔 》 蕊 弐 一 驫 睾 這 蒔 ） ・ 豈 三 瞬 壱 毒 置 斗 瓠 笘 元 や 山 ｕ ↓ 二 十 瓠 ↓ 三 蚕 室 驫 奉

口 呵 》 Ｆ 殉 山 ｕ 、 ［ 売 山 Ｕ ↓ 匡 諏 斗 瓠

口 諏 吟 函 蟄 誤 、 ｛ 記 山 ｕ ？ や ↓ 菫 言 諄 二 途 三 弐 （ 糾 難 壹 再 引 三 ） 、 房 三 竿 差 壽 満 ↓ 斗 ‐ 瓠

拙 認 図 什 弗 （ 堂 ）

’ 一 目 Ｉ

宴 一 三 （ 済 蕪 ・ 熊 雪 ？ 佳 掛 ・ 詞 書 舜 叱 ）

“

二

1前
前
|靴

出 ニ ザ

ー 叩 戸 酷
鰐 舜
一

代
＝

三 咋 一 識 謝

吾 專 量 メ メ 專 禁 一 ） ． 茂

奔 雪 一 九 窪 Ⅲ 涛 毒 ニ ペ 計 戸 辰 鹿

寡 言 × ｘ ・ 知 一 一 識

壽 邑 引 評 小 澤 淳 二 胃 裳

一 （ ｝ 〈 寺 一 一 一
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地 出十地点・層付 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(鋼整など）

備 考
本文
記載

395 22B③． I～Ⅱ層 深鉢(4/5周以下） 口唇小波状貼付文4単位／LRタテ→口縁、底部ナデ／底面：網代痕 ナデ 内面一部スス p,48



N

附

‐同

￥

qQ7
曹一『

一奎壷……や…

l ：3 1 ()〔｡m

i

1 1

｛ij 考 綴
内外面スス付着p､48

①5/6,③l/6出土

本文

,;'』戯
lij 考

｜人j lill

(調椛など）
1 1}｣二地ﾉ,'‘< ・晒位 器郁･部位 外Ihi （文様・装側li，地文・ 1噸体など）胸

396122BO･ I～Ⅲ層
3971 22B@. '～Ⅲ燗、 22B③

深鉢(l/2周以ド）

深鉢・ ’ 1縁部

口縁2種2単位突起？ （間に円形貼付文）／LRヨコ→比較的短く細い貼付文

1 1唇：刻I 1列／RLタテ、ナナメ→I ｣縁ナデ→太く筏めの鋸歯文

一
ア
ー
ア

ー
ー

プ
ブ
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lOcl11

キ
メ
祁
杣

本
記

内 lfli

(期柚など)
外向（文様・装飾、地文・原体など） 備 考器柿・部ｲi）' 1t地点・層位

④

③
③
③
③
③
③
③
③
③
③

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

り
〕
ウ
）
リ
】
リ
】
リ
〕
り
』
リ
】
ソ
】
り
］
リ
】

？
】
？
】
？
】
リ
】
ソ
】
？
］
り
〕
？
】
，
】
？
】

８
９
０
１
ソ
】
３
４
．
５
６
７

ｍ
９
９
０
０
０
９
０
０
０
０

３
３
４
１
１
４
４
４
４
４

| |梓：斜めからの深い刺突列／1 1 ：ナデ／Iil ： I.L？ナナメ→kく深めの細|かい撫歯又

I Ijff ： 上から兇ると, ,,形突起（, | 『央深く太い刺突) 、蛇r｣二|唯,冊／RLタテ

附加条（RLにlを右巻き？） タテ？→ボタン状貼i,1.、細い紐状貼付文（D字刻目列）

, , jf;～外jﾘI鮴'状M,'i{､1． （二' 1 ’ ・竹椚;状刺突''）／LRヨコ

, ' ﾉff ：太い柧状M1'i1,1．→そのk，外細い小波状11''ii,'／1.1《ヨコ→制'いⅡ11i{､'文

1 1唇～外鋸歯状貼付文（三山）

, ,唇：台形突起,,人,外交瓦刺突による(｣畠から兇て)小波状､ﾉ 、突起外竹椅状Il突|／RLヨコ→大く深めの沈線

I ,縁|端併状／太く深い沈線

口：ナデ／胴：RRヨコ、 ナナメ？→尚い降栫（竹管状刺突列）

大波状1 ,緑（4？）／1 1唇強いナデ／'洲111絡1 （R？）タテ

拝
一
拝

轆
鱸

一
回
・
も

内
帥

ス
鯰

Ｘ
川

柵
Ⅱ
下
蛸

血
中

外
ド

鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢

娠
ボ
沁
木
沁
水
牝
永
沁
小
永
稚
沁
木
北
本
池
ポ
沁
恭

・
引
イ
。
、
句
イ
ｐ
ｑ
ｖ
４
０
ｑ
別
ｆ
ｂ
・
画
ｉ
Ｌ
、
町
ｆ
０
、
町
ｊ
■
、
坪
Ｊ
Ⅱ
、
叱
Ｊ
■
、
寺
ｐ
Ｉ

|」緑部

u縁部

' 1緑|,fM

l l縁冊M

| ｜縁i,fK

l l紬‘flI

l l絨部

口縁拙

/3k';1$!』）

拝
一
存
拝
一
拝
拝
存
一
痔

外' 1,|i吹きこぽｵl

ド‘‘りlｵ1 1 1帖l扱合Ihi

外lrl Iスス|､lﾈ'『

310/13､④3/13出土

外Imスス、 |ﾉ､l Im黒 I〕､48
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蕊 籠‘
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、、 .プマ圭〆
再 b4 幸ら 生

､罐翰
溜

414

軍藻巍鐵f凝熟r: f

412

谷
も

ｍＣＯ３１

』
ハ
Ｕ
Ｉ
ｌ

＃淵繩 'w(位
深鉢・ ' '縁部
深鉢･ ' 1綜祁

縦鉢. ｜ ｜緑|‘111

深鉢

深鉢

鉢（jll叩4/5ﾙ$il）

深鉢・ ’ 1縁部
胴'/3周、底充企

器靴・ '1州
|人l lrli

(刑犠など)

f又

氾峨1 1 1上地点・暇位 外lfIj （文様・渋飾、地文・ Ii〔体など） iIlli 必胸

一
蠅
一
州

仙
一
州

山
一
咄
一
州
一
妬

火波状口縁（4？）／口唇強いナテ／LRヨコ／' 1縁' '1形貼付文剥落 ナデ

｜ |聯；抑I |ﾐ '1／W111絡1 （L） タテ？→隆‘l＃ （'' '' 1 1ﾖ 1)、太く没めの沈線 ナデ

,《Lタテ→ⅡIil､1文 ナデ

， ， ｝笄：刺突11／Il il ：斜縄文（？） ナデ(IⅡl凸）

’ 1将～外側'淌状Ⅲli{､'- . ドーナーツ状貼付(内面も深いfiｲL)／| |将～突'胆探い刺突11／RL方Ir1Iイロイロナデ？

弧状突,腿（ iii位不IﾘI）／口～IliIil ：ケズリ？／庇lrli ：ナデ ナデ

Rl-タテ？→LI縁ナデ→太く桟めの鋸歯文 ナデ

LRタテ、ナナメ→底部ナデ／底IAi ：ナデ ナデ

外I力iススイ､1着

外Ⅲ1郷・剛I ll始、

③
③
③
③
③
③
③
③

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

２
２
り
】
？
】
り
〕
リ
〕
２
２

？
】
リ
】

リ
］
叩
当
リ
』
リ
】
ソ
】
７
】

外1,1驍粍ひどい

'ﾉ､l外lmスス付怖 I〕’48

外I、スス付粁 p’48

内外伽ススイ､1首

外Iii二次焼成で赤 I).48
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1戸
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典琴

l ：3 l ()〔.、（ 】

文
戦

し
小
『
犯

1人1 1m

凋轆など
外面（文様・装飾、地文・原体など） |＃i 考出土地点・層位 器梛・部位Nq

416 22B③

417 22B③

418 22B④

419 22B④

420 22B④

421 22B④

422 22B@

|｣唇強いナデで| |縁やや肥Iﾘ／単軸絡1 （L） タテ→| |緑ナデ

粘土輪械みり良 （＊’ ’ 2／3脚、 ’''11 1／2間以下）

LRタテ、ナナメ→ロナデ、隆帯（D字形爪形文）

l｣唇：押11§列／iii. '紬絡1 （R） タテ→高い隆帯（押圧'1) 、太く浅めの沈線

口唇：深い円形刺突'1

口唇～一部外鋸歯状突起（鋸歯間、 口縁高い瘤状突起）／RLヨコー→I｣縁ナデ

ロ縁外から押11ﾒで突起上、その下円形貼付／LRタテ、ナナメ→1 1緑ナデー→貼付

外|mスス付粁

胎上' ' 1打多い

|噴粍ひどい

ナデ

ナテ

ナデ

摩耗ひどい

ナデ

ナデ

深鉢(l/3ﾙ1）

深鉢(獺4/5周）

探鉢・口縁部

深鉢・ ' 1縁部

深鉢・ 1 1縁部

深鉢・口縁部

深鉢（頸一周）

層
層
層
層
層

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

へ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

内外面曜粍

外面ｽｽ付着 ｜
|人1外lili一部摩耗p48
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岨 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(闘犠など）

備 考
本文
記載

423 22B④。 I～Ⅲ層 深鉢・胴部 L＋結節（R？）ヨコ→ナデ 摩耗 繊維混？ ・外面ｽス

424 22B④ 深鉢(胴l/4周弱） 口唇：C字形刻目文／単軸絡1 （L？）タテ→太く浅めの鋸歯文 ナデ(凹凸） 外スス・内外剥落 p､48

425 22B④ 深鉢・口縁部 口唇：強いナデ／RR？ヨコ、ナナメ→口縁ナデ→高い隆帯（竹管状刺突列） ナデ 胴雛合間での割れ多い p､48

426 22B④ ＊425と同一個体 外面剥落多い p､48

427 22B④ 深鉢 LRタテ、ナナメ→口縁ナデ→貼付文（刻目列） ナデ



と､す野睦‘¥砥

¥: ; ,::層.職

30

428
今

一

．
１

ー萄瞳

●
島

堂
』

I
嬢擬

琴鐙

､ ’

r、

I 437

36

435

凝議
一、

I

440

↓簿
(） l ：3 10(､、

､'-･1441

内 l力i
(関儲など

本文
!id城備 考外面（文様・装飾、地文・原体など）出土地点・屑ｲウ 器繩･部位恥

l28 22B④

429 22B④

13(） 22B④

l31 22Bfl）

ゞl32 22B④

l33 22B④

434 22B④

435 22B④

436 22B④

‘l37 22B④

438 22B④

l39 22B④

4‘1(） 22B④

441 22B④

, l‘12 22B③

' 1縁降榊状／iii, Ililll絲’八（R） タテ→ナデ→半ﾉ&竹荊:状'言!↓による刺突、沈線

LRタテ→|雌'1N;Ⅲ'i{､l

LI《ヨコ→｜ |緑ナデ→太い降帯→淵|Iく深い刺突11

突起｜ ‘. ,Ⅲｷｲ,i ' ' 1形（' | 『央1，1j、孔、 ルliⅡ)卜|深い111突I榊、突起外｜ ’将強いｰヂ

単軸絡I （L） タテ？→ナテ→口唇～外ドーナツ状貼{､1文（深い刺突）

，ド披竹柵:状工典による文様

1 1特～外鋸歯状1，'i1,1文（浅い竹管状刺突）／RLタテ？

口唇：C字形貼{､1文の他は押圧列／RLヨコ→| |縁ナデ→貼付文

LRタテ→太く!;,fiめの貼{､|文（細く深い巾'1突'1）

RLヨコ→I｣縁ナデ→il.;iい貼付文（竹笛:状1 11突) 、太く渋めの沈線

口縁隆帯状／太く高めの隆帯（口縁縦は口牌またぐ）

R1.タテ→1 1緑ナデ、 太く深い鋸l墹文

1 1牌～外' ' 1形11,'i{､l('ﾉ､1 1,繩み・外' | '兜深め'''11 |{､竹梢;状刺突)／iiillilll絡1 （R)タテ→kく没めの州|卿又

太く深い州1脚文

突起卜. 1，桁' 11形（l《Lヨコ、 タテ）／11牌：RI“ヨコ

ナデ

ナデ 内面摩耗

ﾅーデ

ナデ 畑1はL｣職|AⅡii lこlllる

ナデ(凹凸） 外面スス付着

ナデ

ナデ 内外1mスス{､階？

ナデ

ナデ 外面二次焼成で赤？

ナデ

摩耗ひどい

ナデ 外面ススィ､l･特

ナデ

ルf純 外1m摩耗

ナデ

粋
一
繩
一
癖
榊
紳
一
織
一
総
“
一
癖
一
織
癖
一
幟
一
秘
一
幟
一
癖

| l縁部

1111部

| ｜緑部

1 1絲部

u縁部

1 1縁部

I｣縁部

口縁部

Illnl部

' 1縁部

'二1縁部

| I縁部

| l縁部

' 1縁部

1 1縁部
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蝋
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２45＝
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･輔画一ヤー, ､～轄〆
E1
Jl

l ： 3I ） l(〕〔.、

’ 出上地点・層位 |人］ ｜hi
(凹硴など）

器梱，部位 本文
記戦

外面（文様・装飾、地文・原休など） 備 考

|坐到
|州

22B④ 深鉢・ ’ 1縁部

深鉢.u縁部

深鉢・口縁部

深鉢・ ’ 1縁祁

深鉢・ I｣縁部

鉢・口緑部

深鉢・ ’ 1絨部

深鉢． ｜ ｜紬部

深鉢・口縁部

深鉢・ I 1縁部

｜ l唇強いナデ／I i ：無文／Ⅲi] ：LRタテ→太い|堆榊（紺lく深い*'1突11）

1 1唇：LRヨコ／LRヨコ、ナナメ→口縁ナデ

大波状／口唇：LRヨコと竹管状刺突／LRヨコ、タテ→降帯(太く深い竹管状？刺突列）

RLヨコ→商い降榊（竹椚:状刺突）→太く渋めの鋸歯文

u縁；ナデ／ﾙil ： iii軸絡1 （L） タテ

組紐（rと12本？） ヨコ、 ナナメ

ナデ

ナデ(凹凸）
1一

ナテ

ナデ
I一

テナ

ナデ

ナデ

隊粍

ナデ

ナデ

層Ⅲ一Ｉ

④
④
④
②

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

ソ
］
？
】
り
』
ワ
】

リ
】
ワ
ヨ
リ
］
り
】

蠅
一
邨
一
抑
一
蝿

伽

l48

口唇そｵ1ぞれWl々施文

内外面摩耗

柚‘脚ﾖｺ､卿ﾀﾃﾅ

胎土繊維多い層
肘
層
層
層

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

へ
ヘ
ヘ
一
へ

Ｉ
１

１
１
１

22C②

l49 22C③

l50 22C③

151 22C③

l52 22C③

1 1勝:刻i Iダ11／RI.+絲節(L） ヨコ→I｣緑ナデ

1 | ﾉff ：強いナデ／l《I ‘タテ→細く,ﾄﾞiい降州

口唇：抑Ilﾐ |l／1.Rヨコ→| l縁ナデ、隆器 外I、スス、剥燕

突起波''1部岬｣ |ﾐ／ドーナツ状貼ｲ､1． （竹梼状刺突'1）／RI・タテ？
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地 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(国儀など）

徽 考
本文
記赦

453 22C③。 I～Ⅲ層 深鉢 口唇：押圧列・貼付剥落？／胴LRタテ、 ヨコ→頸結節（R）ヨコ ナデ 外面下部ｽｽ付着､剥落

454 22C③． I～Ⅲ層 深鉢・口縁部 胴LRヨコ→頸結節（R）ヨコ→口縁ナデ ナデ

455 22C③． ’～Ⅲ層 底部（一周） LRタテ、 ヨコ→底部ナデ／底面：ナデ ナデ 噸ｽｽ‘鯛脱ﾘ？

456 22CO･ I～Ⅲ層 深鉢・口縁部 胴LR＋結節(R)ヨコ→口縁ナデ ナデ

457 22C③。 ’～Ⅲ層 深鉢・口縁部 口唇：波状隆帯（三山）／LRタテ？→口縁ナデ→太く高い鋸歯状隆帯 ナデ 噸ｽｽ？ ，順一部職

458 22C④． I～Ⅲ層 深鉢・口縁部 口唇突起（刻目）／口：無文／LRヨコ、結節（R）ヨコ ナデ 460と同一･個体？
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『
畠戸鍔的染』､徹
壷字･;:苧涛1
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篭
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蕊職噌溌誇撫鳶. ~ 4画

h疾蕊y'I.y･(-'､ﾊご誤-》

輔鐸詠澤湧鐸

篭蒙
461

一
一
一
一
一

一一

7

魚

驚
く竜
､苧q

砥
い

1

←

’＃ 巻備 考
内 lﾊj
(閲笈など）

出土地点・屑ｲｳ 本文

記戟
胸 器#'1 ．部位 外面（文様・装飾．地文・原体など）

陽460
I～m層

I～III jW

I～111解

I屑 （レキ多）

炎_'二

表上

表土

1 1W （レキ多）

I層 （レキ多）

I層 （レキ多）

1M （レキ多）

22Cu） 癖
一
癖
一
織
一
榊
一
料
一
癖
一
癖
一
織
一
料
一
癖
一
糊

|内外面剥落
458とllfl ‐個体？

口縁部

1 1縁部

｜ |総＃'1

｜ ｜緑部

Il l州

1 1縁部

1 1緑部

口唇～外鋸歯状降帯(言11｣ ・RLイロイロ)／口唇：RLヨコ／RLタテ、ナナメ→I雌帯(刺突列） ナデ

I"R＋紬節（R） ヨコ （＊外1町二次焼成で咋粍？） ナデ

口唇庇状に外部に突1M(三つの瘤状突起．太く深い沈線)／LRヨコ？－し:|批竹櫛;状~I:典による文様ナデ

| I緑降帯状( ' 2ド刻｢Iダ11)／I,Rタテ､ﾅｰﾒ→| |緑ナデ→､|尾裁竹街状I: !Lによる文様ナデ

LRタテ→| |緑ナデ→雌榊（太く深い刺突ﾘ)、太く深い鋸歯文 ナデ

u：隆帯状／縦位ﾆﾘ降帯（押圧）／半放竹楢:状工具による刺突ﾀﾘ、沈線 ナデ

ロ緑隆帯状／太めで深い沈線・半熾竹管状T具による押し引き沈線 ナデ

li噸'1絡5 （L？） タテ ナデ

台形突起（ 1 1膳蛇行降帯） ？／LR，結節（'？？） ヨコ ナデ

LRタテ、ナナメ→｜ |縁ナデ→隆帯（斜めから太く深い竹管状刺突列） ナデ

I-Rヨコ→州11く比4唆的蝿い粘｜ :紐によるl1Ilji､l文 ナデ

I"R＋紬節（R） ヨコ （＊外1町二次焼成で咋粍？）

口唇庇状に外部に突1M(三つの瘤状突起．太く深い沈線)／LRヨコ？－し:|批竹櫛;状-1:典による文様

| I緑降帯状( ' 2ド刻｢Iダ11)／I,Rタテ､ﾅｰﾒ→| |緑ナデ→､|尾裁竹街状I: !Lによる文様

LRタテ→| |緑ナデ→雌榊（太く深い刺突ﾘ)、太く深い鋸歯文

u：隆帯状／縦位ﾆﾘ降帯（押圧）／半放竹楢:状工具による刺突ﾀﾘ、沈線

口緑隆帯状／太めで深い沈線・半熾竹管状T具による押し引き沈線

台形突j起（ 1 1膳蛇行降帯） ？／LR，結節（'？？） ヨコ

LRタテ、ナナメ→｜ |縁ナデ→隆帯（斜めから太く深い竹管状刺突列

22C@
461 22C@

462 23B①

．l63 23B①

464 23B①

－165 23B①

466 23B①

467 23B①

露l68 23B①

l69 23B①

kの塊11卜Iは口唇

'二の削I｣接合、剥離

降帯1つ剥落

外l、スス付ｲ'i：

郡
部
祁

絨
縁
緑 外I '脈'i吹きこぼれ
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鐸鐙率譲…X蚤典

溌塞蕊織 １

ｿ474

ヘ47 1

7厘
1J

|綴本文
1氾倣

内血

列終など）
備 考外面（文様・装飾、地文・原体など）器樋・部位出土地点･層位岨

一
一
畑
一
ｍ
噸
一
州

－外面スス付着

内面スス付清

､一

アフー

、一

ナフー

ナデ(凹,''1）

|ﾉ､l lrI鰍'1落
’一

ナブー

’一

アブ．

ナデ？

1 1唇蛇行降帯剥落？ ・その他C字形刻I l |l／LRヨコ､ナナーメ→1 1縁ナデ→太く高い降榊

RLヨコ→半雌竹管状工具による文様

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢(l/4問弱）

深鉢？ ・瀕部

澱鉢・突起

深鉢． ｜ |縁部

深鉢

深鉢・ ’ 1緑部

23B①

23B①

23B①

23B①

I届 （レキ多）

I層 （レキ多）

I層 （レキ多）

1 1↑Lf （レキ多）

I層

I～II屑

I～II肘

LLタテ？→ナデ

ドーナヅ状*,Ii上紐の' | 『央孔に| 『 l形ﾎI' i l

LRヨコ→ll縁ナデ→深い鋸歯状沈線

ドーナ､ｿ状*,Ii上紐の' ' 1央孔に' 1 1形ﾎI' i l1illiめて幣形→深い*'1突

内閲剥落

内耐l落・476と同一？

475と|‘1-1M体？

474 23B②

475 23B②

476 23B②

口唇：ポ'1突11／頚RLヨコ→ロナデ→降榊／胴：RLタテ→一部RL（0段多条） タテ

口唇：刺突列、 ない所は隆帯剥落？／RLヨコ？→隆帯 （＊内外|抑掌粍ひどい）
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8
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(） 1 ．Q
L ■ qJ 10cm

内面
(澗憾など）

本文

記依
出土地点・届位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）胸

477 23B②

478 23B②

479 23B②

48(） 23B②

481 23B③

482 23B③

483 23B④

484 23B④

485 2．1B③

486 23B③

487 23B③

488 23B③

489 23B③

備 考

| |唇：C字形111'i{､1．文

山形突起下、外側からの斑jmｲL／LRタテ？

I～Ⅱ'1'1

1～Ⅱ層

I～Ⅱ層

I～Ⅱ府

I層

I層

Ⅱ層

Ⅱ層

Ⅲ層、 23C①. I～111府

Ⅲ＃'1

m層

Ⅲ層

Ⅲ層

深鉢． ｜ ｜絨部

深鉢. ｜ |紘部

深鉢・口縁部

小型鉢（一間）

深鉢・ ']縁部

深鉢・口縁部

深鉢・ I l縁部

深鉢・口縁部

深鉢

深鉢・ ’ 1絨部

深鉢

深鉢・口縁部

深鉢(l/4問弱）

痔
存
拝
一
一
垂
一
万
一
万
拝
一
壱
一
一
万
一
拝
拝
一
存
一
一
万

外mi嘩粍

外|加筆粍

波状突起（内1m円く深い刺突群）

底部～底面：ナデ

lrl形貼付文（押圧）／RLヨコ、 タテ→貼ｲ､1文周囲ナデ

太く高い鋸歯状貼付文／RLヨコ→貼付文周囲ナデ

頸マウンド状の低い降裕→深い円形刺突群→1 1縁ナデ

頚マウンド状の低い峰榊（深い円形刺突）／LRヨコ→k部ナデ

1 1緑|嫌帯状（太く深い沈線）／LRヨコ、 タテ→､卜雄竹制；状工具による沈線

1 1牌：術'1突列／RLタテ→’ 1ナデ、 ，‘‘,ﾙい峰'Ⅲ： （D' i厚:形刻｜ ｜ダリ）

LRヨコ→低めの|逢帯（刻日 11) ､細い弧状降帯

RLタテ、ナナメ→I l縁ナデ、高めの隆帯

胴LRヨコ？＋結節（R） ヨコ→口縁ナデ

胴ｽｽ|僻，棚と同一？

胴ｽｽ{補．↓83と同一？

内而ド部深い輔形痕

内外|rliスス付ｲri

外伽上部I緋fひどい

第90図土器(56）
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地 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(調整など）

備 考
本文
記載

490 23B③．Ⅲ層 底部（一周） LRタテ→底部ナデ／底面：ナデ ナデ

491 23B③．Ⅲ層 坏（小片） ロクロナデ ﾛクロナデ

492 23B③．Ⅲ層 深鉢・口縁部 LR＋結節（R）ヨコ ナデ 胎土繊維なし

493 23B③．Ⅲ層 深鉢・口縁部 口唇：鎖状刻目列／口：太く浅い沈線→ボタン状貼付文・隆帯剥落／頚：半裁竹管状工具による浅い沈線 ナデ

494 23B③。Ⅲ層 深鉢・口縁部 口唇：山形、渦状突起／LRヨコ→太い隆帯（刺突列)､細い隆帯 ナデ 外面剥落

495 23B③．Ⅲ層、 23B④． ’層 深鉢(l/2周以下） RLヨコ、ナナメ→上部ナデ→太く浅い鋸歯文→隆帯（押圧列） ナデ 内面底付近スス p､48

496 23B④． I層 深鉢・口縁部 口唇内外交互押圧による小波状／単軸絡l(R)タテ？→半裁竹管状工具による沈線､隆帯(押圧列） ナデ

497 23B④。 I層 深鉢・口縁部 口唇：強いナデ／LRヨコ？→細く短い粘土紐 ナデ 外面摩耗ひどい

498 23B④． ’層 深鉢・口縁部 口縁内面から押圧／LRヨコ→口縁ナデ→隆帯（深い刻目列） ナデ(雑）

499 23C①． I～Ⅱ層 小型鉢（l/4周） ナデ ナデ



癖”淑霧蕨甫鱈篭講灘薮

502
1

一
対
八

蕊襲灘璽潭蕊錘

濠:､壷鍵震霊i･J,
。 q子 争い ﾛ 1 ■q ■ ｡

す．《

亀，
W可

避

05

(） l()〔･ '11｜ ： ；1
1

1

内而
(凋惟など）

本文
記叔

川土地‘111,( ・ル州 器i1 ．部lf 外而（文様・装飾、地文・原体など）恥
一
一
Ⅷ
一
利
一
噸
一
祁
一
池
恥

lINi 湾

23C①． I～II lW

23c①． I～Ⅱ層

24B③。 I～11届

24C④～25C②.Ⅲ〔l仲'i

24C⑳付近。m肘MIi

25B③～25C①．Ⅲ('I,'I

椴鉢・ル1部

深鉢・ LI縁部

深鉢・ I I緑部

維鉢

深鉢(l/3周以ド）

深鉢。 ｜ ｜緑部

iii判l絡］ （L） タテ→隆滞（深い刺突）→太く深めの沈線

口唇～外鋸歯状隆帯／LRタテ、 ナナメ

' 1群：斜めの刺突列／1 1 ； ドからの刺突11／胴：LRタテ

LRヨコ→州'1く短い粘上紐による鯲附又 （＊上部スス． ド部1紫粍ひどい）

L1 ： I"Rタテ／胴：同原体ヨコ、ナナメ （＊スス、 ：削滞）

1 1唇；C' i鱈:形爪形文／蛎部：RLヨコ→,Wiい降,1N:／llllil ： ' 11脈体ナナメ

痔
一
存
一
痔
一
拝
一
存
一
存

外面スス付着

|ﾉ､l lrIiおこげ

l燗梛スス､蹄隙l落

外Irliスス、 I蛎托

第92図土器(58）
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本文
記載

|人l 血

到轄など
術 吟外1m（文様・装飾、地文・原体など）器械・部位出上地点・層位恥 山11地』'､'､｛ ・ I曽侃

506 25B④.ⅢaI肖､25C②･柵|側(Ⅱ～Ⅲ層上面）

507 25B④.Ⅲa肘

508 25B④．Ⅲa層､25C②｡Ⅲa層､25C④｡Ⅲa層

5()9 25B③～25C①. ’屑

51(） 25B③～25C①. I lili

51 1 25B③～25C①.Ⅲaj笛

512 25C①。Ⅲa岬1

513 25C①. ⅡIalW

514 25C①．Ⅲa層

515 25c②．検出Imll～m層

内外IMスス付粁n48汚

一

拝

蟻

一

万

拝

一

存

一

痔

一

存

一

存

存

突起2杣2対／RLタテ→底部ナデ、羊頭状貼付文→1 1牌RLヨコ

1 1唇； 111形突起？2，他深めの111形刺突'｣／底1m：木紫痕

1 1唇：C字形刻目列／単軸絡1 （L）ナナメー→口縁ナデ

I"R＋結節（R） ヨコ→1 1縁、底部ナデ

ボ,'i節（I ‘) （＋Rl-） ヨコ

LR＋結節（R） ヨコ→口唇ナデ

LR＋結節（R） ヨコ

胴：ナデ（凹凸）／底面；ナデ（ 1.寧） （＊底のみ一h11、他l／4周程度）

LRヨコ？ （節が整然と並ぶ）→細く比較的短い（l 3cm）粘土紐、 円形沈線

LRヨコ？→’ 1縁ナデ→細い紐状l1lli付文

深鉢(l lほぼ一周）

鉢（突起外完形）

深鉢（l/3局）

深鉢（ル1 1/2周）

深鉢・ ’ 1縁|‘flI

深鉢（l/4間脳）

深鉢･ ' 1緑部

小ﾉ 1鉢

深鉢・胴部

深鉢・ I |縁部

内外面スス付着

内外1Mスス・外岬l附

雛なし？ ，外Ⅲｽｽ|､|M：

外面スス、摩耗

外､ﾛ蝉|＃'外ﾛｽｽ

邨
一
戯

内面やや摩耗 ｜

外閲ｽｽ､帥iおこげ｜

第93図土器(59）
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辞
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ヘ
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砥

；
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・
“
『

一
Ｊ
恥
兜

孟

Ｉ
Ｉ
Ｆ
ｉ

争
閏
．
／
“
，
ｆ

Ｂ
グ
い
‐
〃
Ⅳ
い
し

７

１

“

品

Ｄ

》
■

可

一

一
《一

一
》』』

丙一
ご

異
”
》

蕊霧 521

522

〆

523

10cm(） 1 ．句
ふ り』

0

1人1 1m

(凋侭など）

本文

『泄叔
出上地点・仲1位 器棚・部ｲウ胸

冒＝＝＝＝

516

517

518

519

520

521

522

523

外血（文様・装飾、地文・原体など） ｢,Ⅲ 考
11△

25C②・検出面（Ⅱ～Ⅲ層上面）

25C②、検出|、（ 11～Ⅲ仲1 1 1m）

25C②. Ⅱ層

25C②付近.Ⅲ層上I、

球''1深鉢

小J1ﾘ鉢

鉢

深鉢・口縁部

深鉢（i l3/41,11）

深鉢・ I |縁部

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢・突起

口縁降帯状／LRヨコ、ナナメ→半裁竹稿;状工lLによる沈線

1111 ：ナデ（'' ' ''' ' 1）／底|｢|i ：ナデ（丁寧） （＊下､ド ・ﾙI1、 上部l/51i'ill'!り災）

ナデ

太く浅めの線条ﾘ良ある沈線

痔
一
存
一
拝
一
一
万
一
汚
汚
汚
一
拝

1噸F部スス状付着物

IⅧ一繩{砿までスス

内lrli ド部黒い

外I､スス､内面摩耗

外1m下部スス付蒜 I〕､48

外面ｽｽ付着

25C＠.ma層､25C＠伽｡Ⅲ層刷, 26C3付i5．，層上m

25C②.Ⅲ層

25C②.Ⅲ層

25C②.Ⅲ層

9波状？／口:降榊(竹桶状刺突列)／頚;断面三角形隆補(＃11例)／胴: lil軸絡1 （L？）タテ→降榊に沿ってナデ

ロ：商い降榊／頸：低い隆帯（鎖状刻1 1ダリ）／111‘i] ；LRヨコー→，|裁竹街状沈線

山形突起／半裁竹管状工具による沈線文様

円形外面窪み。深い刺突鮮 －卜
第94図土器(60）

-143-



蜜』
芯

《
浄
鍬
鋤

・▽

‐
ａ
■
と

稗
静
一
堺
厚
＄

一十

。

ｐ
。
ダ
４

ｑ・

燕
梱
浄
罫

、曲

■“ｂ・

燃
汝

蕊
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媚
憾

、
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”

炉

へ
“

ｆ
ｒ
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Ｌ蟻

;聯曹’
ヤ
ジ

I-|524

1
1

、守

息K篭謡瀬繍蛋寮"翰懇繊謬

30

528 l ：3 1 ()c、0

本文
記載

②
②

Ｃ
Ｃ

戸
、
一
ひ

り
】
９
】

４
５

Ｍ
馳
盟

|ﾉ､1 1m

（ iM縦など）
術 堵外面（文様・装飾、地文･原体など）器種・部ｲウ川｜:地!‘'､〔 ・層位

ナヂ(IIil凸） 外Iili鮒陥,| |繩'1淵？

ナデ 1人]外I、ススi,1-緋

ナデ 緬下部轆(二峨成?）

ナデ 胎上砂い･外雌ﾛスス

ナデ ⅢW嫉餅脈雌(CとD）

ナテ 外血1部|Ⅷ剛スス

ナデ(I Il l IU,） MIml部‘ |AⅡI1i州スス

外Iili鮒陥,| |繩'1淵？

1人]外I、ススi,1-緋 p､48

緬下部轆(二峨成?）

ナデ（卜祁ケズリに近い）

突起4単位？／1 1雌'勝状／RLR？ヨコ、ナナメ→半裁竹管状沈線

大波状（波頂部円形？Lli付剥落）／|｣唇；斜め刻目列／単軸絡1 （L） タテ→I｣ナデ

提起4単位？／1 1雌'勝状／RLR？ヨコ、ナナメ→半裁竹管状沈線

深鉢・ ’ 1緑部

深鉢（L1 1/3周）

深鉢（口l/4局）

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢.u縁部

深鉢（口l/3周）

深鉢（ ’ 1 1/､ lIliI）

Ⅲl↑'1

Ⅲfl Ii‘'i

526 25C②.ⅢaI耐

527 25C②．ⅢaIW

528 25C②． Ⅲalドイ

529 25C②．Ⅲaル1

53(） 25〔.②～④． ｜ⅡaIW

LRヨコ？→| l縁ナデ

|｣)縛：C字形突起、他爪形文ﾀﾘ／ll1kI.I《＋末端ヨコー→ロナデ／M‘ilド ：LRタテ

単軸絡1 （L） タテ、ナナメ→口、底部ナデ （＊口以外l／41,11以ド）

突起2抑(台形？、W''1状？）／附〃' 1条(I-R＋R‘》）タテ→I |唇ナデ （＊｜ |以外l／4以|､.）

第95図土器(61）
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胸 出土地点・層付 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など） 内面
(瓜盤など） 備 考

本文
記載

531 25C②．Ⅲa層 深鉢 大波状／波頂部外面円形突起(貫通孔．深い竹管状刺突)／単軸絡1 （L)タテ→太く深めの沈線 ナデ 突起部口唇内面突出

532 25C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇 押圧列／胴LRヨコ？→頸竹管状刺突列→ロナデ ナデ 下割れ口粘土接合面

533 25C②．Ⅲa届 深鉢・口縁部 口唇 強い刺突列／胴LR＋結節（R？）ヨコ→ロナデ 摩耗 外面スス付着

534 25C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇 押圧2／RLヨコ、ナナメ ナデ

535 25C②.Ⅲa層 深鉢・胴部 オオバコ回転文 ナデ 外面スス、剥落

536 25C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 LR＋結節（R）ヨコ→ロナデ ﾅデ(偽雛） 外面スス､二次焼成

537 25C②．Ⅲa届 深鉢・口縁部 口縁外面高い波状隆帯／胴：RLヨコ？→波状隆帯？ （剥落） ナデ 外面スス付着

538 25C②。Ⅲa層 深鉢・胴部 LR＋結節（R）ヨコ ナデ 外面剥落

539 25C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 半裁竹管状工具による刺突列、沈線（口縁は太く深い沈線） ナデ 外面剥落
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胸 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(調盤など）

備 考
本文
記載

540 25C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 胴上RLヨコ→ロナデ／胴下：RLタテ、ナナメ ナデ 下割れ口粘土接合面

541 25C②．Ⅲa層 深鉢・橋状把手 ナデ
ー 接合面から剥離

542 25C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇～外鋸歯状隆帯（太く深い沈線）／RLタテ→低い隆帯（刺突列） ナデ

543 25C②．Ⅲa層 小型浅鉢 対角線上に一対の貫通孔（外から穿孔？） ・ナデ ナデ 口縁のみ欠損

544 25C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇外側肥厚／単軸絡1 （L）ナナメ→低い隆帯（深い刺突列） ナデ

545 25C②。Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇：C字形爪形文／口：高い隆帯（細く深い刺突列）／胴：LRタテ 摩耗

546 25C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 低い弧状突起（下楕円形押圧)､他口唇外側肥厚／半裁竹管状工具による沈線 ナデ 關二鰍工具による刺矧

547 25C②。Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇：刺突列／RLタテ、ナナメ→ロナデ、隆帯（押圧列） ナデ

548 25C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 円環状沈線・器面滑らか ナデ

549 25C④．Ⅲ層（検出面上面） 球胴深鉢・口縁 口縁隆帯状（交叉部ボタン状貼付文）／半裁竹管状工具による沈線→瘤状突起 ナデ

550 25C④．検出面（V層上面） 深鉢・胴部 単軸絡1A（R）タテ ただれ

551 25C④。検出面（V層上面） 深鉢・口縁部 半裁竹管状工具による沈線（口縁は太く深い沈線） ナデ

552 25C④．Ⅲ層？ 深鉢・口縁部 口：無文／胴：LR＋結節（R）ヨコ ナデ 外面全面スス付着
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蒜
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”
｜
湖
一
却
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州
剥
一
池
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恥
一
恥
一
流

内向
(綱轆など）

本文
記城

出上地点・瞬位 器繩・部位 外圃（文様・装飾、地文・原体など） 備 考

25C④.ⅢaM

25C④.Ⅲaルi

25C④.Ⅲb層

25,①.検出面（Ⅳ層|油i）

25,②～④試掘トレンチ

26C①、 26C①～③、 26C③

26C①～③雌包含1『'1ク!』－ニング

26C①、②. I～Ill＃1 1%部

26C①、③， I～ⅢI岬上部

26C①、③． I～111屑12部

26C①、③. ’～111肘上部

26C①、③. I～Ⅲ層上部

26C①～③． I～Ⅲ府、 26C③． IV層

紳
一
繩
一
繩
一
癖
一
繩
一
癖
一
癖
一
繩
繩
一
癖
繩
一
癖
一
繩

iii,Iilll絡’ （l"）ナナメ→底部ナデ／底| |'|i ：ナデ （＊二次焼成で亦）

LRヨコ→低い降榊（斜め横からの竹榊状刺突列）

結節（L）ナナメ→上からの細く深めの刺突

' 1唇：刎日 '1／マウンド状の低い降帯（刻I ｜ダ'1）／LRタテ→k部ナデ

ロ：隆帯状（太く深い沈線）／胴：結束1 （LR， RL？）タテ→上部ナデ

LRヨコ、 ナナメ→底部ナデ／底I田：網代痕→ナテ （＊底一周、胴l／3周）

口唇：刺突列／LRタテ→| l縁ナデ→降榊（刻日ダ'1）

I-Rタテ、 ナナメ→1 1縁ナデ

ロ縁降栫状（太く深い水平沈線、 半雄竹智状工具による押し引きの縦位沈線）

LRヨコ→｜ i縁外|前波状隆帯→細く比較的短い（1,4cⅡ1）粘l:紐

！｣縁内1m：段／| l緑降帯状(内側突出)／半裁竹椅状工具による押し引き沈線、浅い沈線

口唇：刻月列／口縁隆帯状（下刻目列）／半裁竹管状工具による沈線

[]唇：内から仰I}§、外からC字形爪形文交互／LRタテ→隆帯(D字形爪形又)→|蹄祢に沿って上部ナデ

庇部(l/411弱）

． ｜ ｜縁部

(l/4周弱）

, ｜ l縁部

,口縁部

,底部

‘ 1 1緑部

, | |緑部

, ｜ ｜縁部

, 1 1緑部

, ｜｣縁部

, ' 1縁部

, ’ 1緑部

汚
一
汚
拝
一
一
万
一
痔
一
一
万
拝
一
一
痔
一
存
拝
一
拝
一
一
万
一
拝

内|､全I､スス|､i綿

内面全面ススイ､塒

外面スス・内mI韓モ

内面底スス付蒜｜p,48

外面スス付杵

口縁縦位隆補剥落

口隆帯・外1mスス

①～③l/3､③2/3

第98図土器(64）
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Iﾉ､l Ⅲ
,叫掘など

仙 必外|[li （文様・挫飾、地文・ ljI体など）器ｲ1， ．部{ウI l l 上地‘'’1.< ・仲'i位恥
一
一
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訓
刑

味気き

一
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ー
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ー
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ー
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咄
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①l/3､①～③2/3

内面剥蒋．①l／8

①4／5，④l／5

外スス．①l／2

口唇： 斑|l｢|列／1 1縁隆帯状(刻目 '1)／LRイロイロ→隆帯(D字形刻卜I '1)、高い瘤状突起

結束1 （RL， 1．R） ？タテ→半雄竹楢:状]鴬典による文様（太く深い' 11形文）

摩耗ひどい（二次焼成による？）

u唇： ﾘ1 1ダリ （一部なし？）／L1 ：刻| |ダ'1/''1 ：刺股状工具による沈線

'二l牌：刎I ｝列／| |緑I唯州:状→RLヨコ→刎I ｜ダl」

' 1将：深い竹1ri;状IjII突|l／LR＋末端ヨコ

大形台形突起両端に円形貼|､1文(深い刺突群､中心大きめ)､その間鋸歯状隆帯(深い＃11喪ﾘ)／RI‘ヨコ､ナナメ→11ナデ

LRタテ（純文一部のみ、大部分無文）／庇1m：木葉痕

深鉢・ ’ 1縁部

深鉢･ [l緑部

鉢（1 1 1/311刑§）

深鉢・ ' 1縁部

深鉢・ ’ 1級部

深鉢・ 1紘部

深鉢・ I l縁部

維鉢． D職W｛

①
①
①
①
①
①
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Ｃ
Ｃ
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Ｃ
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卵
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】
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Ⅲa層､26C①～③． I～Ⅲ層上部

Ⅲ府、 26C③付近.Ⅲ層上而

ⅢaI間、 26C④.Ⅲa層

Ⅲa1両、 26C④。 ⅡIa層

ハ'仲'i

lⅥ↑‘'i

372126C ･ 'vE
5731 26C . IWW 庇一間･底部剛､liIｽス
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内面
測礦など）

本文
i池|Ⅲ

' '1土地点. i州ウ 器柿・部位 外I加（文様・装飾地文・服休など）地
一
一
嗣
一
弥
一
恥
一
訪
一
飛

邪
一
刑
一
剥
一
咄
一
琳
一
瑚
獅

備 考

｜ |キギ ：刻'三|ダ'1／1 1 ；照文／猟： |端榊（刺突列）／Il ,| ： ii1』lillI絡1 （R）ナナメ

ロ唇：台形突起（上' ' 1形) 、外刺突ﾀﾘ／LRタテ→l lナデ

1 1唇～外蛇行隙,勝（f1藩）／I-Rヨコ→ロナデ

LRタテ→人い降州； （太く深い刺突'1）

RLヨコ→半数竹管状工具による押し引き沈線､装形文様(その他は片側で描いている？）

’二I唇：D字形刻月 |l／単軸絡1 （L）ナナメ→太く低い'端＃ （刺突列）

1 1唇：刻1 1 11／LR？＋紬節（R）ナナメ→蛇行|職W

LRヨコ、ナナメ→底部ナデ／底面：ナデ （＊底一周、 Iﾄil2／3周）

｜ ｜緑降榊状(太く雛い沈線)／IiilIilll緒1A(I‘)タテ→猟W批竹袖;状 1弓貝によるlfl Iし引き沈線

人波状？／｜ ｜～ジルKll黙／RI，タテ

ナデ／111面1部一部～底：嘩粍

LRヨコ→底部ナデ／庇、：ナデ（窪み）

ⅣI間 深鉢・ ’ 1縁部

Ⅳ層 深鉢・口縁部

1V届 深鉢・ I 1縁部

1V層 深鉢・ ’ 1縁部

Ⅳ層 深鉢

Ⅳ層 深鉢・口縁部

Ⅳ層 深鉢･ I |緑祁

1V層 深鉢・底部

1V隅、 26C③{､l近.Ⅲル'i l油i 深鉢. ｜ |絨部

検出lii 深鉢. ｜ ｜絨部

Ⅱ層 小型浅鉢

Ⅲa層 小測鉢

①
①
①
①
①
①
①
①
①
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ナデ

ナデ(輪繩）

ナデ

ナデ(輔燗痕）

ナデ

ナデ

摩耗

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

外面スス、 I兼粍

内伽黒

外1m灰色

口唇摩耗

|人l外mj摩耗

外Iiiスス､二次焼成

u唇陥純．①2／5

1ﾉﾘ|Ⅲ突起以外スス

l／2I11残存
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胸 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(潤盤など）

備 考
本文
記載

586 26C②．Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇：C字形貼付文、波状隆帯／口：無文／胴：LRヨコ？ ナデ 緬ｽｽ幟，隆帯鱸

587 26C②．Ⅲa層、 26C③。Ⅳ層 深鉢（2/3周弱） RLタテ？→幅3mmの箆状工具による横からの刺突列、沈線（篦の横も使用？） ナデ 内外面スス付着 p､48

588 26C③付近．Ⅲ層上面 深鉢・胴部 結束l(RL,LR)タテ→半裁竹管状工具による沈線､太く深い円形文(ボタン状貼付文の代わり？） ナデ 胎妬,外嚇､順ｽス

589 26C③付近。Ⅲ層上面 深鉢・胴部 単軸絡1 （R）タテ→半裁竹管状工具による沈線→ボタン状貼付文 ナデ 内面スス､外面摩耗

590 26C③、④ガケ際・ I層 深鉢・底部 LRイロイロ→底部一部ナデ／底面：網代痕→化粧粘土？ （＊底一周、胴l／4周以下） ナデ 外面一部摩耗



蕊

593

591
592

〉
一旺

(）

上＝

l ：3 lOc】11

恥
一
一
剥
一
知
一
琳
一
郷
一
恥

内面

(副頼など）

本文
iid鞍

'11土地点･層位 器靴・部位 外1m（文様・装飾、地文・原休など） 11Ni 考

26C③。Ⅲ層上面付近

26C③．Ⅲ層上面付近

26C③.Ⅲ1W上面付近

26C③.カクラン（電柱穴

26C③付近． ⅡI層上｢ni

浅鉢？ ・口縁部

深鉢・ I |縁部

深鉢・ ’ |縁部

球IⅢ深鉢？ ・口縁

深鉢・ I1il部

口縁隆帯状､渦状隆帯､頚部隆帯(LRヨコ){M1れも高い／LRヨコ→太く桟い沈線､隆帯に沿うﾅｰヂ

I |縁他兼'1落／､ド裁竹管状T:具による押し引き沈線／LRナナメ？

iiiIlIlIl絡1 （R） 1 1縁ナデ、 IliI1タテ

山形突1起下太めで深い円形沈線（抑圧？）／半栽竹梢;状工具による沈線

IllIi] ：紬來1 （RL、 LR） タテ→､|竺裁竹植;状［典による沈線／底部：無文

痔
一
存
拝
一
存
一
一
戸

隆帯剥落(「縄文なし）

外(則摩耗

外1Mｽｽ.雛, IⅧ轆

外lAiススイ､l 'f

外底部二》職成‘ IAl l鯉
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NQ 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(調整など）

備 考
本文
記載

596 26C③．Ⅳ層 深鉢（l/4周弱） LRヨコ、ナナメ→結節（R）タテ ナデ 外梛轆･内雌ﾛｽｽ

597 26C③．Ⅳ層 深鉢・口縁部 口：太い隆帯（太く深めの沈線)､中央は口唇またぐ／胴：LRタテ ナデ

598 26C③．Ⅳ層 球胴深鉢・口縁 口縁肥厚／隆帯口唇またぐ／LRヨコ→角棒状工具？による押し引き沈線、深い沈線 ナデ

599 26C③．Ⅳ層 深鉢・胴部 口縁剥落 ナデ

600 26C③．Ⅳ層 深鉢・口縁部 口唇：羊頭状隆帯、押圧列／胴：LR＋結節（R）ヨコ ナデ 外面スス､内面摩耗

601 26C③.Ⅳ層 深鉢・底部 RLタテ ナデ 底部一周残存

602 26C③。Ⅳ層 深鉢・胴部 羽条縄文（LR，RL， 0段多条）ヨコ （＊胎土繊維多） ナデ 外面二次焼成で赤？

603 26C③．Ⅳ層 深鉢・口縁部 口唇：C字形貼付文、押圧列／頸：円い刺突列 ナデ

604 26C③．Ⅳ層 深鉢・口縁部 口縁隆帯状（深い竹管状刺突列） ナデ

605 26C③．Ⅳ層 深鉢・口縁部 口縁隆帯状／胴LRタテ→口縁ナデ ただれ 上部スス､下部摩耗 p､49
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(揖鞭など）

本文

紀載
出土地点・屑位 器極・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）他 ll i

606 26C③・ 1V層

607 26C③’ 1V層

608 26C③. ’v層

(j()9 26C③. IVI筒

61(） 26C③・ 1V届

() l l 26C③． 'v屑

llWi 考

深鉢・

深鉢

深鉢(l

深鉢・

深鉢・

深鉢（

Ll縁部 ’ 1縁求'1藩／腓l ：RLヨコ （＊卜削ｵ11 1粘11接合|mからの剥離）

l｣縁隆緋状（太く浅い沈線）／頸：竹智状巾'1突列／恥I ；単軸絡1 （R？）ナナメ

4波状？／1 1縁降帯状（太く深い沈線）／甑：細く浅い沈線／LRヨコ→ナデ

波状／| |緑Iﾉ､l Im肥jlﾒ／,自iい貼付文／iii軸絡1A(R)タテ→､|澱竹管状｜狐による刺突'1,沈線

1 1縁|ﾉ､I外交/[に爪形文／RLヨコ→太い降榊（D字形刻円列）

| I |形突起4iii一付:／｜ ｜緑降帯状（中央人く深めの沈線）／LR＋木端タテ→､卜雄竹袖;状沈線
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地 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(調盤など）

備 考
本文
記載

612 26C③。Ⅳ層 深鉢(l/4周以下） LRタテ？→半裁竹管状工具による沈線→太い隆帯（鎖状刻目列） ナデ 内面黒

613 26C③．Ⅳ層 深鉢(l/3周以下） LRタテ？→半裁竹管状工具による沈線、底部ナデ ナデ 内面黒･下割れﾛ齢間

614 26C④付近．Ⅲ層上面 深鉢・口縁部 口縁肥厚（LRタテ→太く深い沈線）／胴：LRヨコ→半裁竹管状工具による沈線 ナデ
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i仙仙
川上地点・届位 器械・部ｲ､1 外|、 （文棟・装飾、地文・原体など） Mi 考

26C④付近．Ⅲ層上面

26C④付近.Ⅲ層上面

26C④{､l近.Ⅲ府上Im

26C④. IIIaI丙

26C④。Ⅲa層

26C④。Ⅲa屑

深鉢・ Ill1部

深鉢・ Ll縁部

深鉢(l/3111以下）

深鉢・ I i縁部

深鉢(l/4周以ド）

深鉢・口縁部

LRイロイロ→半裁竹橘:状工具による沈線

頸：太く高い隆帯（刻月列）

口縁降排状／胴LRイロイロ→底部ナデ

ロ縁降僻状（太く高い11,1iｲ､1文）／胴LR＋結節（R） ヨコ→甑ブｰヂ

1 1唇：D字形刻目列／RLタテ、ナナメ

半雌竹禰;状T具による沈線
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地 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(鋼笹など）

備 考
本文
記載

621 26C④．Ⅲa層 深鉢・口縁部 山形突起（頂部刻目、下盲孔）／LRタテ→半裁竹管状工具による沈線 ナデ

622 26C④．Ⅲa層 深鉢・胴部 LRヨコ→太く高めの隆帯 ナデ 上の割れ日粘土接合面

623 26C④。Ⅲa層 深鉢(l/4周以下） 口唇：波状貼付4単位？、他強いナデ／LRヨコ→細く比較的短い（1．3cm）粘土紐 ナデ 外面スス･内面全面黒

624 26C④．Ⅲb層 深鉢・口縁部 口唇：LR？ヨコ／LRヨコ→大きめ深い刺突→口縁ナデ （＊胎土繊維含まず？） ナデ(凹凸） 外､スス･刺郷内､知

625 26C④．Ⅲb層 深鉢・口縁部 口縁隆帯状／LRヨコ→口～頸部水平方向に単軸絡1 （L）押圧 ナデ(雑）

626 26C④．Ⅲb層 深鉢・口縁部 口唇：強いナデ／口：深い鋸歯文(粘土まくれ)／胴：LRヨコ→細い隆帯(C字形爪形文） ナデ 外面スス・内面摩耗

627 26C④．Ⅲb層 小型鉢？ ナデ （＊l／4周弱残存、底部欠損） ナデ

628 26C④。Ⅳa層 深鉢・口縁部 LRヨコ？ ナデ

629 26,①試掘トレンチ 深鉢・口縁部 口縁剥落／結束1 （RL， LR） ？タテ→頚部D字形爪形文 ナデ

630 26,①試掘トレンチ 深鉢・口縁部 突起口唇：刻目／突起下高いドーナツ状隆帯→半裁竹管状工具による刺突 摩耗 内外面摩耗

631 26,①試掘トレンチ 深鉢・頚部 半裁竹管状工具による沈線、刺突列 ナデ 下割れﾛ接合面から剥隠

632 26,①～③試掘トレンチ 深鉢・胴部 結束1 （R、L）タテ→半裁竹管状工具による刺突列、沈線 ナデ

633 26,①～③試掘トレンチ 深鉢・口縁部 口縁隆帯状（太く高めの縦位貼付文）／頸：半裁竹管状工具による沈線 ナデ 口縁一部剥落
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蜘 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など） 内面
(詞整など） 備 考

本文
記載

634 26,①。包含層（Ⅲ層） 深鉢・胴部 単軸絡5 （R）ナナメ→口～頚部ナデ→頚高い隆帯（D字形爪形文） ナデ 外面スス付着

635 26,②．検出面（Ⅲ～V層上面） 深鉢・口縁部 口唇：刻目列 ナデ

636 26,②．検出面（Ⅲ～V層上面） 深鉢・口縁部 半裁竹管状工具による沈線（縦の弧は片側使用）→口唇ナデ ナデ

637 26,②．検出面（Ⅲ～V層上面） 深鉢・口縁部 口唇～外C字形貼付文／RLナナメ ナデ

638 26,③。検出面（V層上面） 深鉢・口縁部 口縁隆帯状（刺股状工具による刺突列）／胴：RLヨコ 摩耗 外面スス･下剤ﾛ齢間

639 26,③．検出面（V層上面） 深鉢・口縁部 口縁隆帯状（下部さらに隆帯貼付→太い刻目列）／胴：LRヨコ？？→ナデ 摩耗

640 26,③。検出面（V層上面） 深鉢・口縁部 口縁隆帯状(縦位隆帯)／半裁竹管状工具による刺突列．太く深い沈線は同具の弧側を下にしたのか ナデ

641 26,④．表土 深鉢 山形突起／口縁隆帯状（太く深い沈線）／頚以下：半裁竹管状工具による沈線 ナデ

642 26,④．検出面（V層上面） 浅鉢？？ 口：LRヨコ→高めの隆帯／胴：LRタテ ナデ 外面スス付着
643 27C③．Ⅲb層 深鉢・口縁部 口唇：押圧列（ない部分も）／太いLL＋結節（L）→太く高い隆帯 ナデ 外面スス付着

644 27,①．表土（I～Ⅲ層） 深鉢・口縁部 口縁剥落、摩耗／頸：高い隆帯（鎖状刺突列）／半裁竹管状工具による沈線 ナデ(凹凸） 胎土石含む

645 27,①．表土（I～Ⅲ層） 深鉢・口縁部 太く低めの隆帯（深い円形刺突列）→口唇強いナデ ナデ 胎土石・口唇摩耗

646 27,①、 27，①～②、 27，③～④ 深鉢・胴部 LRタテ？→半裁竹管状工具による沈線 摩耗 外面下部摩耗ひどい p､49



“<鱒

今鐸繁桑忌線琴篝蕊騰 忠､帯

灯
燃
蕊

グ

ｂ

●

》

蕊

轍…

鞭熟議瀞“ 胤豊翼蕊套

織噸蕊
《
蕊

●
恥
０
‐
乱
。
品
も
弘
四

6519

I謬耀
650

〃
恥
蕊

リ

零
654

0 1：3 10cm

トー－岸一妄ゆく

第109図土器(75)

-158-

胸 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(狐穣など）

備 考
本文
記載

647 27,①～②．表土 深鉢(1/3周以下） 口縁剥落／LRタテ→口縁ナデ ナデ(雑） 順ｽｽ･順下繊こげ一周

648 27,①。検出面 深鉢・口縁部 口唇 波状隆帯／LRヨコ→口縁ナデ→頚部波状隆帯（剥落） ナデ

649 27,①．Ⅲa～Ⅲb層 深鉢・口縁部 口唇 刻目列／口縁隆帯状（刻目列） ナデ 外面摩耗

650 27,①。Ⅲc層 深鉢・口縁部 口唇 刻目列／LR＋結節（R）ヨコ→口縁ナデ（輪積痕） ナデ 外面スス付着

651 27,①．Ⅲc層 深鉢・口縁部 口唇 台形突起（深い押圧)､刻目列 摩耗 外面スス付着

652 27,②．表土（クリーニング） 深鉢・口縁部 口縁隆帯状／刺股状工具による刺突列、押し引き沈線、沈線 摩耗

653 27,④・検出面（Ⅲ層、V層上面） 深鉢・胴部 高い隆帯（深い刺突列） 摩耗 外面も摩耗

654 27,③～④．抜根､27，②～27E①。表土 深鉢・胴部 胴Lタテ→半裁竹管状工具による刺突列、沈線 摩耗ひどい 27,③～④1／4

655 27,③～④抜根､27，③～27EO･表土 深鉢・胴部 LRタテ→半裁竹管状工具による沈線→ボタン状貼付文 ナデ(丁寧） 内緬ｽｽ‘27,0~剛/7
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岨 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など） 内面
(副按など） 備 考

本文
記載

656 27,③～④抜根 深鉢・口縁部 口唇：強いナデ／口縁隆帯状(LRヨコ→太く深い沈線)／胴：LRタテ→半裁竹管状沈線 ナデ

657 27,④抜根 深鉢・口縁部 口唇：竹管状刺突列／口：竹管状刺突列→半裁竹管状工具による沈線 ナデ 口縁剥落

658 27,④抜根 深鉢・口縁部 口縁隆帯状(太く深い沈線)／単軸絡1A(L)タテ→頸半裁竹管状工具による押し引き沈線 摩耗

659 27,④抜根 深鉢・口縁部 口唇：浅い竹管状刺突列／太く低い隆帯（太く深めの円形刺突列） ナデ

660 川くり・表土 深鉢・胴部 LRヨコ？？→高い隆帯（D字形爪形文)､鋸歯状沈線 ナデ 外面やや摩耗
661 川くり・表土 深鉢・口縁部 胴LRナナメ？→太く高い隆帯（C字形爪形文） ナデ 内面摩耗
662 川くり・表土 深鉢・口縁部 口唇：蛇行隆帯／胴：単軸絡1 （L）ナナメ ナデ 内面剥蕗･外面摩耗
663 川くり・表土 深鉢・胴部 LRタテ→高い隆帯（D字形爪形文)､鋸歯状沈線 ナデ 外面やや摩耗
664 排土 深鉢・口縁部 口縁隆帯状（剥落） ？／口唇：鎖状刻目列／口：太く深い沈線 剥落 外面スス付着
665 排土 深鉢・口縁部 太く高いC字形貼付文→太く深い沈線 ナデ

666 排土 深鉢・胴部 斜縄文（？）→半裁竹管状工具による沈線→高い瘤状突起 摩耗

667 東側包含層ベルト．Ⅱ層 深鉢・口縁部 RLタテ→太めの隆帯（刻目列)、口唇強いナデ ナデ 外面廠耗･内面下部ｽス p､49

668 東側包含層ベルト。Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇 刺突列／単軸絡1 （L）タテ→太く高めの隆帯（D字形爪形文） 摩耗ひどい 外面摩耗
669 東側包含層ベルト。Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇 強いナデ／斜縄文（？）→細く比較的短い（1.3cm）粘土紐 摩耗ひどい 外面摩耗
670 東側包含層ベルト．Ⅲa層 深鉢・口縁部 口唇 押圧列／頸：高い隆帯／斜縄文（？）→隆帯に沿ってナデ 摩耗ひどい 胎土石・外面摩耗



◇
熱

繩鍍綴惑

慧魁§

瀞穐總

鋤

が
幻

10cm1 ：30

トーーーヨ

第111図土器(77）

-160-

胸 出土地点・層位 器種・部位 外面（文様・装飾、地文・原体など）
内面
(測轆など）

備 考
本文
記載

671 東側包含層ベルト．Ⅲa層 深鉢・口縁部 突起上面楕円形（中央に深い穴）／RLヨコ ナデ 内外面摩耗

672 東側包含層ベルト．Ⅲa層 深鉢・口縁部 台形？突起（口唇爪形文列）／RLタテ ナデ 外面二次焼成で摩耗

673 東側包含層ベルト。Ⅲa層 深鉢・口縁部 波状口縁波頂部外面円形突起(中央貫通孔､周囲深い刺突列)／単軸絡l(L)タテ→太く深い沈線 ナデ

674 東側包含層ベルト．Ⅲa層 深鉢・口縁部 大形台形突起（内外交互押圧により口唇鋸歯状）／LRヨコ→細い粘土紐（剥落多） ナデ

675 東側包含層ベルト。Ⅲa層 深鉢（1/4周弱） 波状？／縦位羽状縄文（LR，RL？タテ）→口縁円形（中央深い盲孔)､羊頭状突起貼付 摩耗ひどい 内ﾙｰ樅成|報職Oとい

676 東側包含層ベルト．Ⅲa層 鉢（2/3周弱） 口唇：刻目列のある部分対角線上二対／単軸絡5 （L？）ナナメ？？ ナデ 外面スス付粁 p､49
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岨 種別 出土地点・層位 重量(9） 残存状況
外面

(文様・装飾）
内面 備 考

本文

記載

1 土器？ 21B④．Ⅱ （Ⅲb）層 22.85 上部欠損 ナデ ナデ 上げ底風・内面整形、壷のように指圧痕残らず、雑ではない

2 土器？ 23B①． I層（レキ多） 28.48 一部口縁部？残存 ナデ ナデ 小型鉢に把手（欠損）がついたよう

晩 種別 出土地点・層位 重量(9)
残存状況

(部位・割口ほか）
つくり

外面

(文様・装飾）
付着物 備 考

本文

記載

3 土偶 20B③・検出面(Ⅲ層､V層上面） 37.36 腕・摩耗 板状 痕跡的な沈線文様 貫通孔・胎土石含む

4 土偶 21B4b・表土 20. 19 脚 板状(貼り合わせ） 押し引き沈線、太く浅い沈線 胎土石含む

5 土偶？ 21B4b倒木 10．73 不明 板状（反る） 細く浅い沈線 土器の破片？

6 土偶 21B①。Ⅱ （Ⅲa）厨 36. 11 下半身 板状 浅い沈線

7 土偶 21B②． I層（表土） 115. 1 上半身・左側面剥附 板状(接合痕？） 背面半裁竹管状工具による浅い沈線 二片接合．深い盲孔・割口に接合痕？ P､50

8 土偶 21B③．Ⅱ （Ⅲb）層 15．78 顔～腕部 板状 割れ口にも貫通孔？ ・胎土石
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胸 種別 出土地点・層位 重量(9）
残存状況

(部位・割口ほか）
つくり

外面

(文様・装飾）
付着物 備 考

本文

記載

9 土偶 22B①。 I～Ⅲ層 67.21 上半身？ ・剥落 板状 深い盲孔

10 土偶 22B②． I～Ⅱ層 58.28 下半身 板状 細く浅い沈線

11 土偶 22B②。表土 439.04 上半身？ 板状 太く深めの沈線 三片接合
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胸 種別 出土地点・層位 重量(9)
残存状況

(部位・割口ほか）
つくり

外面

(文様・装飾）
付着物 備 考

本文

記載

12 土偶 22B④。 I～Ⅱ層 61.59 下半身？ 厚い板状 細く浅い痕跡的な沈線

13 土偶 22B④。 I～Ⅱ層 47.03 下半身？ 板状・製作痕？ 深い刺突 貫通孔．割れ口に製作痕？ p､50
14 土偶 22B④。 ’～Ⅱ層 111．68 上半身 板状 細く深い沈線、深い刺突 三片接合・貫通孔2 p､50

15 土偶 23B③． I層 22.83 不明・裏面剥落 板状 深い沈線、刺突

16 土偶 23B③．Ⅲ層 57.62 不明・裏面剥落 板状 深めの沈線、深い竹管状刺突

17 土偶 25C②．Ⅲa層 85.10 下半身・残りよい 厚めの板状 胎土良・整形滑らか

18 土偶 東部包含層ベルト．Ⅱ層 94.07 上半身 板状 太く非常に深い刺突 深い盲孔・下の割れ口滑らか
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NO 種別 出士地点・層付
最大計測値(c、）

長さ 幅 厚さ
重量(9） 残存状態 付着物 備 考

本文

記載

19 耳栓 20B②．Ⅲ（Ⅲc)層 (1.7） (2.5） (2.2） 5．77 l/3？ 胎土石含む

20 耳栓 21B④．Ⅱ層 2.3 1.8 1.6 5．76 ほぼ完形

21 耳栓 23B④．Ⅱ層 4.2 (2. 1） (1.9） 12．41 両端欠損

22 耳栓？ 川くり表土 2.2 2.4 (2.2） 6．26 l/2強 ひび

23 耳栓？？ 21B④．Ⅲ（Ⅲb)層 (5.65） (3.20） (3.20） 45.73 両端欠損

岨 種別 出土地点・層位
最大計測値(c、）

長さ 幅 厚さ
重量(9） 残存状態 付着物 備 考

本文

記載

24 不明 22B④． ’～Ⅱ層 (4.60） 3.7 3.7 64.85 片端欠損 オレンジ～肌色・イチジク形土製品？

25 不明 21B4e・重機から10cm 3.4 4 2.8 19.79 下端欠損 クマ形土製品？

胸 種別 出土地点・層位
最大計測値(c、）

長さ 幅 厚さ
重量(9） 残存状態 周辺の加工 利用土器の様子 備考

本文

記級

26 円盤状土製品 21B①．表土 3 2.9 1.2 10．36 ほぼ完形 全周研膳？ 多軸絡（軸数不明．L）回転

27 円盤状土製品 21B③．Ⅱ（Ⅲa)層 3.7 3．75 1．35 18．22 ほぼ完形 半周研磨？ 単軸絡1 （L）回転

28 円盤状土製品 21B③．Ⅱ（Ⅲa)層 4．55 4．35 1．45 28.83 ほぼ完形 RL回転

29 円盤状土製品 22B②・表土 3 2.9 1．2 14.69 完形 全周研磨 LR回転
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岨 穂別 出土地点・層位
敲大計測値(c、）

長さ 幅 厚さ
重量(9） 石質 残存状況 備 考

本文

記載

1 石剣類（厚い） 21B③。Ⅱ （Ⅲa）層 (15.00） (2.00） 2.00 89. 18 粘板岩(北上） 縦割れ欠損 表面擦痕

2 石剣類 21C②.Ⅱ層 16, 15 2．70 0．75 51.80 粘板岩(北上） 欠損

3 石剣類 22B①． I～Ⅲ層 (5.05） 2．90 (0.85） 15.97 砂岩(北上） 破片

4 石剣類(やや厚） 22B②. I～Ⅱ層 12.60 2．50 1．60 74.99 粘板岩(北上） 両端欠損 表面スス？付着・上の割れ口切断？

5 石剣類 22B③. ’～Ⅲ層 5. 10 2．50 (0‘70） 16.82 粘板岩(北上） 縦割れ破片 表面擦痕

6 石剣類 22B③． ’～Ⅲ層 12.60 2．50 1．30 55.50 粘板岩(北上） 欠損 表面擦痕多い

7 石剣類 23B②． I～Ⅱ層 9． 15 2．50 0．65 19.99 粘板岩(北上） 欠損・剥落 表面擦痕多い
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肋 種別 出土地点・層位
最大計測値(c、）

長さ 幅 厚さ
重量(9) 石質 残存状況 備 考

本文

記載

8 石剣類 23B③．Ⅲa層？ 27.75 2．70 1．60 156.22 粘板岩(北上） 縦割れ欠損 縦割れこ片接合・表面擦痕

9 石剣類 23B③．Ⅲa層？ 16.00 2．60 (0.帥） 74.38 粘板岩(北上） 縦割れ欠損 先端切断痕？ ・表面擦痕

10 石剣類 東部包含層ベルト．Ⅲa層､25C②．Ⅲa層 23.75 2．25 0．70 65.26 粘板岩(北上） やや縦割れ欠損 二片接合・表面擦痕多い・角張る

11 石剣類？ 21C4b・ 10～20cm（茶褐色土） 17.80 2．70 1．50 66.54 粘板岩(北上） 欠損 未製品？ ・下端切断？
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岨 種別 出土地点・層位
最大計測値(c、）

長さ 幅 厚さ
重量(9） 石質 残存状況 備 考

本文

記載

12 石剣類？ 25C②．Ⅲa層 13.70 1．20 0．80 22.75 粘板岩(北上） 欠損 未製品？？

13 不明 23B③．Ⅲa層？ 19.00 4．95 1．10 105.30 粘板岩(北上） 打製石斧の一種？

14 乗飾品？ 21B4e・ 10～20cm 4．50 5．00 1．00 22.42 玲岩(北上） 貫通孔の隣に未貫通孔・表面加工なし

15 未製品？ 23B①？ ． ’～Ⅲ層 6． 15 5．60 1．35 11．24 軽石(奥羽） 完形品 表面研磨加工

16 軽石 21B③．Ⅲ（Ⅲb）層 4．80 3. 10 1． 10 4．33 軽石(奥羽） 未加工



写真図版



遺跡遠景（北東上空から）

調査区全景（北側上空から）

写真図版1 遺跡遠景・調査区全景
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